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最終話　オオカミは月夜に笑う



ながいながいあとがきの話
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　　　最終話　オオカミは月夜に笑う







　月明かりの夜だった。

　一人の女性が、人ひと気けのない裏通りを走っていた。

　髪を振りみだし顔は必死の形ぎよう相そうだ。途と中ちゆうで脱ぬげ落ちた高級そうなパンプスにも注意を向けない。なりふりかまわない逃亡。そんな言葉がぴったりと当てはまる。そんな光景。

　女性の瞳ひとみに明かりが見えた。表通りの明かりだ。

　女性の顔に、安あん堵どの色が走った。しかしそれはほんの一瞬の出来事だった。

　音もなく、そいつは目の前に下りて来た。鋭い爪つめと牙きばの化ばけ物もの。

「鬼おにごっこは終わりだぜ。赤ずきんちゃん」

　女性の悲鳴が一瞬だけほとばしったが、すぐに静かになった。




「おい、今何か聞こえなかったか？」

　助手席に座る警官が隣となりに声をかける。

「お前もか？　俺おれも聞こえたんだ」

　ハンドルを握にぎる警官も頷うなずいた。

「女の悲鳴に聞こえた」

「おい、行こう」

「ああ」

　パトカーを急いで停止させドアを開ける。

「あっちから聞こえたぞ」

　警官の指さしたところには、路ろ地じへの入り口があった。腹黒いもんを抱かかえていそうなそんな狭せまい道。

「行くぞ」

「ああ」

　警官二人はゆっくりと路地に足を踏ふみ入れた。

　遭そう遇ぐうするのにさほど時間はいらなかった。

　ぐったりと倒れる女性。流れ出す血液。そして、見下ろすように立つ毛むくじゃらの影。

「う、動くな！」

　裏返った声でそう叫び、拳けん銃じゆうを引き抜く。もう一人も負けじと震ふるえる手で拳銃を握にぎり締めた。

　影が振り返った。瞳ひとみだけが暗くら闇やみの中に光る。

「お前達は少しは壊こわしがいがあるようだな」

　警官二人は、本能的に何かを感じた。忘れていた動物の本能。逃げろという第六感の命令。

　しかし、馴な染じみのない六感の命令に、二人は背を向けた。

「手を上げろ！」

　影はそんな声なんて聞こえてないように、ゆっくりと歩み寄って来る。

「動くな！　撃うつぞ！」

　影の足取りは変わらなかった。

「くっ」

　一人の警官が引き金を引いた。続くようにしてもう一人もトリガーにかけた指に力を込める。

　断続的に響く銃じゆう声せい。

「いない！」

　大分暗闇に目が慣れてきたから見える。目の前の通路に敵は存在していないってことに。

「どうなってるんだ。確かにいたはずなのに」

　からからに乾かわいた喉のどに唾つばを送り込んだ。その直後だった。

　二人のすぐ後ろから、その声が響いた。

「ゲームオーバーって奴やつだな」

　振り返る前に、二人に爪つめと牙きばが襲いかかった。













　　　第一章　疑惑の中で
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　じりりりりりりりん！

　いつもと同じく、目覚まし時計の鳴き声が部屋中をかけ巡った。

　銀ぎん之の介すけは蒲ふ団とんから手を伸のばすと、目覚まし時計の頭をこつんとこづいて黙らせる。

　それから数分。母、典のり代よの声で銀之介は飛び起きた。

「やべ！」

　電光石せつ火かの早はや業わざで朝の支し度たくをこなす。寝ね癖ぐせボンバーな髪の毛もちょいちょいっと水つければそれでおしまい。あんまし気にしない性格なのだ。

　電光石火でパンにつぶれてる目玉焼きを載のっけて、電光石火に口に押し込む。電光石火に喉のどに詰まらせ、電光石火に目を白黒させる。

「馬ば鹿かね」

　母親に牛乳をそそぎこまれ、なんとか復活。

「それじゃ、行ってきま～～す」

　両親にそう告げると、勢いよく玄関を飛び出して行く。

「あいつも懲こりない奴やつだな」

　新聞読みながら、父、銀ぎん一いち郎ろうが呟つぶやいた。

「そうね、毎日毎日。でも、なんか安心もするの」

　典代が笑いながら言った。

「同じ毎日が繰り返されてるってことにね」

「そうだな。少なくともこんな朝が続くかぎり、引っ越しの準備はしなくてもいい訳だからな」

「もうすぐ二年だものね」

「そうか、あと二カ月もすりゃ丸二年か。この町に引っ越して来て」

　銀一郎は、眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを細め小さく呟いた。

「血がざわめくのも、仕方ないか」

「何？」

「いいや、何でもない。何でも」

　誤ご魔ま化かすように笑うと、銀一郎はコーヒーをすすった。そして、誰にも聞こえない声で囁ささやいた。

「本能には………逆らえないからな」
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「おはよ！」

　いつもと同じところで、いつもと同じ声がかけられた。

　銀ぎん之の介すけは軽く手を上げると、いつもと同じ挨あい拶さつを口にした。

「おはよう、唐とう子こ」

「おはよう、銀之介君」

　改めてそう挨拶した外バネでソバカスの少女は、にっかり笑って言った。

「さ、学校行こ」

「ああ」

　いつもと同じように、二人は朝の町並を歩いて行った。

「こうやって、銀之介君と一緒にこの道通るのもあと少しになっちゃったね」

「そっか。もう三月になっちまったもんな。再さ来週の卒業式が終われば、もう高校生も終わり。学校に通うこともなくなるんだもんな」

　銀之介は感慨深げに息を吐はき出した。

「あ、でも唐子の場合は新しくまた学校に通うんだったな」

「うん。電車で通えるとこの短大。栄養士の資格とりたくて。で、銀之介君はどうするの？　まだ決まってないの」

「う～～ん、高校卒業ってことだけを目標にやってきたからさ。卒業した後どうするかなんてなんかこうイメージわかないっていうか何て言うか。しばらくはバイトしながら考えるよ」

「銀之介君は絶対特技をいかした仕事につくといいよ」

「僕の特技？」

「そ～そ～～特技。ほら、銀之介君って、犬の散歩するバイトやってたじゃん」

「ああ、去年の夏休みのバイトね」

「やっぱ同じ種類だからかもしんないけど犬と仲良くするの得意でしょ」

「同じ種類って言い方ちょっとカチンとくるけど、確かにわりと得意だよ」

　こっくりと銀之介は頷うなずいた。

「言うこときかない犬にはちょいとオオカミの顔見せればもう僕が王様だしな。エリックん時みたいに」

「でしょ、だから犬と仲良くなる仕事につけばいいんだよ」

「そんな仕事あるのか？」

「たくさんあるよ。例えばペットサロンとかペットホテルとか、獣じゆう医いさんとか犬の訓くん練れん士しとかも」

「前向きに考えとくよ」

　銀ぎん之の介すけはそう言うと軽く肩をすくめてみせた。

「そうそう、お銀ぎんの奴やつから手紙が来てたんだ。これ」

「お銀ちゃんから？　見せて見せて！」

　銀之介に手渡された封筒の中身に、唐とう子こは歩きながら目を通した。

「わんわん病治なおったらまた銀之介君の家に居い候そうろうするって思ってたのに」

「邪や馬ま台たい国こくの秘宝が結局全部勘かん違いだったってことが判明したとかで、おじさんおばさんの山籠ごもりも終了。お銀ももとの家庭に収まったって訳だ」

「へ～～、冬休みは桃もも花かちゃんが群ぐん馬まに遊びに行ったんだ。あの二人の友情は続いてるみたいだね。あ、写真もくっついてる」

　写真を覗のぞき込んだ唐子は、大きな瞳ひとみをぱちくりさせた。

「ねえ、ここに写ってる女の子。これお銀ちゃんだよね」

「ああ」

「すごいな。しばらく見ないうちにこんなに大きくなっちゃって」

「成長期だからな。やっぱ僕らとは成長の度合いが違うよ」

「でもさでもさ、アタシも一年でだいぶ変わったと思わない？」

　唐とう突とつな質問に、銀之介ははぁって顔を見せた。

「ほら、よく見てよ。変わったでしょ」

　立ち止まっる唐子を、銀之介はたっぷりと観察した。

　同じ外ハネだし、同じソバカスだし、プロポーションも変わってないと思われる訳で。

「ちょっと体重増えたとか？」

「失礼ね！　そりゃ冬休みにお餅もちの食べ過ぎでちょっと太っちゃったけど、もうダイエットは終わってるよ」

　唐子はぷくってふくれて言った。

「まだ分からない？」

　残念ながらまだ分からなかった。銀之介はさっさと両手を持ち上げた。お手上げを体で表現したのだ。

「も～～、こんなに分かりやすいのに。ここだよここ」

　唐子が指さしたのは、自分の目の下のあたり。ソバカスが密生してる地域だ。

「ちこっと減ったでしょ？　ソバカス」

「う～～ん」

　思わず銀之介は唸うなった。

　ハッキリ言ってよく分かんなかった。

　多分減ってたとしてもせいぜい片手で数えられるくらいだろう。一年前の写真を虫眼鏡めがねで見て照らし合わせなくちゃ分からない。

　だけど、本人がこうも強く主張してたらつっぱねる訳にもいかない。

「そう言われれば、なんとなく」

　ちこっと汗あせがおでこに出てる返事だったけど、唐とう子こはそんなことにも気がつかずおおいに喜んだ。

「でしょ、いつかきっとシミ一つないつるんとしたほっぺになると思うよ。楽しみにしててよ」

「いつか……きっとか」

　銀ぎん之の介すけは軽く笑った。
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「飯いい波なみ高校の生徒さんですか？」

　校門をくぐろうとした途と端たん、いきなりマイクをつきつけられ、二人は目をぱちくりさせた。

　少し視線をずらすとカメラさんまで熱い瞳ひとみで自分達を見つめてる。

「はぁ、そうですけど」

「実は毛むくじゃらの怪物のことで質問したいんですけど」

　その言葉に、二人は体を硬こう直ちよくさせた。

「い、一体何をおっしゃって」

「そ、そうですよ。あははは、毛むくじゃらの怪物なんてそんな、あははは。それはきっと毛生はえ薬のお風呂に浸つかっちゃったモスラ君だよきっと」

　最強に怪あやしく笑ってる二人に、鋭い声がぶつけられる。

「七しち味み先せん輩ぱい！　駒こま犬いぬ先輩！」

　次の瞬間ぐるぐる眼鏡めがねの少女が、二人の服のそでんとこをぐいっと引っ張ってた。

　テレビ屋さんは校門からこっちには入れないらしくまた新しい生徒を捕まえて話を聞いている。

　正面玄げん関かん前まで連れてかれた二人は、やっとこさそこで手を離された。

「いくら聞かれても答えちゃ駄だ目めですからね」

「そりゃ、答えたかないけど」

　当たり前だ。こちとら張ちよう本ほん人にんなのだ。秘密厳げん守しゆあるのみなのだ。

「でも一体何だって言うんだ？」

「お二人とも知らないんですか？」

　小こ夏なつが声をひそめ言った。

「あの事件のことを」

「？？？」

　銀之介と唐子は同時に体をくの字に曲げた。

「あの事件……」

　銀ぎん之の介すけは思い浮かべた。昨日きのうの夕食で出た天ぷらの中に、スプーンが入ってたことを。

「あの事件…」

　唐とう子こは思い浮かべた。昨日来たお客さんの中に、うどんを喉のどにつまらせて救急車で運ばれた人物がいたことを。

「二人ともものすごく違うこと考えてそうな顔してるんで、説明させていただきます」

　小こ夏なつはぴしゃりと姿勢をただすと、人差指を持ち上げ言った。

「猟りよう奇き事件なんです！」




　小夏の話はこんな感じだった。なんでも一昨日おとといの晩、飯いい波なみ市のとある路ろ地じ裏にて傷害事件が起こったというのだ。酔よっ払ぱらいの集団が何やら物音がすると路地裏に入ったところ、そこには血ち塗まみれで倒れる女性と警官二人がいたと言うのだ。

　すぐに救急車が来て病院に運ばれ、三名とも命だけは助かったとのことだが、ずっと意識不明の重体。

　しかし、今日になって警官一人が意識を戻し、こう証言したと言うのだ。

『自分は、毛むくじゃらの化ばけ物ものに襲われた』………と。




「なるほど、事件のあらましはよっく理解した。でもど～～してこの学校に」

「だって、この学校では度たび々たひ目撃されてるじゃないですか」

「あそっか」

　銀之介はお間抜けな声を上げた。そういや何度もヘマして何度も追いかけられた。近所でもこの学校に毛むくじゃらの怪物が出るってことはそれなりに有名になっちゃってるのだろう。

「でも、間違ってます。ワイルドウルフ様がそんなことする訳ないじゃないですか！」

　小夏はぷんすかお怒りオ～ラをまき散らした。

「そ～～ゆ～～訳なので、あんな連中の質問に答えちゃいけませんよ。いいですね」

　しっかりと念を押して、小夏は去って行った。ある意味拍はく手しゆ送りたくなる後ろ姿だ。

「いや、ありがとう小夏ちゃん。信じてくれて」

　銀之介は小夏の背中に心からの拍手を送った。

「毛むくじゃらの怪物ねえ」

　唐子が腕組みして考え込んだ。

「疑ってる訳じゃないけど、銀之介君じゃないよね」

「馬ば鹿か言うなって。僕はそんなことしないよ」

「でもワイルドウルフ様は」

「一昨日は満月でも何でもないだろ」

「そ～～だよね。うんうん」

　唐とう子こは何度も頷うなずいた。

「きっと何かの見み間ま違ちがいだよ」

「ああ、でもそんな事件があったなんて恐いな。気をつけなくちゃ」

「そ～だね。さ、いつまでもこんなとこで立ち話してたら遅刻しちゃうよ。教室行こ」

「そ～だな」
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　絶対道路交通法知らねえよって運転で、一台のベンツが突っ走る。赤信号も華か麗れいに無視し、ベンツは飯いい波なみ高校正面玄げん関かんに到着した。キキキキって華麗に音たててタイヤから煙なんぞも出しちゃってくれてる。

「ごほごほごほっ」

　巻き起こる土煙に、飯波高校の女じよ帝てい、美術教師、倉くら地ち香かおりはこほこほと咳せきをした。

「どこのどいつよ。こんな車で飛び込んで来る奴やつって」

　憤ふんまんやるかたないって表情で倉地が愚ぐ痴ちった。

「出てきたら絶対に文句言ってやるわ」

　肩をいからして車に歩み寄る倉地。そんな中、ドアが開き男が姿を現わした。

「ちょっとあんた……」

　倉くら地ちの喉のど元もとまで出かかっていた文句が、ごくって飲み込まれた。

「漆うるし野のさん」

[image: ]

「やあ、倉地君じゃないか。久しぶりだね。元気していたかい？」

　なんてニヒルに歯をキラリンさせるのは、破は天てん荒こうなことじゃ右に出るもんはいない漆野百ひやく太た郎ろうその人だ。これで刑けい事じっていうんだから笑えない。

　喉元まで込み上げてくる文句を、倉地はぐっと飲み込んだ。文句言ったところでどうこうなる奴じゃないってことを、倉地はよく知ってる。

　つっつかないにこしたことないってのがこの男に対する正しい対処法だ。

「で、長なが野の県警の敏びん腕わん刑事でいらっしゃられる漆野百太郎さんがこんなところに何の用事なんですか？　また何か学校で事件でも」

「いやいや、学校で事件って訳じゃないんだが、ちょっと彼に用事があってね」

「彼？」

「そう彼。駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけ君だよ」

「駒犬君が何か事件でも？」

「いや、ちょっと捜そう査さに協力してもらおうと思ってね」

　漆野はピンと人差指で帽ぼう子しのツバを弾はじき上げた。

「駒犬君はいるかな？　それとも卒業式間近でもう学校には来ていないかな？」

「来てるわよ。三年生っていったって一応授業あるし。ただもう授業終わってるから帰ったかもしれないけど」

「そうですか。なら少し校舎の中を探してみましょうかね」

　帽子を軽く持ち上げ挨拶すると、漆うるし野のはすたすたと校舎の中へと入って行った。

「気の毒に、最後の最後に今度は何に巻き込まれるのかしら」

　倉地はものすごく同情色を込めて呟つぶやいた。




「よし、廊下の掃除終わり～～っと」

　ピカピカになった廊下を満足げに見下ろしながら、唐とう子こはおでこの汗あせをぬぐった。

「こうやって掃除するのもあとわずかだからね。しっかり掃除しとかないと」

「卒業式で表彰されるんじゃないか。一番学校をキレイにしましたで賞とか言って」

　モップ片手に銀ぎん之の介すけは吐はき出した。

「銀之介君もありがとね。最後の最後まで手伝ってくれて」

「いいってことよ。いつもタダうどんご馳ち走そうになってるし」

「えっとね、あとは女子トイレなんだ。さすがに銀之介君は無理だね。ちゃっちゃっちゃですますからちょっと待っててよ」

「ああ、そうするよ」

　元気よく女子トイレに突進してく唐とう子こを見送ってから、銀ぎん之の介すけははあってため息をついた。

「最後の最後まで宿題をやってこなかった唐子に脱だつ帽ぼう。にしてもなんであいつあんなに成績がいいんだろ」

　解けない謎なぞだったけど、どうせ考えても解けないってことは分かり切ってるから考えるのは止やめた。

「さってと、とりあえずこいつを片づけちまうとすっか」

　モップやらバケツやらをえっちらおっちらと掃除用具入れへと運ぶ。水捨ててモップたてかけ扉を閉めればそれで終わりだ。

「唐子の掃除の手伝いするのもあと少しだな」

　なんかちょっぴり寂しいものも感じて、銀之介は鼻を鳴らした時だった。

「やあ駒こま犬いぬ銀之介君。卒業前に学まなび舎やの清掃かい？　いや、立派だね」

　この、ずる賢がしこいキツネのような声。振り向かなくたって分かるけど、一応念のため振り向いた。

　やっぱり、ずる賢いキツネだった。

「漆うるし野の刑けい事じさん」

「久しぶりだね。去年の秋以来か。あの、『熱海あたみ連続下着ドロボウ殺人未み遂すい事件湯ゆ煙けむりの旅　まだら犬は見ていた！』の時には世話になったね」

「思い出させないでくださいよ」

　銀之介は憮ぶ然ぜんとして呟つぶやいた。『熱海連続下着ドロボウ殺人未遂事件湯煙の旅　まだら犬は見ていた！』がどんな事件だったのか、全すべては闇やみの中だ。よっぽどひどい事件だったのだろう。

「それより何ですか？」

「いや、いろいろと世話になった駒犬銀之介君と七しち味み唐子さんの卒業式だ。これはぜひにでも出席しようと思ってね」

「卒業式、まだ先なんですけど」

「もちろん冗じよう談だんだ」

　漆野はきっぱり言った。言い切った。

　この人と知り合ってもう二年近くたつけど、やっぱり摑つかめないなって銀之介は思った。

「それで、本当の理由は何なんですか？」

「いや何、ちょっとした事件が起こってね」

　軽く唇くちびるを嘗るめると、囁ささやくようにして言う。

「君の鼻だけが頼りなんだ」

「お断りします！」

　銀之介は電光石せつ火かの早はや業わざで拒否した。

「どうしてだい？　ちゃんと謝礼も考えているぞ。牛ぎゆう丼どん特とく盛もり五杯でどうだ？」

「牛丼特盛り五杯だろうが十杯だろうが二十杯だろうが……」

　二十杯もらえるならいいかも？　なんて一瞬考えちゃう軟なん弱じやくな脳をふりたくって、銀ぎん之の介すけはきっぱり言い切った。

「駄だ目めなもんは駄目なんです！『熱海あたみ連続下着ドロボウ殺人未み遂すい事件湯ゆ煙けむりの旅　まだら犬は見ていた！』の時に約束したじゃないですか？　もう警察犬の真ま似ね事ごとはしないって」

「そんな、ちょっと犯人に撃うたれたくらいで。すぐ治ったろ？」

「そりゃ治りますけど、すっげえ痛かったんです！」

　銀之介は断固として言った。

「とにかく、駄目なもんは駄目なんです」

「そうか、それなら仕方ないな。いや、悪かったね。私も男だ。諦あきらめるよ」

　漆うるし野のは、実に彼らしくなくあっさりと引き下がった。だけどやっぱり漆野は漆野だった。

「ただ、なんて言うか最近ちょっと正直者になってね。隠し事が出来なくなってきてるんだ。もし君が捜そう査さに協力してくれればさっさと帰れるんだが、そうじゃないとここらをまだ歩き回ることになるだろ。うっかり君の知り合いに秘密を漏もらしてしまったら、気の毒なことになるんだろうな。せっかく卒業式が間近だってのに」

「…………協力させていただきます」

　思い切り睨にらみつけながら、銀之介はしぶしぶ頷うなずいた。

「そうか？　いや、ありがとう。このお礼はいつかちゃんとするからな。覚えてたら。それじゃ早速行こうじゃないか。車は学校の前に止めてある。さあ」
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「おそらく、もう小耳には挟はさんでいることと思う」

　銀之介は全身に力をこめて遠心力に耐えていた。

　気合い入れてシートにへばりついてないと窓ガラスから投げ出されそうで投げ出されそうで。

　断言出来る。何か言おうとしたら絶対に舌した嚙かむ。

　そんな銀之介の苦労なんかきっぱり無視して、漆野は話を続けた。

「一昨日おとといの夜の事件だ」

「もしかして毛むくじゃ…」

　ブシって舌を嚙んで、銀之介は一人でもだえ苦しんだ。

「やはり聞いていたか。そうだ。意識を取り戻した警官が毛むくじゃらの怪物にやられたと証言したあの事件だ。そして、事実、傷跡も大型動物の牙きばや爪つめと判定された。唾だ液えきも検出された。だが、それだけだ。目撃証言も何もない。動物園も調査したが収穫はなしだ。捜査はいきなりデッドロックに乗り上げてしまったって訳だ」

　漆うるし野のはレーサーも真まっ青さおのハンドルサバキで急カーブすると、一気にブレーキを踏ふみつけた。

　キキキキキキイキって悲鳴をあげて車が制止する。

「という訳で、君に匂においを嗅かいでもらおうと思ってね。それですぐに犯人が見つかるとも思えないが少なからず捜そう査さに進展はあるだろうと………駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけ君。大丈夫か？　生きてるか？」

「なんとか、ちょっと喉のど元もとまで心臓がこみあげちゃいましたけど」

　力なく、銀之介は返事した。

「よろしい、それじゃさっそくお願いするよ」

　漆野はさっさと車を下りると、銀之介連れて警官が立っている路ろ地じ入り口へと向かう。

「これは漆野刑けい事じ」

　若い警官がぴしっと敬礼した。

「現場を見たいんだが。今誰かいるかい？」

「いえ、鑑かん識しきも帰って今は誰もいません。うるさい新聞社やテレビ局の連中もやっと引き下がって今は静かなもんです」

「よろしい。それじゃ私はこれから推理に入るから、決して覗のぞかないでくれよ。覗かれたらツルになってお空へ帰らなくちゃならないからな」

「はい！　覗きません」

　なんともまあ一直線な警官だ。だけど、そんな警官でも漆野の後ろにくっついてるどう見ても部外者って存在には首を傾かしげる。

「あの、漆野刑事。部外者の立ち入りは禁止されてるんですけど」

「こらこら、失礼だろ君」

　漆野は少し目をとがらせ言った。

「彼はこう見えてもれっきとした刑事だよ。警視庁のな」

「警視庁！」

「その童顔を買われて、学園に潜入して捜査をするという特別な仕事をしているんだ。機密事項だからあまり言い触らすんじゃないぞ」

「は、失礼いたしました」

　警官はまたびしって敬礼した。

「どうぞ、お通りください」

「うむ」

　軽く頷うなずき、漆野は路地へと入っていく。銀之介は慌あわててその後を追いかけた。

「漆野刑事さん。いくらなんでもあんな言い訳じゃ」

「心配するな。何な故ぜか知らんが私が言えば大たい抵ていのことはみんな信用するんだ」

　漆野は平然と言い放った。

　やっぱりこの人は恐いなって銀ぎん之の介すけは改めて思った。

「さ、一応ここが事件現場なんだがな」

　シ～トの覆おおいをくぐり、足を踏ふみ入れる。じめじめとした路ろ地じ裏の匂においしかしない。路地裏の匂いしか。

「さっ」

　漆うるし野ののポケットから突き出されたもの。それはつるんとしたコンビニの茹ゆで卵。

「準備がいいんですね。本当に」

　ため息まじりの息を吐はき出し、銀之介は茹で卵を受け取った。がぶっとしてその断面を覗のぞき込む。

　究極の快楽と至し高こうの激痛が体をかけめぐる。とがる耳、突き出す牙きばと爪つめ、全身を覆う獣けものの毛。

　いつものプロセスをへて、銀之介はオオカミ人間になった。

「いつ見ても不思議なものだね。今度ビデオにとらせてくれないか？」

「絶対に拒否します」

　きっぱりそう言い切ってから、銀之介はさっそく警察犬もどきになった。

　地面にはいつくばり鼻を擦すり付ける。しばしくんくんと鼻を鳴らしてから、銀之介は首を横に振った。

「漆野刑けい事じさん。昨日きのう小雨こさめ降ったでしょ。それで匂いが流れちゃってるんですけど」

「何でもいいんだ。何かないか？」

「もう少しがんばってみますけど、あんまし期待しないでくださいよ」

　銀之介は再度地面に鼻を擦すり付けた。かすかにこびりついてる匂いの断片を、そっと一つ一つ摘つまみ上げる。

　血液の匂い、香水の香り、ギョーザの香り、そして獣けものの香り。

　こいつか！

　銀之介はその香りに精神を集中させた。

　雨で流されてぼやけてるけど、この香りは嗅かぎ覚えがある。この香りは……。

「待てよ？」

　怪け訝げんそうに顔をしかめた銀之介は、何を思ったのか自分の手の匂いをくんくんと嗅いだ。そして愕がく然ぜんとした。

「そんな、そんな馬ば鹿かな」

「何か分かったかい？」

　漆野の問いに、銀之介は慌あわててまくしたてた。

「かすかなんだけど匂いがするんです。僕とおな…………」

　そこで、銀之介は言葉を止めた。

「僕とおな………何だい？」

「僕とおな………………らの混まじったような匂においがするんです」

　さすがの漆うるし野のも怪け訝げんそうに首をひねる。

「言ってることがよく分からないんだが」

「気にしないでください。僕も分からないくらいですから」

　神しん妙みような顔つきでそう言ってから、銀ぎん之の介すけは続けた。

「すみません。匂いなんですけど、やっぱよく分かりません」

「そうか、ま、仕方ないな」

　漆野は肩をすくめてみせた。

「家まで送るよ。また何か思い出すことがあったら、私の携けい帯たいに電話かけてくれたまえ」

　銀之介は愛用の積み木を使って元の姿に戻り、何食わぬ顔して現場をあとにする。

　来る時と同じく、地獄のドライブが始まった。だけど銀之介の表情は来る時のスピードに苦しむ顔じゃない。

　半ば魂たましいの抜けた、対処しきれない謎なぞと直面し呆ぼう然ぜんとするそんな表情だった。

　僕とおなじオオカミ人間の匂いがします！　そう言いかけた言葉を止めた理由は一つ。

　銀之介は思い出したのだ。

　一昨日おとといの夜、不自然に父親が外出したことを。

「確かめなくちゃな」

　誰にも聞こえないくらい小さく、口の中で囁ささやいた。
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「ちょっと、出かけてくる」

　居間でテレビ見てた銀ぎん一いち郎ろうは、そう言うと立ち上がった。

「どこへ？」

「ちょっとした買い物だよ買い物」

　台所で夕食の後片づけしてる典のり代よに声を飛ばし、銀一郎は玄げん関かんへと向かう。

「あれ？　車の鍵かぎ知らないか？」

「知らないわ。いつものとこにないの」

「おかしいな。確かここにひっかけといたはずだが」

　何もひっかかってない玄関脇わきのフックを見やり、銀一郎は小首を傾かしげた。

「おい、銀之介。銀之介」

「何？」

　二階から銀之介がとことこ下りて来る。

「呼んだ？」

「ああ、車の鍵知らないか？」

「知ってる訳ないじゃん。父さんしか運転する人いないんだから」

「そりゃそうだ。ま～～た家のどっかに置き忘れてるな。たまにあるんだよな」

　銀ぎん一いち郎ろうはしゃ～～ね～～な～～って舌した打ちした。

「まあ、いいか。たまには歩くのも健康にいいか。それじゃな」

「父さんどこへ？」

「ちょっとした散歩、夜中までには戻ってくるよ」

　ぴらぴら手を振って、銀一郎は玄関を出て行った。

「父さん」

　銀ぎん之の介すけは、玄関を睨にらみ付けながらポケットに突っ込んでた手を引っ張り出した。開かれた掌てのひらには、車の鍵が載のっかっている。

「母さん！　ちょっと出かけてくる」

「こんな夜にどこへ？」

「ちょっとした散歩!!」

　そう声を飛ばすと、銀之介は玄関を飛び出した。

「二人そろってどうかしたのかしら」

　台所から首を出した典のり代よが、ちょこっと首を傾げて呟つぶやいた。




　三月の夜はまだやっぱり寒い。腐くさっても長なが野の県。吹いてくる風だってどっちかって言えばまだ冬の子供達だ。

「ううぅ、寒」

　道を歩きながら、銀一郎はぶるるって震ふるえた。

　人通りの多い大通りといえども、十分も歩いてればいいかげん体が冷えてくる。

「さて、いつまでも散歩って理由じゃ通用しないからな。典代に感づかれる前に何か別の理由を用意しとかなくちゃならないか………。頭の痛いとこだな」

　しばし考え込んだけど、答えは出なかった。

　銀一郎はパチンと頰ほおを叩たたいて気を取り直した。

「今日の獲え物ものはどれにしようか」

　目の前の路ろ地じ裏に、銀一郎は足を踏ふみ入れた。




「路地に入った」

　電柱の陰からにょっきり首を出し、銀之介は固い言葉を吐はき出した。

　父、銀一郎を尾び行こうすること十分あまり。わりと人通りの多い大通りを歩いてた銀一郎がまるで人目を避けるかのようにすっと路地にその身を滑すべり込ませたのだ。

　その路地の出口なら知ってた。唐とう子こに教えてもらった近道だったから。

　銀ぎん之の介すけは路ろ地じの出口に先回りしようと足を早めた。




「一昨日おとといは、あと少しってとこで邪じや魔まが入ったからな。今日こそはじっくり楽しませてもらおうか」

　銀ぎん一いち郎ろうは静かに笑った。これから味わうであろう快楽を思い浮かべると、自然と笑みがこぼれた。

　そんな時だ。目の前に立ちはだかる人影と遭そう遇ぐうしたのは。

　足を止めた銀一郎は、見覚えのある人影に眼鏡めがねの奥の瞳ひとみをしばたかせた。

　そして、その名前を口にした。

「銀之介………」




「父さん………」

　目の前の父親に、銀之介は静かに尋ねた。

「散歩にしちゃ、へんなとこ通るんじゃないの」

「それは………」

「本当はどこへ何しに行くつもりなんだい？」

「だから、散歩だよ散歩。たまには路地裏を歩くのもいいかなって。風ふ情ぜいがあって。あははは」

　軽けい薄はくをたっぷり塗り付けて笑う銀一郎に、銀之介は言った。

「一昨日の夜と、同じことをするつもりなのか」

　銀一郎の表情が険けわしくなった。

　これまで見せたこともない真剣な表情で、銀一郎は言った。

「銀之介。お前、気がついてるのか？」

「もしかしてって思ってたけど、その様子じゃ………」

「そうか………、気づかれたか」

　銀一郎は観念したって感じに息を吐はき出した。

「軽けい蔑べつするんだろうな。私のことを」

「どうしてだよ。どうしてあんなこと」

「引っ越しが続いてる間は…………問題ないんだ」

　自じ嘲ちようするかのように、空気だけの笑いが漏もれる。

「しかし、一カ所に長く住んでいると、血が騒ぎ出す。この手がうずくんだ。本能って奴やつなのかもしれない」

「父さん。何も言わず、このまま帰ってくれないか。そしたら僕は誰にも言わない。母さんにだって」

「それはもう出来ないんだよ」

　銀一郎は、力なく首を横に振った。

「もう火はついてしまってる。今更止めることは出来ない」

「父さんがどうしても行くってんなら、僕は僕は……」

　銀ぎん之の介すけはポケットから白っぽい何かを引っ張り出した。サランラップに包まれた茹ゆで卵だ。

「力づくでも止めて見せる」

「そうか、なら止めてみろ」

　銀ぎん一いち郎ろうの毛が逆さか立だった。牙きばと爪つめが飛びだし耳が突き出る。眼鏡めがねのニョロニョロが一瞬にして獣けものへと変へん貌ぼうした。

　自分の意志だけで変身する。銀之介には真ま似ねの出来ない芸当だ。

「悪いけど、本気で行くから」

　輪切り茹で卵で変身をとげた銀之介は、態勢を低くして唸うなった。

「怪け我がさせたってかまわない。本気で行くから」

　路ろ地じ裏で、二匹の獣けものの戦いが始まった。

　勝負は長くは続かなかった。

　アスファルトに、打ちのめされた銀之介がぐったりと倒れ込んだ。

「やはり、お前でも私を止めることは出来なかったか」

　人間に戻った銀一郎は、寂しげにそう呟つぶやくと割れた眼鏡を押し上げた。

「お前が止めてくれたら、もしかしたら踏ふみ外した道をもとに戻せるかもって思ったんだがな。仕方ない。これも運命って奴やつだ」

「待って、父さん」

「お前もいつかきっと同じ思いを持つはずだ。その誘ゆう惑わくに負けるな。一度負けたら………私と同じになる」

「父さん…………」

「さよならだ。銀之介」

「父……さん」




「うぅぅ、寒さむ寒さむ。でも良かった。売ってて。『料理の友』のうどん特集だもんね。これは見逃せないよ」

　なんて言いながら、紙袋抱かかえてるのはソバカス外ハネ少女の七しち味み唐とう子こ。

　店が終わり、さて一息つこうとした時、愛読書の発売日が今日だってことを思い出したのだ。しかもうどん特集。どうしても欲しい。

　近所の本屋はとっくの昔にしまってたため、ちょっと遠くのコンビニまで出かけたのだ。

「さ、早く帰って読も。近道近道っと」

　路地に飛び込んだ唐子は、思い切りそこに倒れてた奴を踏ふみつけた。

「ご、ごめんなさい。まさかこんなところに眠ねむってる人がいるなんて思わなかったから。大丈夫ですか？」

　ぺこぺこ頭下げる唐とう子こは、そいつが見覚えのある毛むくじゃらだってことに気がついた。

「あれ？　銀ぎん之の介すけ君じゃん。ちょっとちょっと、ど～～しちゃったの？」

「唐子………」

　満まん身しん創そう痍いで、銀之介はよろよろと立ち上がった。唐子が慌あわてて肩を貸す。

「何があったか分かんないけど、とにかくアタシの家に行こ。ここからなら銀之介君家ちより近いから」

「そんな暇ないんだ。父さんを追いかけなくちゃ。追いかけて止めなくちゃ」

「おじさんならアタシ見たよ」

「本当か！」

　銀之介は、唐子の肩をがっちと摑つかむと熱い瞳ひとみで尋ねた。

「どこへ行った？」

「どこって……こっからでも見えると思うけど」

　唐子は路ろ地じの出口から顔を出すと指さした。

「あそこだよ。あ、見るのはいいけどあんまし顔出しすぎちゃ駄だ目めだよ。目立つ顔してるんだからさ」

　銀之介は唐子の手を振り切って、前へ歩み出ると視線を向けた。

「間違いなくおじさんだったよ。外から手振ったら振り返してくれたもん」

「…………え？」

　銀之介は、体の痛みも忘れて目を干ほしブドウにした。




　　　　　７




「こいよこいよこいよ」

　銀ぎん一いち郎ろうは真剣だった。日本一真剣な中年だった。

　目の前では三つの絵柄のスロットがあった。そのうちの二つが制止して残り一つがぐるぐる回ってる。

　ドッコイダー・ドッコイダー・ドッコイダー

「来たぁぁぁ！」

　銀一郎は手放しして喜んだ。

『三十八番。確変スタートです』

　すかさず賞賛のアナウンスも入る。

「おっと、こうしちゃいられない」

　レバーに手を当てじゃらじゃら玉を流す。そんな銀一郎の肩にポンと手が置かれる。

「はい？」

　振り返ると、いつも見てる顔があった。いつも見てる顔はなんだか今日はとっても険けん悪あくだった。

　だけどそんな些さ細さいなことに気をまわす銀ぎん一いち郎ろうじゃない。

「なんだ銀ぎん之の介すけじゃないか。唐とう子こちゃんも一緒にどうしたんだい？　まあいい。悪いが今はそれどころじゃないんだよ。ちょっと待っててくれって」

　あくまでパチンコ台にかじりつく父親に、銀之介はため息一つ吐はき出した。

「唐子、手伝ってくれ？　外に運び出す」

「え？　でも」

「いいから」

「こら、何するんだ二人とも。今ものすごく大切なところなのに。ドッコイフィーバーが来てるってのに。こら！」

　さすがは貧弱大王の異名を取る銀一郎。二人の力で無理矢理にパチンコ台から引き剝はがされる。

「ドッコイフィーバーァァァァァ」

　銀一郎の悲痛の叫びが、パチンコ屋の騒音の中に響いて消えた。
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「さ、ど～～ゆ～～ことなのかきっちり説明してもらうよ」

　パチンコ屋裏の駐車場。そこの隅っこにて、小さな尋じん問もんが執り行なわれた。

「だから、本能が騒ぐからな」

「あ？」

「典のり代よの財さい布ふからちょいちょいっとお金をくすねてついついパチンコに」

「それじゃ、父さんが引っ越ししないで一カ所に長く住んでると血が騒ぎ手がうずくってのは…………パチンコのことだったのか？」

「ことだったのか？　って………お前知ってて止めようとしたんじゃないのか？」

　今度は銀ぎん一いち郎ろうの方が目をぱちくりさせる番だ。

「一昨日おとといの夜は」

「パチンコだよ。あの時は負けに負けてな。もう二度とやるかって誓ったんだが、ついつい誘ゆう惑わくに。しかし惜おしかったな。ドッコイリーチは確率変動だったのに。ああ惜しい惜しい」

　心底悔しがる銀一郎の前で、銀ぎん之の介すけはその場にへたり込んだ。

「よかった。父さんじゃなかったんだ。よかった」

「お前、一体何と勘かん違ちがいしてたんだ？」

「そうだよ銀之介君」

『？』マークをおでこに浮かべる二人に、銀之介は苦笑しながら言った。

「実はさ、漆うるし野の刑けい事じさんに頼まれて、傷害事件の現場の匂においをかがされたんだ」

「銀之介君ってばまた警察犬の真ま似ね事ごとさせられちゃったの？　駄だ目めだよ、ハッキリ断らないと」

「だって、あの漆野刑事さんってズル賢がしこいから」

「それで、匂いをかいでどうだったんだ？」

　銀一郎の言葉に、銀之介は笑いながら言った。

「オオカミ人間の匂いがしたような気がしたんだ。でも雨の匂いとか香水の匂いとかでごっちゃになってたし。間違いだよ間違い」

　からから笑う銀之介だけど、銀一郎の表情は曇っていた。

「傷害事件と言ったな。どんな事件だったんだ？」

「う～～んと。なんか動物に襲われたような傷きず跡あとだったんだってさ。大きな動物。動物園から逃げ出したのかな？　でも飯いい波なみ山動物園ってそういった猛もう獣じゆう系はいないはずだし」

「そうか………」

　銀一郎は、深刻な顔つきで息を吐はき出した。

「どうしたの？　父さん。いやに固い顔して」

「いや、何でもないさ。ちょっと日本経済について考えててな」

　いつものにやけた笑みで、銀一郎は笑った。

「さ、帰ろう。せっかくだ、途中でラーメンでも食べてこう。唐とう子こちゃんも大丈夫かい？」

「全然大丈夫です！　お供ともします」

「よし、この時間なら大だい三さん元げんだな。行こう」

「やっほ～～、ラーメンラーメン」

「アタシ何にしよっかな？　やっぱ塩かな」

　スキップするような足取りの銀ぎん之の介すけと唐とう子こ。そのすぐ後ろを歩きながら、銀ぎん一いち郎ろうは静かに呟つぶやいた。

「…………考えすぎだ……そう、考えすぎ」
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　飯いい波なみ市にあるホテルの一室。そこでそいつは食らっていた。

　ルームサービスで運ばれたであろう豪ごう勢せいなパーティー料理。五、六人前はあるんじゃないかって料理を一心不乱に口に押し込んでは嚙かみ砕くだき飲み込む。

　最後に巨大な肉の塊かたまりを丸吞のみにしたそいつは、特大のゲップをかました。

「ふ～～、食った食った」

　満足気に息を吐はき出したそいつは、申し訳程度についていたテレビに目を向けた。

　何やら頭の悪そうなレポーターのお姉さんが、学生服の連中にインタビューしてた。

『毛むくじゃらの怪物についてお話を伺えませんか？』

「毛むくじゃらの怪物か。くくく」

　そいつは静かに笑いを漏もらした。

「調子に乗って遊びすぎたからな。この町も早く出た方が良さそうだ」

『七しち味み先せん輩ぱい！　駒こま犬いぬ先輩！』

　テレビから流れてきたその言葉に、そいつは目を細めた。

「駒犬……だと？」

　テレビでは、男子高校生と女子高校生が眼鏡めがねの女の子に引っ張られていく光景がうつっていた。

『この学園で目撃されている毛むくじゃらの怪物が、今回の事件となんらかの関係があるのかと…』

　そいつはテレビを消した。そしてゆっくりと笑った。

「そうか、あいつがこの町にいるのか。さしずめ今のはあいつの息むす子こってことか？　それとも単なる同姓なのか」

　くくくくくと、そいつの笑い声が部屋に響く。

「こいつは面白そうだ。少し調べてみるとするか」

　そいつがカーテンを開けた。強烈な朝日が差し込んでくる。朝日に照らされ、男の影が白い壁に投射された。

　鋭い牙きば、鋭い爪つめ、とんがった耳。

　それはオオカミの影だった。
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　いつもの土曜日と同じように、銀ぎん之の介すけはお昼近くにお目覚めした。休日の起床時間としちゃこんなもんだろう。

「ふわあああ」

　特大の欠伸あくびをかますとむっくりと起き上がる。

　がんばればもっと眠ねむれるけど、健康のためにはそろそろ起きた方がいいだろう。それにここで眠ったら夜眠れなくなってやだ。

　墓場から掘り起こされたばかりのゾンビみたいな足取りで、銀之介はパジャマのまま一階へと下りた。

「お早よう父さん」

　はいなかった。

「お早よう母さん」

　もいなかった。

『買い物に行って来ます』

　そう書かれた書き置きだけがテーブルの上に残されてた。

「仲良く買い物か。両親の仲がいいってことはいいことだね。うんうん」

　なんて呟つぶやきながら冷蔵庫へと歩み寄る。

「朝ご飯。あ、もう時間的には昼か。ブランチって奴やつだな」

　ばさって冷蔵庫を開けたけど、これといって触しよく手しゆを動かしたくなるもんはなかった。

「ずっと家にいるってのもあれだし、コンビニでも行って何か買ってこよっと」

　そう呟つぶやくと、銀ぎん之の介すけはお出かけする準備をするために再び自室に向かった。




　雲一つないって訳じゃないけど、いい天気だった。空を見上げると透すき通った青い色が目に眩まぶしくて、銀之介は思わず目を細めた。

　もう春がすぐそこまで来てるのだろう。吹いてくる風も、ほんのりと暖かみさえ感じられる。

　と、銀之介は突然足を止め辺りをきょろきょろと見渡した。

「誰かに見つめられてるような気がしたんだけど、気のせいか」

　そう一人ごち、てこてこ歩き出す。

「僕をストーカーしようなんて考える酔すい狂きような人もいないだろうな。うんうん」

　そう思い返し、銀之介は歩き出した。と………。

　ゴト！

　そんな音に、銀之介は再び後ろを向いた。

　一人の男が、電柱脇わきに倒れていた。五十代後半と思われる恰かつ幅ぷくのいい白人の男性だ。上品そうな顔立ちだ。丸い眼鏡めがねがなんとも愛らしい。

　そしてジャージに帽ぼう子しにマスクにサングラスって見るからにいかがわしい男が角を曲がって逃げていくとこだった。

「あ、大丈夫ですか？　じゃないや英語で言わなきゃ。え～～と、ハウア～ユ～？　アイムファインサンキュ～って何一人で二役やってんだよ」

　ぎゃーすかわめいてる銀之介に、老人は言った。

「大丈夫です。怪け我がはありませんから」

「何だ、日本語出来るんですか」

　銀之介はほっと胸をなで下ろした。

「ど～したんですか？」

「道を歩いていたら、いきなりさっきの男に、カバンを取られた」

　男は上品な顔をしかめた。

「まいりましたね」

　男の顔色から、それがかなり大切なものだってことは理解出来る。

「とにかく、警察まで送ります」

　そう言った銀之介は、目の端はしっこに神様を見つけた。

「え!!」

　慌あわてて首を動かすと、路ろ地じ裏を通りすぎていくのは紛まぎれもないうどんの神様（唐とう子こ命名）の屋や台たいだ。
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「相変わらず客が絶対来そうもないところで」

　思い切り苦笑したけど、待てよって思い直す。こいつはひょっとして、運命なのかもしれん。神様が僕に囁ささやいてるのかもしれん。

　このおじさんが気の毒だし、ちょっとがんばってみようかな。

　まぁ、銀ぎん之の介すけだって普通の人間だから、お礼って下心もちょっぴりあったけど、残りはお人良しって筋肉ががんばって体を動かした。

「少しだけここで待っててください！　いいですね」




「月見うどん一杯！　大至急ね！」




「ふぅぅ、ここまで来りゃいいだろう」

　路ろ地じ裏のコンクリート塀べいに背中を預けて、ひったくり男は大きく息を吐はき出した。

「しかし、重いカバンだな。金かね目めのもんだけ引っ張り出して、残りはここらに捨ててくか。その方が目立たないしな」

　ひったくり男は四角いトランクの蓋ふたを開けた。そして中を覗のぞき込んだ。

「何だこれは」

　ひったくり男の顔が強こわばった。

「どうしてこんなぶっそうなものが？」

　次の瞬間、男の目の前に毛むくじゃらの奴やつが現れた。音もなく飛び降りて来たのだ。

「あ！」

　男がちゃんとした言葉を発する前に、そいつは右足を大きく振り上げた。

「必殺！　オオカミかかと落とし！」

　ごっちんこ！

　脳のう天てんにとってもグレイトな衝しよう撃げきを受けひったくり男はばたんきゅ～～した。

「悪いことするからこんなことになるんだぞ」

　毛むくじゃらの奴、銀ぎん之の介すけはそう呟つぶやくと、銀之介は落っこちたカバンを拾い上げた。ぱちぱちと止め金も止める。覗のぞいちゃ失礼ってもんだ。

「さてと、問題はどうやってもとに戻るかってことだよな」

　まさか変身するなんて思ってもみなかったから積み木なんかも持って来てない。

　はてさてどうしたもんだろうか？　って考え込む銀之介の瞳ひとみに、一本のサインペンがうつった。ひったくり男の胸ポケットの中だ。

「ちょっと時間かかるけど、こいつを使うとすっか」

「さんかくしかっく～～。さんかくしかっく～～」

　鼻歌を歌いながら、銀之介は脇わきのブロック塀べいに落書きを始めた。
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「いや、本当にありがとう。改めてお礼を言うよ」

　ファミレスにて、男性は深々とお辞じ儀ぎした。

「いや、もういいですって」

　銀之介は恐きよう縮しゆくですって感じに手を振った。そりゃそうだ。トランクを取り返したお礼だってことでこうやってファミレスにご招しよう待たいされ、さらにスペシャルハンバーグランチをすでに注文しちゃってるのだ。これで恐縮しなかったら親の教育が悪い。

「おっと、自己紹しよう介かいが遅れてしまいましたな」

　白人男性はこほんと咳せき払ばらいして言った。

「私はゴールド・ルバッツと言います」

「こりゃどうも、僕は駒こま犬いぬ。駒犬銀之介と言います」

　銀之介はぺっこり頭を下げた。

「駒犬、銀之介君ね。私はゴールド、君はシルバー。面白い偶然だ」

「そうですね。でもゴールドさん。日本語上手じようずですね」

「はは、仕事でよく来ているからね」

　ゴールドは人好きのする笑顔を浮かべた。

「お待ちどうさまでした。スペシャルハンバーグランチになります」

　ウエイトレスのお姉ちゃんが銀ぎん之の介すけの前に皿を置いた。特大ハンバーグにマッシュポテトにグリンピース。ご飯とコーンポタージュスープ。さらにサラダとデザートの果くだ物ものつきって豪ごう華かランチだ。千円もするのだ。

　元気よくナイフとフォークを握にぎり締める銀之介だけど、慌あわててそれを止めた。こういう時は相手が注文したものが来るまでは手を出すもんじゃないとどこかで教わったような気がする。

　だけど本能は待ってくれない。じゅるじゅるよだれが湧わいてきた。

　そんな様子に、ゴールドはクスリと笑うと目を細め言った。

「どうぞ、遠えん慮りよしなくてもいいんだよ」

「それじゃいただきます！」

　おあずけをとかれた犬みたいな勢いで、銀之介はさっそく目の前のハンバーグと格闘を始めた。

「食べながらで結構なんだが、いくつか質問してもかまわないかい？」

　銀之介は無言で頷うなずいた。口一杯にハンバーグが詰まって喋しやべれないのだ。

「銀之介君は、この町に住んでいるのかい？」

　コクリ。ただそれだけじゃ失礼かと思い、ごっくりんこ飲み干すと口を開く。

「二年くらい前からです。家族で引っ越して来て」

「家族は？」

「父と母と僕の三人です」

「お父様はどんな方かな？」

「仕事でイラスト描いたり漫まん画が描いたりしてます。締め切り前までは、まあ、のんべんだらりしてるかな。で締め切り前に母さんが父さんを仕事部屋に監かん禁きんして」

「ふふ、楽しい家族のようだね」

　ゴールドは軽く笑いを漏もらした。それから付け加えるように尋ねる。

「お父様のお名前は？」

「駒こま犬いぬ銀ぎん一いち郎ろう………父さんの名前が何か？」

「いやいや、何でもないよ。何でも。ちょっとした好こう奇き心しんという奴やつさ」

　ゴールドは軽く両手を持ち上げて見せた。そして、目め尻じりを下げる。

「君は、暖かい家庭で育ったようだね」

「ど～ですかね。まぁ寒くはなかったですけど」

　銀之介がとんちんかんな声出しながらコーンポタージュを飲んだ時だ。パトカーがサイレン上げながら外の道を突っ走ってくのが見えた。

「何やら騒がしいね」

　運ばれてきたリゾットに口をつけながら、ゴールドは呟つぶやいた。

「また、毛むくじゃらの怪物の事件かな？」

「知ってるんですか？」

「ああ、ニュースで見たのでね」

　ゴールドはグラスの水を軽く飲むと、銀ぎん之の介すけに視線を向けた。これまでとは少しだけ違う鋭い瞳ひとみだった。

「銀之介君はどう思う？」

「どう思う……と言うと？」

「テレビじゃ毛むくじゃらの怪物毛むくじゃらの怪物と騒いでいるが、本当にそんなものがいると思うかい？」

　いるよ。あなたの目の前でハンバーグ食ってる奴やつがそうだよ。なんて言えない。言える訳がない。まあ言ったって信じやしないだろうけど。

「そんなの、いないんじゃないですか」

　保身のため、こういう時に用意してある台詞せりふを銀之介は口にした。

「テレビとか雑誌って事件を面白おかしくしようとするじゃないですか。きっと本人達だって信じてないと思いますよ。テレビ見てる人だって」

「確かに君の言う通りだ。人間というものはそう簡単には信用しない。その目で見たものしかな」

　ゴールドは大きく息を吐はき出してから、銀之介にこう質問した。

「もし、そんな毛むくじゃらの怪物がいたとしたらどうするべきだと思う。やっぱり撃うち殺したり檻おりに閉じ込めたりした方がいいと思うかい？」

「それは……………違うと思います」

　大好きなハンバーグとの戦いを一いつ旦たん止とめ、銀之介は言った。

「人間って、人間っていう動物の種類じゃないですか。そんな人間の中に、悪い人もいればいい人もいる。人に迷めい惑わくかける人もいれば迷惑かけない人もいる。人を傷つける人もいれば、傷つけない人もいる。毛むくじゃらの怪物だって、そうだと思うんです。そりゃ中には、すごく悪い怪物もいるかもしんないけど、中には、静かに暮らしてるだけの怪物もいるかもしれない。だから、すぐに撃ち殺したり檻に入れたりってのはちょっとど～だろうって…………はは、すみません。へんてこな話しして」

「いやいや、君の言ってることはよく分かるよ」

　ゴールドは深く頷うなずいた。

「私も同じ考えだよ。君と同じ」

「ははは」

　なんかまっすぐな瞳ひとみでこう言われるとちょっと気恥ずかしいとこあって、銀ぎん之の介すけはへらへら笑って中断してたハンバーグに取りかかった。

「ところで、銀之介君」

　ゴールドがガラス窓を指差しながら言った。

「あのお嬢じようさんは、君の友達かい？」

　もっしゃもっしゃやりながら銀之介は首を向ける。ガラスの向こう、通りんとこで手をばたつかせてる女の子がいた。

「ほふほ！」（唐とう子こ！）

「なるほど、やはり知り合いかい」

　ゴールドは紙ナプキンで口をふくと、すっと立ち上がった。

「いや、今日は本当にありがとう。私はここで失礼するよ。ここの支払いは済ませておくから。あと」

　そっと数枚の千円札が差し出される。

「あの娘こも呼んで何か食べてもらってくれたまえ。君もまだ何か注文すればいい」

「ほんは！」（そんな）

「いいからいいから」

　ゴールドは笑顔で言った。

「このカバンを取り返してくれたお礼だよ。それじゃ」

　軽く会え釈しやくして、ゴールドは去って行った。

「なんか、すっごい申し訳ないよな」

　だけど、今更どうしようもない。追いかけてお金返すってのもなんか失礼のような気がする。

「よし、ここはありがたく好意に甘あまえることにしよう」

　そう決め込んだ銀之介は、窓の外の唐子に向かって手を振った。

「お～、こっち来いよ」




　呼ばれた唐子はすぐに来た。あんまし躊ちゆう躇ちよしないお嬢様なのだ。

「うわ～、銀之介君。いいもの食べてるんだ。いいな～いいな～」

　銀之介のスペシャルハンバーグランチに騒ぎ立ててから、思い出したように唐子は尋ねた。

「ところでさ、あの外人さん誰？　銀之介君の知り合いなの？」

「あぁ、ゴールドさんって言ってね。僕がひったくりからカバンを取り返してあげたら……」

「ちょっと待って、もしかして銀之介君ってその時」

　唐子は声を潜ひそめて尋ねた。

「オオカミに変身した？」

「当たり前だろ。変身しなきゃひったくりなんて捕まえられる訳がない」

「も～、それじゃやっぱり銀ぎん之の介すけ君なんだ。向こうの通りにパトカーが来ててね。何でも毛むくじゃらの怪物が若い男を襲ったって」

「ひどいな。ひったくり犯人を倒したってのに。まぁかかと落としはしたけど」

　銀之介は憮ぶ然ぜんとして言った。

「とにかく、それでゴールドさんはものすごく感謝してくれて、お昼ご飯をご馳ち走そうしようってことになったんだ。あ、ゴールドさんもう帰っちゃったけど、唐とう子こにも何か食べてもらえってことでこのお金を」

「本当！　ラッキー。アタシまだお昼食べてなかったんだよな」

　唐子はさっそく銀之介の向かい側の席に座ってメニューをぺらぺらめくり始めた。

「でも銀之介君。気をつけた方がいいよ。ただでさえ毛むくじゃらの怪物毛むくじゃらの怪物って警察もケーブルテレビ局の人も騒いでるってのに、そんな時に変身しちゃ」

「分かってるよ。反省する」

「あ、アタシこれにしよ」

　それまでの説教口調なんてどこふく風。唐子はウエイトレスさんに向かって能天気な声を飛ばした。

「すみません。魚ぎよ介かい類のスパゲティーセットお願いします。スープはコンソメスープで」

　もちろん銀之介は、間かん髪ぱつ入れずに乗っかった。

「ガーリックハンバーグ単品で一皿！」




「馬ば鹿かな奴やつらめ」

　そいつは、少し離れた物陰から、窓ガラス越しに二人を見つめていた。

「やはりあのガキはあいつの息むす子こだったか。俺おれの予想通りだ」

　嬉うれしそうに、そいつは笑みを浮かべた。

「はてさて、どういたぶってやろうか。じっくり作戦を練ることにしよう。その前に……」

　真赤まつかな舌したが、口の回りを嘗なめる。

「この体のうずきをなんとかしなくちゃな。一昨日おとといの狩りに失敗してるせいかどうにも落ち着かねえ」

　のっそりと起き上がる。

「獲え物ものを探すとするか」

　そいつはゆっくり歩きだし、人混みに消えて行った。
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「ふぅ、すっかり遅くなっちゃったな」

　夕暮れ時の飯いい波なみ市にて、唐子はふぅって息を吐はき出した。

　ちゃっかり昼食をご馳ち走そうになった後、当初の予定通り買い物にお出かけしてたのだ。

「小物屋さん覗のぞきながらうろついてたもんな。さっさと帰ろっと」

　足早に帰ろうとする唐とう子こは、ふと足を止めた。

「あ、確かあの人は」

　道路の反対側を歩いてる人物に、唐子は目を大きくした。

　昼時、銀之介とファミレスにいた外人さん。そして唐子に、豪ごう華かランチをおごってくれた方だ。

「魚ぎよ介かい類のスパゲティーセットをおごってくれた人だ！」

　唐子はお～いって手を振ったけど、外人さんは気がつく様子も見せず角を曲がる。

「やっぱ、お礼は言わないといけないよね。そうしないと日本人は礼れい儀ぎがなってないと思われちゃうよ」

　唐子は少し離れた横断歩道で反対側に渡ると、外人さんを追いかけた。もう姿は見えなくなってるけど、曲がった角は覚えてる。多分追いつけるだろう。

「え～っと、ゴルフさんとか言ったけ」

　うろ覚えをぶら下げて唐子は路ろ地じを入った。

　あんまし人通りのない裏道だ。夕暮れってこともあってあんまし気持ちのいいもんじゃない。

「ゴルフさ～～ん」

　唐子は足を進めた。

「どこですか～」

　返事はなかった。しかも一秒たつごとにどんどん暗くなって行くようで、心細いこと限りない。

「帰ろっかな？　お礼は今晩、星空にでも言っとけば気持ちだけは通じるかもしんないし」

　唐子が引き返そうと思い始めた時だった。がさごそって物音を角の向こうから感じた。

「なんだ、すぐそこだったのか」

　唐子は元気よく足を進めた。

「ゴルフさん。お昼のお礼に……」

　角を曲がったとこで、唐子は何かにつまづいてバランスを崩くずした。銀之介と違って基本運動神経は高い唐子だけど、不意のことでどうしょ～もなかった。

「あ！」

　って思った時にはもう転んでた。

　ビッチャンって音がした。小さい頃、転んだ先に水たまりか何かあった時によく聞いたりした音だ。

　確かに水たまりはあった。だけどただの水たまりじゃない。たまってたのは真赤まつかな液体だ。

　唐とう子こはおそるおそる顔を上げた。見たくはない、確かめたくはない、そこにあるものをもう半なかば予想はしてた。だけど首を動かさずにはいられなかった。

　少し離れたところに、人が転がっていた。若い女性だ。赤い水はそこから流れ出していた。

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　絹を引き裂くような特大の悲鳴を、唐子は響かせた。
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　夜の飯いい波なみ警察署。

「あ、銀ぎん之の介すけ君だ！」

　見慣れた顔を見つけた唐子は大きく手を振った。

「お～～い、銀之介く～ん。来てくれたんだ」

「と、唐子！」

　血相変えて駆かけつけて来た銀之介は、唐子の頭の天てつ辺ぺんから足のつま先までをためつすがめつ眺めた。そして一言だけ尋ねた。

「怪け我がは大丈夫なのか？」

「え？　アタシ怪我なんかしてないけど」

「でも、漆うるし野の刑けい事じさんが電話で」

「何て言ってたの？」

　唐子の質問に、銀之介はまだ血けつ相そう変わってる顔つきで続けた。

「唐子が路ろ地じ裏で血だらけになったから来るよ～にって」

「う～～ん、噓うそじゃないんだけど……漆野刑事さん言葉足りてないよね」

　唐子ははぁってため息を吐はき出した。

「どういうことなんだ？」

「だから、確かに血だらけになったの。ほら、服も違うでしょ。警察で貸してもらったの。シャワーも借りたし」

　なるほど、確かに見覚えのない服だ。それにサイズも微妙に違う。

「アタシが怪我してた訳じゃなくて、怪我してた人のとこで転んだの。それで血だらけになっちゃったってこと。理解した？」

「理解した」

　銀之介はこっくりんこ頷うなずいた。

「お、駒こま犬いぬ君。来たか」

　正面扉を開けて、漆野がやって来た。

「まぁ、せっかく来てもらったんだ。ジュースの一杯でもおごるよ。こっちへ来たまえ」

　漆野に促うながされて、自動販売機脇のちょっとしたソファーんとこへ銀之介らはやって来た。

「あの、漆うるし野の刑けい事じさん。あの怪け我がしてた女の人は？」

「ああ、出血はひどかったが発見が早くて命は助かったよ。ただ……」

　漆野は声を潜ひそめて言った。

「やはり、大型肉食動物に襲われた傷だったよ」

「僕じゃないですよ」

　銀ぎん之の介すけはそっこうで否定した。

「それに父さんでもないですよ。父さんは夕方からビール飲んでひっくり返ってるんだから」

「誰も疑っていないよ。ただ駒こま犬いぬ君を呼んだのは一つ聞きたいことがあってね」

「聞きたいこと？」

「そう、君が昼を一緒にしたという白人男性のことだ」

「ゴールドさん」

「そっか、ゴールドさんだったんだ。ずっとゴルフさんだと思ってた。駄だ目めだね。この年でこんなじゃ」

　一人でぺしっておでこ叩たたいてる唐子をきっぱり無視し、銀之介は漆野に尋ねる。

「ゴールドさんがどうかしたんですか？」

「いやね、七しち味みさんが目撃したというのでね。事件現場近くで」

「え？」

「夕方に見かけたの。ゴールドさんを。アタシはお昼のお礼を言おうと思ってゴールドさんを追いかけたら、あんなことになっちゃって」

「どういうことなんだ………」

　困こん惑わく気味に呟つぶやく銀之介に、漆野は尋ねた。

「そのゴールドという男性はどういった人物なんだい？」

「どういったって、日本語がペラペラの外人さんで、ひったくられたカバンを僕が取り戻してあげたらお礼にってお昼を」

「他ほかに詳くわしいことは？」

「あちこち旅してるってことしか……。名前もゴールドなんとかって言ってたけど、下は覚えてません」

「そうか」

　漆野はたいしてあてにならないぞってため息一つ吐はき出してから、小こ脇わきに抱かかえてた紙袋を開けた。

「こいつを買いに行ってたんだ」

　取り出されたのは、画用紙とペンだ。

「そのゴールドという男の絵を描いてくれないかい？　七味君にも描いてもらったが、一番顔を見てるのは駒こま犬いぬ君だからね」

「分っかりました。任せてください」

　銀ぎん之の介すけは大きく胸を叩たたいた。

「これでも絵描きの息むす子こです。絵なんかちょいのちょいのちょいです！」

　きゅっきゅっきゅっと銀之介は画用紙にインクを這はわせる。一心不乱にだ。

「目がこ～で鼻がこ～で耳がこ～でうなじがこ～～で、それでもって」

　耳元で大たい砲ほうぷっぱなしたって気がつきそうもない集中ぶりだ。

　そんな様子に、唐とう子こはため息を吐はき出した。

「あんまり意味ないと思いますよ。漆うるし野の刑けい事じさん」

「いや、別に下へ手たでもいいんだ。特徴さえとらえてれば」

「違うんです。駒こま犬いぬ君の絵ってヘタとかじゃなくて……なんて言うか」

「だ～～～出来た！！！」

　銀之介が、画用紙をどんと漆野に突きつけた。

「芸術的なんです」

「なるほどな」

　漆野は理解したとばかしに、特大のため息を吐はき出した。
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「悪いね。家まで送って行きたいところなんだが、急な連絡が入ったものでね」

「大丈夫です。もうここからなら歩いて五分くらいだし、銀ぎん之の介すけ君の家はちこっと遠いけど」

「僕も大丈夫だよ」

「そうか、それじゃまたな。何か思い出すことがあったら連絡をくれ」

　漆うるし野のは車の中から軽く手を持ち上げて見せると、車をスタートさせた。

　ぶるるるるるって低い振動音をたてて、車は突っ走っていく。

「すっかり遅くなっちゃったね。帰ろ。銀之介君」

「ああ」

　二人はゆっくりと歩き出した。

「銀之介君。どう思う？」

「何が？」

「漆野刑けい事じさんの話だよ。車の中でしてた」

「ああ、そうだな」

　銀之介はこっくり頷うなずき、その言葉を思い浮かべた。




『私は、今回の事件の犯人はオオカミ人間だと考えている。駒こま犬いぬ君と同じにね。駒犬君。駒犬君のお父さん。そして三番目のオオカミ人間がこの町に来ている。そう思うんだ』




「確かに、その可能性は高いんだろうな」

　銀之介は、静かに呟つぶやいた。

「何で人を襲うんだろ？」

「分からないよ。そんな気持ち。分かりたくもないし」

「恐いよね」

「ああ、恐いな」

　しばし、何も言葉のない時間が流れた。

　どれぐらい時がたったろうか、銀之介が口を開いた。

「大丈夫だよ。僕が守るから」

「え？」

「……………………何でもない」

　顔を真赤まつかにして、銀之介はそっぽ向いた。

「ねえ、今何て言ったの？」

「何でもないってば」

「ねえってば」

「何でもないって言ったら何でもない」

「ねえってばね～～」

　足早に歩いてく銀ぎん之の介すけの後を、唐とう子こは追いかけた。




　そんな二人を、はるか頭上から見下ろす影があった。

　電柱の天てつ辺ぺん。そこにそいつはいた。

「守る……か。言うのは楽だけどそれは難しいんだぜ」

　そいつはせせら笑った。

「さって、どこかねぐらを探すとすっか」

　そいつは、電柱を蹴け飛とばした。音もなく地面に着地するとそのまま歩いてゆく。

　男の姿は闇やみの中に消えて行った。
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「商店街をぶっつぶして大型ショッピングセンターを作ってしまおう。だから邪じや魔まな商店街の連中を地上げしちまおう計画が立ち上がってから早はや二年。不景気によるショッピングセンター建設計画の遅れから、一時は中断していたが、ついに動き出す時が来たで」

　男が、大量の唾つば飛ばしながら口こう上じようを響かせた。

　こちらは、飯いい波なみ市の某ぼう所しよ。顔の恐い人達が集まるあんまし健全じゃない建物だ。

　股もも引ひき組って自営業の事務所なのだ。

　並ぶ顔の恐い連中に向かって、一番偉えらい組長さん、股引伸のぶ左ざ衛え門もんが言葉を続ける。

「もう忘れちまってるかと思うがショッピングセンターさえ完成すれば価格を釣つり上げて悪どく儲もうけることが可能なんや。わしら股引組もたっぷりおいしい汁しるが吸えるっちゅうことだ。分かるな？」

　おいしい汁は吸いたい。恐い顔の連中はこっくり首を縦たてに動かした。

「県会議員の東とう条じようの旦だん那なからも大至急とのおたっしや。ええな。今月中にはケリをつけるんやで。人殺し以外だったら何やったってええんやからな」

「しかし、あんましひどくすると警察が黙っちゃいないでしょ。俺おれも何度か睨にらまれたことありやすし」

　組員の実に素そ朴ぼくな意見に、伸左衛門はにんまりと微笑ほほえんだ。

「心配いらへん。東条の旦那が裏から手を伸ばして、大たい抵ていのことには目をつむってもらえるよう話は出来とるやさかいな」

「そいつはいいっすね。それじゃ俺ら思いきり暴れられるってことじゃないすか」

「そういうことやな」

　いかがわしい連中は、いかがわしく笑い声を漏もらした。

「さ、景気つけに一曲いくで」

　伸のぶ左ざ衛え門もんが机の上に飛び乗ると、指揮棒を振り上げた。

　いかがわしい連中のいかがわしい歌が始まった。（股もも引ひき組組歌　第一巻参照）

　相変わらずの下くだらない歌だけど、歌ってる連中はいたって真ま面じ目めだった。手抜いて歌ってたりすると組長が鉛なまり玉だまをぶっぱなすような物ぶつ騒そうな業界なのだ。

「さ、分かったら行くんや」

「へい」

　威い勢せいよく返事し、ぞろぞろと組長室を出ていこうとする組員達。しかし、動かない組員もいた。

　角刈りで、サングラスしてる男。そう、角刈りサングラスの健けんだ。

「ちょっと兄貴、兄貴ってば」

　いっつもくっついてる派は手でシャツチンピラのマサがぐいぐい引っ張っても、健は動こうとしなかった。

「どうしたんや？　健。心配はいらへんで。お前は今まで通りうどん屋だけ潰つぶそうとすればええ。あとは他ほかの連中に任せるからな。ま、うどん屋一つも怪あやしいかもしれへんが」

　扉付近でたむろってた組員達がへらへら馬ば鹿かにした笑いを浮かべた。

「あのよ、組長」

「なんだ？」

「ショッピングセンターが出来るってのはいいよ。街も活性化するだろうし、俺おれ達もおいしい汁しるが吸えるってもんだ。だがよ、それじゃ追い出された商店街の連中はどうなるんだ？　ショッピングセンターで受け入れてくれんのか？」

「そんなはずあるわけないやろ。商店街の連中がどうなろうかなんて知ったこっちゃねえ」

「そうだろうな。そんな答えが帰ってくると思ってたぜ」

　健はフンって鼻を鳴らした。

「何か言いたいことでもあるんか？　健」

　伸左衛門が目を細め尋ねた。




「言いたいこと、そうか。それじゃ言わせてもらうぜ」

　健は、ゆっくりとサングラスを外した。

　意外と優しい瞳ひとみが白はく日じつのもとにさらされる。

「てめえらはあの商店街で飯めし食ったことがあんのか？　うどん屋でうどん食ったことがあんのか？　あの商店街で買った野菜で八はつ宝ぽう菜さい作ったことあんのか！　おまけしてもらったことがあんのか！　もしあったら、言えねえ。簡単につぶすなんて言えねえ！　ニキビじゃね～～んだぞ」

　健けんは力一杯言葉を叩たたき付けた………事務所ビルの裏庭にて。

「あ～～～～、立派っす兄貴。立派立派。格好いいっすよほんっと」

　マサが力のぬけた声と拍はく手しゆで健を賞賛した。

「それを組長の前でやったらもっと格好よかったんすけどね」

「言うな」

「実際は、『何か言いたいことでもあるんか？　健』に、ただ一言、『何でもないっす』ですもんね」

「言うなよ」

「嫌いやみの一つでも言ってくれりゃまだ格好ついたのに」

「言うなって言ってんだよ！」

　健の兄貴兄貴チョップがマサに炸さく烈れつした。

「本当のことじゃないっすか！」

　マサの下したっ端ぱキックもおかえしに飛ばされる。実に不ふ毛もうで何も生み出されない争いが始まった。

　争いはすぐに終了した。エキサイトするほどテンションが高くなかったようだ。

「で、どうすんですか？　兄貴」

「何がだよ」

「何がだよじゃないっすよ。地上げっすよ。やるんすか？」

「仕方ねえだろ。それが組長の命令なんだ。股もも引ひき組組員なら従うしか」

「でも、毎日通ったうどん屋っすよ。もう顔パスで割引になっちゃうくらいに通った」

「分かってるっちゅうに」

「新商品はタダで食わせてもらって、特別メニューだって出してもらってるあのうどん屋っすよ。オイラ……地上げする自信ないっす。失礼させてもらうっす」

「待てよ！」

　走り出すマサを健は呼び止めた。

「組員なら地上げするしかねえだろ」

「だからって」

「まあ聞けよ。俺おれが言ってるのは、股引組組員ならってことだ」

『？』浮かべて体をくの字に曲げるマサに、健は言った。

「例えば、兄貴組ならば地上げなんかする必要はないってこった。それどころか、地上げから商店街を守ることだって出来る」

「兄貴、それじゃ」

「ああ、俺は独立するぜ」

　健けんは立ち上がると、力強く拳こぶしを振り上げた。

「マサ、ついて来るか？」

「ついて行きます！」

「よし、それじゃこんなとこ出てやる。俺おれについて来い！」

「ついて行きまっす！」

「見つからないように出てくぞ。俺達が地上げを妨ぼう害がいするって知られたら何されるか分かったもんじゃないからな」




「馬ば鹿かな連中やな。本当に」

　伸のぶ左ざ衛え門もんは、苦笑しながら呟つぶやいた。

「あんな大声を出しておいて何が見つからないようにだ。まったく」

「いかがしやすか？　追いかけて簀すの子こ巻まきにでも」

　プロレスラーみたいな組員が、かすれた声で言った。喉のどんとこまで筋肉がぎちぎちしてるからこんな声なのだ。

「ほっとけほっとけ。あんな連中いなくたって問題はあらへん。むしろムダ飯めし食らいがいなくなってせいせいしたくらいやからな」

「そうっすね」

　へっへっへっへって笑ってた時だ。扉がノックされる。

「入れ」

　ゆっくりと重い扉が開かれ、一人の男が入って来た。雨ガッパのような服を着た奇妙な男だ。すっぽりとフードをかぶっていて顔は見えない。

「誰だ！」

　男は遠慮なしにずかずかと部屋の中程までやって来ると、ぐるりと周りを見渡した。

「いい部屋だな。俺の寝床に使わせてもらうぜ」

「この野や郎ろう！」

「まあ待てや」

　殴なぐりかかる男をやんわりと押し止とどめ、伸左衛門は楽し気に目を細めた。

「誰や？」

「通りすがりのもんさ。たまたまこの街にやって来て、すぐに出てくつもりだったんだがよ。思いがけず懐なつかしい奴やつを見つけちまったもんでな。しばらくいることにした。ホテル暮らしにも飽あきたんでな。ここを使わせてもらうぜ。へへへ」

　くぐもった笑いを響かす。

「どうやらここがおかしいみたいやな」

　頭をこつこつと人差指で叩たたき、伸左衛門が言った。

「どうやってここまで来たかは知らんが、戯ざれ言ごとはしまいや。怪げ我がしないうちにさっさと出ていけ」

「人の心配より、自分の心配した方がいいと思うがな。お前さんの部下達みたく廊下でおねんねすることになるぜ」

「もういい、つまみだせ」

　伸のぶ左ざ衛え門もんの命令で、プロレスラーが動いた。

　次の瞬間、プロレスラーは壁をぶちやぶって飛んでいた。

「おっと、隣の部屋への入り口が出来ちまったか。軽く突き飛ばしたつもりなんだけどよ」

　やっちまったとばかしに、男は肩をすくめてみせた。フードが外れ男の顔が白はく日じつのもとにさらされる。人間の顔じゃなかった。突き出した口。ぞろりとそろう牙きば。とんがった耳。オオカミだ。

「ばばばあ、化ばけ物ものぉぉ！」

　伸左衛門が机の引き出しから拳けん銃じゆうを引っこ抜くとオオカミに向ける。銃じゆう声せいが響いた。

「ひどいな。いきなり化物呼ばわりかよ。ま、こんな顔してちゃ仕方ないんだろうがよ」

　オオカミは楽しそうに、毛むくじゃらの手を伸左衛門の前で開いてみせた。

　拳銃の玉がぽろりと落ちた。先程放たれた弾たまだ。

「ひいいいい」

　さらに引き金が引かれる前に、オオカミの爪つめが伸左衛門の腕にがっちりと食い込んでいた。

「組長さんよ。弾の無む駄だ使いはやめときな」

「………まさか、本当やったなんて。オオカミが……」

「知ってるのか？　俺おれのこと」

「二年前に事務所に来て暴れ回ったやろ。壁を打ち壊こわし、組員を打ち壊し。そうだ、満月の日だ。わてはいなかったんやが、後で聞いた。信用してへんかったんやが」

「ほお、二年前の満月の日にねえ？　暴れ回るオオカミか」

　オオカミはにんまりと微笑ほほえむと、伸左衛門を無む造ぞう作さにぶん投げた。壁に叩たたき付けられ、伸左衛門の意識が遠くなる。

「あいにくだが、二年前ここで暴れたっていう奴やつ。そりゃ俺じゃねえぜ。この街に来るのは俺は初めてなんだからな」

　遠くなる意識の中、オオカミの声だけがぼんやりと聞こえてきた。

「そいつは俺とは違うオオカミさ」

　こんな化物が、まだ他ほかにもいるって言うんか？　もうわて大おお阪さか帰りたい！

　それが、意識を失う伸左衛門の最後の思考だった。

　オオカミはそれまで伸左衛門が座ってたでっかな椅い子すに腰を下ろした。

「そうか、あの銀ぎん之の介すけってガキは満月克服が遅れてるのか」

　オオカミはにんまりと微笑ほほえみを浮かべた。

「こいつは面白い。使えるかもしんねえな」













　　　第三章　仁義なき戦い！
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　翌日、場所は商店街。それなりの人通りがあり、お店の人の声が飛び交ういつもとなんら変わらないのどかな風景だ。

　とある二人を抜かせば。

　上半身裸はだかにさらしをぎっちり巻いてさらにドスさしてるサングラスの男。そして、ヘルメットかぶってバット握にぎり締めてる派は手でなシャツの若者。

　言うまでもなく、健けんとマサの二人だ。

　格好は物ぶつ騒そうな二人なんだけど、商店街の人は誰もへんてこな目でなんか見てなかった。もちろん警察を呼んじゃう人だっていない。

「よ、健さんじゃないか。どうした？　そんな格好して。お祭りかい？」

「この佃つくだ煮に、余あまったんだ。良かったら食べてくれよ」

　なんて人が寄ってくるくらい馴な染じんでた。

「兄貴、確か今日っすね」

「ああ、確かそのはずだったが」

　健けんはのどかな商店街を見渡し、呟つぶやいた。

「誰も来ねえな。組の奴やつら」

「そうっすね。こうやって見回りしてるのに」

「俺おれが商店街を守るってことを知っておじけづきやがったな」

「それはないと思います」

　マサは一も二もなくそっこう否定した。

「全員食中毒にでもなったんすかね？」

「季節外れにそれはね～だろ。本当どうしちまったんだ？」

「どうしたんすかねえ」

　首をひねってから、マサは視線を健の足下へと向けた。

「兄貴、一つ聞いてもいいっすか？」

「何だ？」

「その、兄貴の足下でうずくまってる方のことなんすけど」

「トーマスだよ。何度も会ってるじゃねえか。忘れたのか？」

「いや、そうじゃなくて。どうして一緒なのかなって」

「いや、こいつなかなか恐い顔してるし、もしかしたら怯おびえて逃げていく奴やつもいるかもしんないかなって。一応戦闘用にアレンジしてやったんだぞ。ほら、俺と同じサラシも巻いてやったし」

　健は陸イグアナのトーマス君を持ち上げて誇らしげに見せた。確かに健と同じくサラシが巻かれてた。だけど腹巻きしてるようにしか見えない。新種ハラマキトカゲだ。

「ん？」

　マサはその腹巻きにささってるドスらしきものを発見した。

「これは？」

「そいつは俺の愛用してるペーパーナイフだ。すごいだろ。抜くとちゃんと刀になってるんだぞ。太秦うずまさ映画村に旅行に行った時に土産みやげとして買ったんだ」

　多分トーマス君には抜けないんじゃないかなって、マサは常識ある頭で思った。

　だけどそれは言わないでおいた。誰だってパンチは食らいたくない。

「俺達とこいつがいれば、股もも引ひきの連中なんて恐るるに足りん！　気合い入れて見回りを続けるぞ」

「お～～～」

　テンション低いと兄貴パンチ飛んで来るから、マサは声を張り上げ拳こぶしを振り上げた。
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　同時刻。

　ぴろろろろろろろろろろろろ。

　駒こま犬いぬ一家が、お昼の焼きソバをもそもそ食べてる時だった。電話が突然鳴り出した。

　まぁ、電話ってのはいつでも突然鳴り出すものだけど。ゆっくり鳴り出す電話ってのがあってもそれはそれで恐こわい。

「ひんほふへ」（銀ぎん之の介すけ）

　銀ぎん一いち郎ろうがもそもそしながら軽く顎あごを動かした。行ってこいって目め配くばせする。

「へ～～」（え～～～）

　不平をぶちまける銀之介だったけど、確かに状況を見る限り自分が一番の適任者だ。皿にはもうキャベツが少し載のっかってるだけなのだから。

　銀之介は残ったキャベツを口に押し込むと、のっそり立ち上がった。

　もしゃもしゃしながら階段脇わきの電話んとこへと向かう。電話は飽あきもせずまだ同じ大きさで騒いでた。

　ごっくりんこ飲み下し、銀之介は受話器を上げた。

「もしもし、駒犬ですけど」

『………銀之介君かい？』

　聞き覚えのある声だ。なんか毎日うどんこねてそうな気迫が伝わってくる。

　間違いなく唐とう子この父親、七しち味み辛から雄おさんだ。間違えようがない。

「あ、おじさん。こんにちは」

　反射的に、意味ないのに受話器ごしにぺっこり頭を下げた。

「いつもうどんご馳ち走そうしてくれてありがとうございます」

　普通ならいや～～そんなのいいさ、またいつでも来てくれなんてお言葉が返ってくるはずだけど、違っていた。

『唐子……いるかい？』

　いつもとは違う固い声で、そんな質問がやってくる。

「唐子？　家には来てませんけど、何かあったんですか？」

『あ～～、やっぱり本当なんだ。あ～～、大変だ大変だど～～すればいいんだ～～』

　受話器ごしにそんな声が聞こえて来た。

　きっと受話器抱かかえてごろごろ廊下を転げ回ってることだろう。

「ちょっと、落ち着いてくださいっておじさん。おじさんってば」

　銀之介は必死にそう言ってから、尋ねた。

「何かあったんですか？」

『家に脅きよう迫はく状じようが届いたんだ』

　がさごそという紙を擦すり合わせるような音が聞こえた。

『娘むすめは預かった。返して欲しければ店の権利書と引き換えだ。詳くわしい指示はまた連絡する。警察に言ったら娘の命はないものと思え。股もも引ひき組。そう書かれた紙が、家のポストに！』

「股引組って……あの」

『前にこの辺りを地上げしようとうろうろしてた連中だ。うちには一回も来なかったが、あの連中が唐子を。ちくしょ～～、こうなったら』

「おじさん。落ち着いてください」

　うどん伸ばす棒ぼう持って飛び出して行きそうな辛から雄おさんを銀ぎん之の介すけが必死になって止めた。

「大丈夫です。唐子は助けますから」

『え？』

「唐子は助けます。だから待っててください。いいですね」

　銀之介はそっと受話器を置いた。

「こりゃ大変だ。早く助けに行かなくちゃ。股引組って言うとあそこのビルだな。よし」

　銀之介は大急ぎでフード付きの服を用意した。人助けとはいえオオカミ顔をあまり人目にはさらしたくない。

　さらに、台所へ飛んで行くと冷蔵庫を開ける。

「母さん。茹ゆで卵ってある？」

「カタカナでユデって書いてあるのがそうよ」

「ありがとう」

　ユデって書いてある卵を手にとるとそいつをポケットに突っ込む。こいつをスッパリ嚙かみ切って断面を見ればお手軽に変身することが出来る。生卵持ってくより強度的に安心出来る。

「ちょっと出かけてくる！」

「どこへ？」

　母親の実に当たり前の質問に、銀之介は立ち止まりもせず言った。

「ちょっと唐子を助けに」

「おう、気をつけろよ」

　息子にそう声を飛ばすと、銀ぎん一いち郎ろうは焼きソバの最後の塊かたまりを口に押し込んだ。

　二、三度もぐもぐ嚙かんだ後、銀一郎は怪け訝げんそうに眉まゆ毛げを顰ひそめた。

「何だって？」




「銀之介君はああ言ってくれていたが、まさか奴やつらのところに乗り込むつもりじゃ」

　唐子の父親、七しち味み辛雄さんはおおいに青ざめた。銀之介が実はめちゃりんこ強いってことを知らないからだ。

　もう辛から雄おさんの頭には、股もも引ひき組の連中に逆さかさに吊つるされて煮立ったドラム缶かんの中に突っ込まれる銀ぎん之の介すけの姿しかなかった。

「い、いかん。やはりここは父親である私が」

　うどん伸ばす棒ぼうと、うどん切る長方形の包ほう丁ちようで武装した辛雄さんは、勢い良く店を飛び出そうとした時だ。

「ごめんよ。あれ？　今日は休みかい？」

　サラシ巻いた、えらく気合いの入った男がのっそり入って来た。

「兄貴、外に本日定休日って書いてあるじゃないすか」

　すぐ後ろを歩いてたヘルメットの若者からそう声が上がる。

「本当だ。そりゃすまねえな」

　健けんはすまなそうに苦笑してみせた。

「ちょっくら軽くうどんでもって思ったんだが………」

　そこで健は、普通じゃない辛雄さんの様子に言葉を止めた。

「どうしたい？　おやっさん。そんな物ぶつ騒そうなもん握にぎり締めて」

「止めないでくだせえ。これからあっしは、娘むすめを助けに行かなきゃならんのです」

　何な故ぜか芝居口調で、辛雄は言った。

「股もも引ひき組にさらわれた、娘、唐とう子こを助けに」

「あんだって！」

　健の口から驚きの声が上がった。

「そいつは本当か？」

「ああ、こんなもんがうちに」

　辛雄が差し出した手紙を、健はひったくるようにして取り目を這はわせた。

「マジだぜ。まさかあいつらこんな卑ひ劣れつな手でくるとはな」

　健の手がぷるぷると震ふるえた。

「許せねえ。許せねえぜ！」

「兄貴！　同感っす」

「おやっさん。安心しな。唐子ちゃんは俺おれらが絶対に助け出してやっからよ」

　健は、辛雄さんに熱い口調で言った。

「しかし、お客さんにそんな危あぶないことを……」

「俺らは昨日きのうまで股引組だったんだ」

「な、なんですってぇ！」

　衝しよう撃げきの真実だった。まあこれまで気がついてないって方に問題があるかもしんないけど。

「本当を言うと地上げするためにこの店にやって来たんだ。まあそれがいつの間にか常連客になっちまってたけどよ。俺らはこの商店街を守るため、昨日見み下くだり半はん叩たたき付けて組を出て来たんだ」

「そうだったんですか」

「とにかくだ、俺おれらも無関係って訳じゃない。唐とう子こちゃんは必ず助け出す。だから安心して待っててください。行くぞ！　マサ！」

「へい！　兄貴！」

　二人は、熱いオーラをまき散らして飛び出してった。




「いや、やっぱり任せる訳にはいかない。やはりここは父親である私が」

　やっぱり思い直し、棒ぼうとうどん切り包ほう丁ちよう片手に辛から雄おが飛び出して行こうとした時だ。

「ただいま～～～」

　元気よく声を上げて、ソバカスで外ハネの娘むすめがやって来た。

「あ、誰かと思ったらトーマスちゃんじゃん。ど～～したのこんなとこで？　もうちょっとで踏ふんづけちゃうとこだったじゃない」

　健けんに置いていかれちゃった陸イグアナのトーマス君を、唐子はなでなでした。

「そ～～だ、レタス食べるレタス」

　冷蔵庫から持ってきたレタスを、トーマス君はもしゃもしゃと食べ始めた。

「あれ、お父さんど～～したの？　そんな物ぶつ騒そうなもん握にぎり締めて」

「ど～～したのじゃない！」

　辛雄さんが吠ほえた。

「おま……おま……おまえ……誘ゆう拐かいされたんじゃなかったのか？」

「誘拐？　何言ってのよも～～」

　唐子はからからと笑った。

「警察署に借りてた服返しに行ってただけだって。ちゃんと言って出てったでしょ」

「しかし……、こんな脅きよう迫はく状じようが」

「何これ？　質たちの悪い悪戯いたずらだよ。も～～」

　唐子はぷんすか怒ると脅迫状をくしゃくしゃにしてゴミ箱に押し込んだ。

「それじゃね。お父さん。アタシ部屋の掃除してるから。何か用事あったら呼んでね」

　それだけ言うと、鼻歌歌いながら階段をとんとん上がっていく。

「はは、悪戯か。よかった。本当によかった」

　辛雄さんは安あん堵どのため息を吐はき出した。と、次の瞬間、あっと息を飲み干す。

「健けんさんとマサさん！　あと銀ぎん之の介すけ君もそうだ。どう連絡つけたらいいんだろうか」

「え？　銀之介君がどうかしたって？」

　二階の自分の部屋から、唐子が顔を出した。聞き慣れてる名前に興味を覚えたのだ。

「いや、最初脅迫状が届いた時、一応銀之介君の家に電話かけたんだよ。唐子いるかって。で、訳を話したら銀ぎん之の介すけ君が、僕が唐とう子こを助けますって言って。いやなかなか立派な態度だったぞ。いざって時ああ言える男ってのはなかなか貴重なんだぞ唐子。どうだろうか？　このさいもう銀之介君で決めてしまうというのは」

「ちょっと待ってよ！」

　階段を駆かけ下りて来て、唐子が叫んだ。

「冗じよう談だんじゃないよ！」

「冗談じゃないって……そうか？　てっきりお前も銀之介君のことを憎にくからず思ってるとばかり思ってたが」

「そ～～じゃなくて、銀之介君がアタシを助けるって言ったんでしょ」

「ああ……そうか！　股もも引ひき組に直接乗り込んでいるかも。大変だ」

　辛から雄おさんの頭に、また逆さかさ吊つりと熱ねつ湯とうの入ったドラム缶かんが浮かび上がった。

「銀之介君が大変なことに」

「大変なことになってるのはどっちかって言うと向こうの人達だと思うけど、でも問題は………」

　毛むくじゃらの怪物が人襲った人襲ったって騒がれてるこのご時じ世せいだ。そんな時に変身銀之介が事件起こすってのはものすごく問題がある。うっかりお巡りさんや雑誌やテレビに見つかってしまったらどうなってしまうか分からない。

「あたし、ちょっと行ってくる！」

「ちょっと唐子」

　辛雄さんが止めるのも聞かず、唐子は飛び出して行ってしまった。

「銀之介君が心配か。うんうん、やっぱり憎からず思ってたんだねえ。青春だねえ」

　一人でうんうんと頷うなずく辛雄さんは、もぞもぞって感触に視線を落とした。

　ハラマキトカゲのトーマス君が、ズボンのすそをくいくい引っ張ってた。

「レタス、もっといるかい？」

　その言葉を理解したのか、トーマスはものすごく嬉うれしそうにぺろぺろ舌したを出し入れした。
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　股引組の事務所ビルのある横町まで、銀之介は電車つかってやって来た。唐子に教えてもらったことがあるから場所は覚えてた。あんまし覚えてないけど、暴れたこともあるようだ。

「あそこだな」

　近くの角からそっとビルを見やる。股引組って彫り込まれた表札に、銀之介はぐびりって唾つばを飲み込んだ。やっぱ恐こわいって言や恐い。

「よし、とりあえず変身だ。変身しちまえば顔の恐い人達が来たってどうってことないんだから」

　どっか変身出来るとこないかなって、銀ぎん之の介すけは辺りを見渡した。おあつらえむきに茂しげみがあった。

「あそこにしよう」

　茂みに飛び込み、茹ゆで卵の殻からをパキパキ向いてた時だった。こんな会話が聞こえてきた。

「兄貴！　どうします」

「頭から突っ込むしかないだろう」

「やっぱそうっすね」

「恐こわいのか？」

「恐くないっす。もう覚かく悟ごを決めました。オイラ行くっす」

「ＯＫ。それじゃ行くぜ。唐とう子こちゃんを助けに」

　え!!

　銀之介は茂みからひょっこり顔を出した。ちょっと見覚えのある二人組がいた。そうだ、唐子の家の常連客だ。一度街ですれ違った時に唐子に紹しよう介かいしてもらったことがある。名前は確か……健けんさんとマサさんだっけ……。

「あれ？　君は………」

　健にしっかりと目撃され、銀之介はしまったと顔をしかめた。

「確か唐子ちゃんの同級生の……」

「駒こま犬いぬです。はは、奇き遇ぐうですね。こんなとこで」

　銀之介はへらへら誤ご魔ま化かし笑いを浮かべた。頼むからこんな茂みの中で何してるんだなんて聞かないでください！　そう心の中で祈いのりながら。

　祈りが通じたのか、そんな質問はされなかった。だけど銀之介が全く予想してなかった方向に状況は流れ出した。

「いいところで会った。実は唐子ちゃんが捕われてるのだ。男だったら手伝ってくれるな」

「え？」

「手伝ってくれるな！」

「は、はい」

　勢いに押されて返事を返す。次の瞬間、銀之介の上着が剝はぎ取られてた。

「何するんですか！」

「決まってるさ。戦闘服に着替えるのさ」

　銀之介の抵抗むなしく、貧弱な体にサラシが巻かれる。なんか、危あぶない刃物が出てきそうな筒がサラシに差し込まれる。

「行くぞ！　マサ！　コマ！」

「コマって……」

「つべこべ言うな！　黙って俺おれについて来い！」

　拒こばむ銀ぎん之の介すけの声なんてすっぱり無視して、健けんが腕を摑つかみぐいっと引っ張る。

「出入りじゃ出入りじゃ、うおおぉぉぉぉ」

　なしくずし的に、銀之介は仁じん義ぎなき戦いに巻き込まれた。

「うおぉぉぉぉぉぉぉ！！！」

　門をつっきり、正面入り口に飛び込んだ。誰もいなかった。

「きっと組長室だ。行くぞ」

「お～～！」

「だから僕はちょっと用事が」

「つべこべ言うな。黙って俺おれについて来い！」

　また腕を摑まれぐいって引っ張られる。

「うおおおおおおおお！」

　階段を駆かけ上がり、三人は組長室って書かれた扉に飛び込んだ……と…。

　強烈なフラッシュに、三人は思わず顔をそむけた。徐じよ々じよに目が慣れてくるにつれ視界もはっきりしてくる。

　組長室にいたのは、テレビカメラやらマイクやら照明機材やらを手にした人達の集団だった。撮影軍団って感じだ。

　唐とう子この姿も、股もも引ひき組って感じの方もいらっしゃらない。
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「何……なんだ？」

　目をぱっちんぱっちんする中、ヒゲの生はえたあんまし性格のよくなさそうな男がダミ声を上げた。

「おいおい、ど～ゆ～ことだよ。ここで待ってれば毛むくじゃらの怪物が飛び込んで来るって聞いたのによ。やっぱガセネタだったのかよ」

「あの～～、誘ゆう拐かいされた唐とう子こちゃんは」

「あ？　誘拐？　そんなの知らねえよ。俺おれらはタレコミがあって来ただけだからよ。ちっくしょ～、怪しい怪しいとは思ってたがやっぱりこれかよ」

　男は汚きたない言葉を吐はき出しながら顎あごで帰るぞって指さし図ずした。

「ここの組の連中は？」

「知らねえよ。俺らが来た時には誰もいなかったんだよ」

「…………どういうことなんすかね？」

「……………どういうことなんだろうな？」

　健けんとマサがさっぱり分かりませんって顔つきで呟つぶやく。もちろん銀ぎん之の介すけだって多いに悩んでた。

「どういうことなんだ……」

　少しだけ青ざめた顔で、銀之介は爪つめを嚙かみ考え込んだ。

　誰かが、このメディアの集団にタレコミをした。ここにいれば毛むくじゃらの怪物が訪れるっていう情報をだ。ケーブルテレビの人達は、ガセネタだ騙だまされたと騒いでるけど、それはガセでも何でもない。毛むくじゃらの怪物は現れるはずだった。

　銀之介は健とマサをちらり見た。

　この二人とさえ出会わなければ、僕は変身して飛び込んでたはずだ。

「タレコミをした奴やつは、僕の体質を知ってた」

　銀之介は小さな声で呟つぶやいた。

「そして、唐子と仲良しだってことも知ってた。だから唐子を囮おとりに使ったんだ。唐子はきっとそいつに……」

　と、銀之介は気がついた。窓から見える外の風景の一角に、知っている人物がいたことを。

「ゴールドさん！」

　ゴールドはしばしビルを見上げてから、すたすた歩き出した。

　追いかけなくちゃ！　もしかしたらあいつが！

　銀之介はゴールドを追いかけるため、部屋を飛び出した。




　銀之介もメディアの集団もいなくなった組長室にて、健とマサはまだ悩んでた。

「兄貴、ホントどうなってんすかね？」

「分かんねえって」

「組の人達、どこ行ったんすかね」

「分かんねえって言ってんだろ～が！　ちった自分で考えろ！」

　健けんの兄貴パンチが飛んだ。

「分かんないから聞いてんじゃないすか！」

　マサの下したっ端ぱスネ蹴げりも決まる。

　ものすごく不ふ毛もうな争いのゴングが鳴ったけど、幸いにもまもなく終了した。二人とも疲れてたのだ。

「ちょっとトイレ行ってきます。そしたらまた考えましょ」

「そうだな」

　マサが部屋を出るのを見送ってから、健はソファーに腰を下ろした。

「一体全体どうなってんだ？」

「あ、兄貴！　兄貴！　来てください！　兄貴ぃぃぃ」

　とんでもない悲鳴が聞こえて来た。

「どうした！　便器から手でも出てきたか！」

　慌あわててトイレへと向かった健は、その光景を見た。

　開かれたトイレの扉から、顔の恐こわい人達がこぼれ落ちてた。トイレの中にまだ人がつめられてる。まるでレギオンだ。

「オイラが扉を開けたらどさどさどさって。よく押入に下へ手たな蒲ふ団とんのしまいかたすると次に開けた時に雪崩なだれみたいに落ちてくるじゃないすか。あんな感じに」

　マサが早口で説明した。

「こいつら、こんなところに」

　ナルト目で気絶してるもと同どう僚りよう達の姿に、健は口をぱくぱくさせた。

「組長もいるっす」

「一体ここで何が行われたっていうんだ」

　股もも引ひき組って看板掲げてるくらいだから、それなりに強い人達が集まってる。柔じゆう道どう、空から手て、剣けん道どうの有段者もいるし、カポエラテコンドーが得意な奴やつがいる。卓球が上う手まい奴もいる。しかも、拳けん銃じゆうや日本刀やすりこぎって危ない武器を所持してる奴もいる。

　そんな奴らを倒しただけでも驚きなのに、しかもそれをトイレに押し込めるなんて、人間の出来ることじゃあない。

「とりあえずど～しましょ」

「ど～するも何も……」

　健は考えた。このレギオンみたいな集団の中には、もう意識を取り戻しかけてる奴もいる。

「とりあえず……縛しばっとこう」

「賛成っす」
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　事務所ビルを飛び出した銀ぎん之の介すけは、はるか遠くの路ろ地じにゴールドの背中を見つけた。確かに見た。

「待て！」

　銀之介は走った。上半身裸はだかでそこにサラシ巻いてるってちょっぴり恥ずかしい格好だけど、そんなことも忘れて走った。

　路地に飛び込む。もうゴールドの姿はない。諦あきらめかける銀之介だけど、気がついた。ここが人目のない場所だってことをだ。

　人目がなければ、変身して追いかけることが出来る！

　銀之介はズボンのポケットに押し込んであった茹ゆで卵を引っ張り出した。細かい殻からがちこっとくっついてるけど、それほど問題じゃない。

　かっぷりと嚙かみ切り、断面を瞳ひとみに映す。

　まん丸いお月様が白身の中で笑ってた。

「あぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉん！」

　お手軽にオオカミへと変身した銀之介は、そのまま近くのビルの壁に爪つめを食い込ませ、上り始める。変身後の筋肉だからこそ出来る普通じゃない芸当だ。

　ある程度高いとこまで上った後、そこから下を見下ろす。見晴らしは悪くなかった。ゴールドの姿を見つけるのに時間はかからなかった。

　銀之介はビルの壁を蹴け飛とばすと、建物の屋根を二つ三つ経由し、ゴールドの前へと着地した。

「うわ！」

　ゴールドは驚きの声を上げた後、くしゃみを連発した。ポケットから薬のようなものを出し鼻に注入すると銀之介に視線を戻す。

　そして、一言だけ言った。

「何だ、銀之介君か」

　その一言に、銀之介の瞳ひとみに力がこもった。

「この姿を見て僕だと分かるってことは、僕がオオカミに変身するってことを知ってたんですね」

　ゴールドは、何も答えなかった。ただ黙って銀之介を見つめるだけだ。

「もしかしてあなたなんですか？　人を襲っているオオカミは。そして、僕を罠わなにはめ人前に引っ張り出そうとしたのは！」

「違う！　それは誤解だ」

「じゃあどうしてあんなところにいたんですか！　昨日きのうの夕方も、あなたの跡を追いかけた唐とう子こが傷ついた人を見つけて」

　ゴールドは静かにうつむくと、搾しぼり出すような声で言った。

「私は………追いかけていただけだ」

「追いかけてた？」

「さっきのクシャミでも分かるとおり、私は犬アレルギーだ。犬が近づくだけでクシャミが出る。失礼、犬扱いされて気分を害したなら謝るよ。とにかく、クシャミが出るんだ」

　再度くしゅんとクシャミをし、ゴールドは鼻をこすった。

「昨日きのうの夕方、一人の男とすれ違った時、クシャミが出た。その男はたまたま犬と接触した直後というだけだったかもしれない。だが、なんとなく興味を覚え私はそっと男の跡をつけた。そしてあの事件現場を目撃した。君の友達の女の子はそんな私の跡をつけて来ていたんだな」

「事件現場を見たんですか？」

「ああ、見た。男はオオカミだったよ。君とは違う別のオオカミ……、快楽のために人を襲う危険なオオカミだ」

　ゴールドはポケットからハンカチを引っ張り出すとび～～むって鼻をかんだ。

「このままにしておく訳にはいかない。このままにしておく訳には」

「あなたは何者なんですか？」

「今は言えない。ただこれだけは信じてくれ」

　ゴールドは丸眼鏡めがねの中の瞳ひとみを鋭くし、はっきりとした口調で言った。

「私は君の敵じゃない」

　ゴールドの言葉が噓うそなのか本当なのか、銀ぎん之の介すけには分からなかった。だけど、動物的直感においては、信用してもいいかもという結論に達する。

「敵じゃないんだ」

　しつこく繰り返すと、ゴールドは銀之介に背中を向け走り出した。

「あ！」

　慌あわてて跡を追いかけようとするが、ゴールドが飛び出して行ったのは人通りの多い通り。銀之介がこの格好でおいそれと出歩ける場所じゃない。

「敵じゃない………か」

　その言葉を口の中で呟つぶやいてから、銀之介ははっとして叫んだ。

「それより、唐とう子こだ！　どこにいるんだ？　唐子！」

「やっと見つけたよ。駒こま犬いぬ銀之介君」

　そう声をかけられ、銀之介はびくっとして振り向いた。

　見慣れた顔がにやついてた。ズル賢がしこいキツネの人だ。

「漆うるし野の刑けい事じさん！」

「股もも引ひき組にいたサラシ巻いた男性に尋ねたところ、君がこっちに向かって走って行ったと聞いたものでね」

「そんなことより大変なんです。唐とう子こが」

「じゃ～～～ん！」

　漆うるし野のの後ろから、唐子がぴょこんと飛び出してぴらぴら手を振った。

「と、唐子！」

　銀ぎん之の介すけは嚙かまれたら痛そうな口をぱくぱくさせた。

「誘ゆう拐かいされたんじゃ」

「違うよ。アタシは昨日きのう警察で借りた服返しに行ってただけ。誰かのイタズラだよ。あの手紙は。そのことを銀之介君に知らせようと思って家を飛び出し走ってたら漆野刑けい事じさんと会ってそれで車で」

「だけど、ただのイタズラって訳じゃなさそうだな」

　漆野が近くの壁に背中を預けながら、ニヒルに呟つぶやいた。

「サラシ巻いた男性にざっとあらましは聞いたよ。飛び込んだ先に待ち構えていたケーブルテレビの集団。そこにあったというタレコミ。もし、一歩間違えていれば、駒こま犬いぬ君の変身した姿は目撃されていたことになっただろうな」

「もう、何が何だか分からないんです」

　頭を抱かかえる銀之介に、漆野は仕切り直すようにして言った。

「さ、いつまでもこんな所にいても仕方ない。家まで送ろう」

　漆野は、銀之介の毛むくじゃらを軽く顎あごでさしこう付け加えた。

「とりあえず、その格好をなんとかする方が先決なんだろうがな」
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「なるほど、別の凶きよう暴ぼうなオオカミを追いかけている。そう言ったんだね。そのゴールドという男は」

　ハンドルを握にぎり締めながら、漆野が言った。

　助手席の銀之介は首を縦たてに動かした。もちろんもう元の姿に戻ってる。唐子にコンビニでケシゴム買って来てもらってそれを眺めながら元に戻ったのだ。

「あと、自分は敵じゃないって言ってた」

「アタシも、あの人は悪い人じゃないような気がするんだよな」

　後部座席から身を乗り出し、唐子が口を開く。

「アタシに魚ぎよ介かい類のスパゲティーセットおごってくれたし……」

「僕もそんな気がする。スペシャルハンバーグランチとガーリックハンバーグおごってくれたし」

「君達はきっと一生幸せに生きるよ」

　漆野は苦笑しながら言った。

「しかし、そのゴールドという男も信用出来るという訳ではないぞ。何かを隠してるわけだしな。駒こま犬いぬ君の変身体質のことを知っていたという事実だけでも普通じゃない」

「確かに……そうだけど」

「とにかく、状況を整理して考えよう」

　漆うるし野のはそう前置きしてから、話し始めた。

「最初の事件があったのが三日前の夜、若い女性と警官二人が襲われた。そしてその二日後、つまり昨日きのうだ。君達がゴールドという白人男性と会う。その日の夜、また事件が起きた。事件現場近くで、七しち味み君が白人男性を見かけている」

　唐子がこっくり頷うなずいた。

「そして翌日の今日、七味君の留守の最中に脅きよう迫はく状じようが家に届けられた。駒犬君は助けるため股もも引ひき組の事務所ビルへと向かう。そこにはケーブルテレビ局の集団が待ち構えていた。ここにいれば毛むくじゃらの怪物に会えるというタレコミが局にあったとのこと。たまたま、駒犬君は変身していなかったが、それが偶然によるもので本来なら変身していたはずだった。局にタレコミをした人物は駒犬君の体質を知っているうえで罠わなをしかけたということだろう」

「銀ぎん之の介すけ君の正体をみんなにばらして、それで町にいられなくしてしまおうって考えてるんだよ！」

「そうだろうか？」

　漆野が静かに首をひねった。

「もしあそこで銀之介君が変身して飛び込んでいたとしても、それは毛むくじゃらの怪物であって駒犬銀之介という人物にはたどりつかないんじゃないか？　それにだ、もしあの状況で、変身して飛び込んでいたとしたらどうする？　駒犬君」

　銀之介は少しばかし考えてから答えた。

「そりゃもちろん………カメラ壊こわすだろうな。生放送って訳じゃなかったろうし」

「そうだ。変身した駒犬君なら簡単にカメラを叩たたき潰つぶすことが出来たろう。抵抗されたってそんなの問題にならない」

「そっか、それじゃ一体何のために」

　唐子は思い切り首を傾かしげた。

「ハッキリとは分からない。ただ一つだけ言えることがあるとすれば………」

　漆野は軽く息を吸い込んでから言った。

「犯人が、駒犬君を巻き込もうとしているってことだ」

　車の中に、静かで固い空気が流れた。

「恨うらまれてる覚えがあるかって聞いても、君のことだ、大したものはないだろう」

「実は一ひと月つき程前、駅前のスーパーでお釣つりが十円くらい多かったけれど黙って」

「ま、そんなもんだろうな」

　漆うるし野のはため息一つ吐はき出した。

「まぁ、犯人の目的に駒こま犬いぬ君がいるならば、何もしなくても向こうから何かちょっかいを出してくるだろう。あせらず待つってのも一つの手だ。あんまし考え込んでても脳味み噌そが疲れるだけでどうしようもないぞ」

　漆野は一人でうんうん頷うなずいた。こんな性格だからこれまで生きてこられたのかもしれない。

「とりあえず、帰って父さんに話してみる。あんなひょろひょろだけど、あれでもれっきとしたオオカミ人間だ。変身すれば戦車だって叩たたき潰つぶせる人だからさ」

　銀ぎん之の介すけがそう口にした時だった。唐とう子こがあって声を上げて走る車のはるか前方を指さした。

　フードをかぶった人影が、道路の真中に突っ立っていた。いくらあまり車の通らない旧道っていったって堂々としすぎてる態度だ。

　漆野がクラクションを鳴らすが、そいつは動じる気配も見せない。そのままの格好で立ち続けている。

「しゃあねえな。止まるか」

　ブレーキを踏ふもうとした漆野だけど、その瞳ひとみが見開かれる。

「あいつは……」

　漆野だけじゃなかった。銀之介も唐子も、驚きの声を漏もらす。

「オオカミだ」

　フードをかなぐり捨てたそいつの顔が、はっきりと白はく日じつの下にさらされていた。

　オオカミだった。とんがった耳、鋭い牙きばと爪つめ、そして獣けものの毛並み。

「前言撤てつ回かいだ。突っ込む！」

　漆野はギアを入れ直すと、思い切りアクセルを踏ふみつけた。

　エンジンがうなるような音をたてて、一気に加速する。

　オオカミが車の鼻面づらまで来たって時、銀之介と唐子は思わず瞳ひとみを閉じた。

　衝しよう突とつしたような音も振動もなかった。

「あいつ、どこへ」

　恐る恐る銀之介が閉じていた目を開けた瞬間だった。何かが車のボンネットに飛び乗って来た。

　いや飛び乗ったってのはひどく控え目な表現だ。落下して来たってのが適切だろう。しかもかなりの勢いで。ボンネットがぺちゃんこに潰れる。

「くそっ！」

　バランスを崩し、車の矛ほこ先さきがガードレールに向かう。漆野は力一杯ブレーキを踏みつけた。ゴムの焦こげる匂においをたてて、車は三度回転し制止する。

　激しい衝しよう撃げきに、シートベルトが食い込んだ。心臓が口から飛び出してしまいそうな感触を覚えた。

　とりあえずシートベルトを外した。そして、呼吸を……。

　間かん髪ぱつ入れずに、べりべりと音をたてて屋根の部分がむしり取られた。そこから顔を覗のぞかせたのは、もちろんあのオオカミだ。

「スピード違反はよくねえぜ」

　オオカミはキシシとかすれた笑いを響かせた。

　オオカミだった。どこからどう見ても完全なオオカミ人間だ。だけどその目つきが銀ぎん之の介すけや銀ぎん一いち郎ろうのものとは明らかに違っている。まるで血に飢うえた野獣のような輝きを放っている。

「くっ！」

　漆うるし野のが電光石せつ火かの早はや業わざで拳けん銃じゆうを引き抜いた。だがそれよりも素早く、オオカミの爪が漆野の腕に食い込む。

「銀臭くせえな。やっぱり銀の弾丸かよ。危ねえもん持ってるじゃねえかよ」

　オオカミの逆の拳こぶしが漆野の腹に食い込んだ。

「かは！」

　がっくりと、漆野の手から拳銃が落ちた。

「お前が悪いんだぜ。駒こま犬いぬ銀之介」

　オオカミは銀之介の顔に鼻面づらを突きつけると、笑うようにして言った。

「あのビルにオオカミになって飛び込んで来てさえくれてりゃ、こんな苦労はしなくてもすんだのによ。まったく…」

　オオカミの足が、銀之介の体をシートに押さえつけた。ものすごい力だ。口から心臓どころか他ほかの大切なもんまで出てきそうな力。

　オオカミは、ポケットに手を突っ込んだ。取り出されたのはポラロイドのカメラだ。

「さ、変身して見せろよ。記念撮影してやっからよ」

　銀之介は震ふるえていた。恐怖のあまり声が出ないって奴やつだった。これまで、いろんな奴やつと戦ってきた。だけど、こんな奴は初めてだ。自分と同じオオカミってのもあるけど、こんな目をした奴はこれまで見たこともない。嚙かみつくことが大好きって瞳ひとみだ。爪つめを振り回すことが大好きって瞳だ。

「腕の一本でも壊こわされなきゃ分かんねえようだな」

　オオカミが爪をがちがち鳴らした時だ。

「動くな！」

　って声が響いた。見ると、漆野の落とした拳銃を唐とう子こが握にぎり締めていた。

「銀之介君から離れて！　そうしないと撃うつから」

「ほぉぉぉぉ、俺おれを撃つって」

　オオカミの瞳が狡こう猾かつそうに細められた。

「やれるもんならやってみろよ。確かにそいつには銀の弾丸が入ってるようだが、当たらなきや意味ねえんだぜ。引き金を引いた次の瞬間には、お前がバラバラになってる。バラバラにな」

「唐とう子こ……止めろ！　逃げるんだ！」

　やっと出た声で、銀ぎん之の介すけは叫んだ。

「頼む！　逃げてくれ！」

「出来ないよ！　銀之介君を置いて逃げるなんて出来ない！」

　引き金が引かれた。銃じゆう弾だんの発射音が響く。

　銀之介を押さえつけてたオオカミが、残像を残して消えた。次の瞬間、唐子の首に爪つめを当てていた。

「バラバラにしようと思ったが止やめといてやるぜ。よく考えたらこいつは大切なエサだからな」

　オオカミは真赤まつかな舌したでいやらしく舌舐なめずりをした。

「さ、変身してみせろよ。こいつを助けたければ俺と戦うしかないんだぜ。さぁ」

「止めろ！　唐子を離せ！」

「離して欲しければ変身しろよ。ほら……」

　銀之介は奥歯を嚙かみしめた。変身したくてももう茹ゆで卵は食べちゃってる。当たりをちらり見渡しても神様の屋や台たいはない。

「もしかして、お前自分の意志だけで変身出来ないのか？」

　オオカミを睨にらみ付けたまま銀之介は、短く首を縦たてに振った。

　オオカミは、理解したとばかしに息を吐はき出した。

「自由に変身出来ないくせに満月ではおかしくなるか。こいつはいい」

「どうして、満月のことを」

「くくくくく、駒こま犬いぬ銀ぎん一いち郎ろうの息むす子こにしちゃ、相当の落ちこぼれだな」

　聞き慣れてる名前に、銀之介は思わず叫んだ。

「父さんを知ってるのか？」

「知ってるさ。なんたって俺おれはあいつの……」

　その時だった。

　銀色の影が、オオカミに突っ込んできた。強烈な一撃に、オオカミは吹っ飛ぶ。一撃をくわえた影は、その場に着地すると牙きばを剝むき出し唸うなり声を上げた。

「がるるるるるるるるるるるるるる」

　一匹の眼鏡めがねをかけたオオカミだ。

「父さん！」

「おじさん！」

　銀之介と唐子が華はなやいだ声を上げた。いつもは頼りないけど、今日はなんだか背中がとっても大きく見える（事実大きくなってるんだけど）。

「よぉ、駒こま犬いぬ銀ぎん一いち郎ろう。相変わらず強いじゃね～～か」

　オオカミはひしゃげたガードレールから体を外し立ち上がった。

「変わってないな。この威力、この鋭さ。ひひひ」

「貴様こそ変わってないようだな。その下げ卑びた笑い声は」

　いつになくシリアスな声で、銀一郎は続けた。

「まさか貴様が生きてるとは思わなかったよ。あの時確かに海にたたき込んだはずだがな」

「驚いたのはこっちさ。たまたまやって来たこの街で、お前の息むす子こを発見したんだからな」

　オオカミはポラロイドカメラを銀一郎に向けると、かしゃりとシヤッターを下ろした。

「本当はお前の息子のいかす姿を取りたかったんだがよ。まぁ、お前の写真で我慢するぜ。親子だから似てんだろ。じゃな」

　オオカミはそう言い残すと、アスファルトを力強く蹴け飛とばした。そのまま山へと消えて行く。

「父さん。あいつは……」

「名前は知らない。素す顔がおも知らない。年ねん齢れいもだ。ただ分かっていることは、一九年前。あいつは典のり代よの両親を殺したということ」

「母さんの？」

「そうだ。そして私が殺したオオカミだ。正確に言えば、殺し損そこねた……だがな」
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　時は夏。海岸ぞいの別荘地で有名な春日かすが浜はま。そこのペンションに、青年はいた。ブラシで大きな浴室のタイルをこすってた。

「住み込みで飯めしが出るってのは嬉うれしいが、こう朝から晩まで働かされちゃたまったもんじゃないよな。絶対労働基準法違反って奴やつだぜ。絶対に」

　友人がひたすら愚ぐ痴ちるのを黙って聞きながら、青年はもくもくと手にしたブラシに力を込めた。

　青年の名前は駒犬銀一郎。美術大学に通う四年生。二十二歳さいの若者だ。

　ただ、ひょろりとした体とハリガネのような手足、分ぶ厚あつい眼鏡めがねからは若さってのはあまり感じられない。風が吹けば桶おけと一緒に飛んで行ってしまいそうな弱々しさだ。若さなんかあふれてない。

　長い夏休み。青年はこのペンションに住み込みのバイトに来たのだ。

　炊すい事じ洗せん濯たくに始まって掃除に接客に庭の草むしりと仕事はてんこもりだ。外壁のペンキや壊こわれた屋根の修理なんて仕事ならまだしも、客の子守なんて仕事を押しつけられることだってある。

「しかしあれだよな。駒こま犬いぬ。お前力仕事全然駄だ目めなくせに、掃除とか洗濯とかってそつなくこなすよな」

「なよなよしてるってよく馬ば鹿かにされるけどね」

　銀ぎん一いち郎ろうは額ひたいの汗あせを拭ぬぐって笑った。

「さ、風呂掃除終わりっと。次は？」

「次はないぜ。休きゆう憩けいだ。夜までのんびり出来る。いや～～～、部屋でのんびりしよ～ぜ」

　大きく伸びをする友人に、銀一郎は言った。

「それじゃ僕は行って来るよ」

「またか。お前も飽あきない奴だよな。課題って訳じゃないのに」

「好きなんだ。絵を描くの。好きなことで食っていきたいからさ」

「おうおう、行って来いよ。俺おれはせいぜい休ませてもらうからな」

　友人は手をぴらぴら振って出て行った。

「さてと、今日あたりあの絵を完成させたいものだな」

　銀一郎はそんなことを呟つぶやきながら、浴室を出た。




　海の見える高台。そこが銀一郎のスケッチ場所だった。さっそく描きかけのキャンバスを広げるとぺったらぺったら絵筆を載のっける。さすがに美大に通ってるだけあって、下へ手たじゃない。どっちかって言えば上手じようずだ。

　銀一郎が波なみ間まに浮かぶ船を描いてた時だった。ブルルンブルルルルンって車の唸うなり声が鼓こ膜まくをくすぐった。

「何だろ？」

　顔を動かし眼鏡めがねを押し上げる。少し離れたとこの舗ほ装そう道路に車の鼻先が見えた。

　ちょっとした好こう奇き心しんを覚え、銀一郎は絵筆を置くと車の所へと向かった。

　状況はすぐに分かった。車の片側車輪が舗装道路を外れ勾こう配ばいになってる山肌に落っこちたのだ。そんなに急な勾配じゃないから危険って程じゃない。だけどいくら車ががんばってもこの段差を乗り越えるのは大変だろう。

　母親と娘むすめって感じの二人が、車を心配そうに見ている。

「すみません」

　運転席に座っていた男が、野や次じ馬うまになってる銀一郎に声をかけた。

「この辺りに引っ張ってくれる車なんてないかな？」

「向こうにペンションがあります。そこまで行けば車を借りられますけど、でもちょっと遠いですよ」

「遠いか。でも仕方ないなぁ」

　男性ははあってため息を吐はき出した。

　銀ぎん一いち郎ろうは気の毒だなって思った。本能的に感じたのだ。この男性も、そしてその奥さんと、たぶん娘むすめ。この三人がとてもいい人だなってことを。

　それに、ペンションってのは今銀一郎がバイトしてるとこだ。あの性しよう悪わるオーナーのことだ。厄やつ介かいな仕事を持ちこみやがってって、銀一郎にイヤミを言いかねない。そんなのはいやだ。

　ここはこの場で対処すべき！

「手伝いましょうか？」

　銀一郎はそう提案した。

「僕が後ろから押しますよ」

「気持ちは分かるが……無理だろう。ここまで落ちこんでたら。四輪駆く動どうか何かで引っ張り上げてもらわないと」

「やってみなくちゃ分からないじゃないですか」

　銀一郎はそれだけ言うと、よいこらしょと草木をかきわけ坂を下りた。

　この草木がありがたいのだ。それに車しや高こうが高いから後ろで身をかがめてしまえば目撃される心配もない。

「行きますよ。アクセル踏ふんでください！」

　アクセルが踏まれたのだろう。ぶるるるんってタイヤの回転音がする。エンジンの振動が車体を伝わってくる。

「さてと」

　銀一郎はその場にしゃがみ込むと、頭の中で満月を思い浮かべた。それだけで準備は終わりだ。

　あとは車を押し出し、後輪がアスファルトに嚙かみついたとこで満月を壊こわせばいい。

　車は無事にアスファルトの上に乗っかった。そのまま二、三メートル進む。もう落っこちる心配もない。

「これで大丈夫ですね」

　土ど手てを登ると、銀一郎はにっこり微笑ほほえんでみせた。

「君、すごいね。一体どうやって」

「ちょっとしたテクニックがあるんですよ。それじゃ僕はこれで」

　軽く頭を下げて立ち去ろうとする銀一郎を、男性は慌あわてて呼び止めた。

「君は、ここの人かね？」

「いいえ、近くのペンションに住み込みのアルバイトに来てるんです」

「そうか。私達は、この先の別荘でしばらく滞在しているんだ。ぜひお礼がしたいから近く遊びに来てくれないか？」

「そんな、お礼なんて。大したこと」

「いやいや。私達もすることもないから退屈なんだ。頼むよ」

　こう言われちゃ、別に断る理由もない。

「それじゃそのうち」

　銀ぎん一いち郎ろうはぺっこりと頭を下げた。

「名前を教えてくれないか？」

「駒こま犬いぬ銀一郎と言います」

「駒犬さんか」

　男は自分の名前を名乗り、妻つまと娘むすめを紹しよう介かいした。

「娘の典のり代よだ」

　微笑ほほえみながら頭を下げる若い娘。おそらく十七、八ってとこだろう。

　優しい瞳ひとみをした娘だ。

　銀一郎はほんのちょっぴりドキドキした。

　そんなドキドキがなんだか恥ずかしくて、また頭を下げると逃げるようにキャンバスに戻った。
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「奇き麗れいな絵ですね」

　銀一郎が再びその娘と会ったのは、それから二日後のことだった。

　いつもと同じように、仕事の合間に抜けだし絵を描いてる時に、後ろからそう話しかけられた。

　何気なく振り向いた銀一郎は、一昨日おとといのその娘の存在に思わず絵筆を滑すべらせた。

「あ！」

　海に走る一本の白い線。

「ごめんなさい。私のせいで」

「い、いや。こんなのはこうやってしまえば」

　銀一郎はぺたぺたと青絵の具を上乗せした。

「ほら、さざ波になったろう」

「でも、波なんかたってませんよ」

「別にありのまま描かなくちゃいけないって訳じゃないんだ。自分の好きなように描いた方が描いてて楽しいだろ。みんなが好きなように描くから楽しいんじゃないかな。絵って」

　銀一郎は慌あわててあたふたと言った。

「あ、ああ。ごめん。へんな話しちゃって」

「いいえ」

　典のり代よは微笑ほほえむと、銀ぎん一いち郎ろうの脇わきを指差し言った。

「座ってもいいですか？」

「え？　ああどうぞどうぞ」

　ぱっぱと草原を掌てのひらで払う。まあ気持ち奇き麗れいになったような気がしないでもない。

「どうも」

　典代は静かにそこに腰を下ろした。

「どうぞ、気にしないで続けてください」

「え、ああ」

　こっくり頷うなずいて中断してたお絵描きタイムに突入する銀一郎だけど、集中出来る訳がないってもんだ。この状況下じゃ。

　沈黙がなんだかものすご～～～く気まずいから、銀一郎は口を開いた。

「夏休みのバカンスですか？」

「え？」

「ほら、別荘借りてしばらくいるって」

「バカンス……なのかしら」

　典代は小さく笑った。

「心の……」

「え？」

「何でもないです。何でも……」

　また、沈黙がしばらく流れた。とっても息苦しい沈黙だ。

「でもすごいですね」

　野や暮ぼだってことは分かってるけど、銀一郎は喋しやべらずにはいられなかった。言葉なくしてはつらいのだ。慣れてないから。

「何がですか？」

「だって別荘でしょ。家の他ほかにもう一つ家があるなんて、貧乏学生の僕には全然想像がつかないよ。あ、別に悪いって言ってる訳じゃないんだよ。お金持ちになるにはなるでそりゃ苦労もあるだろうし……あはは」

「……………」

　最強に苦しい沈黙だった。銀一郎は鉄の鎖くさりが喉のどに食い込むような感触を覚えた。

　もう息苦しくて息苦しくて、このまま海に飛び込んじゃおうかしら？　そしたら楽になれるかしら？　って半なかば真ま面じ目めに考え始めた時だった。

　典代が口を開いた。

「お金持ち……だったのかもしれない。普通の生活してたけど、だけど……」

　ゆっくりと、ここにやってくる経けい緯いを典のり代よは口にした。

　彼女の父親の経営する会社が倒産したのは、数ヶ月前のことだった。それは彼女の父親に非があった訳ではない。一人の重役が独断で動かしたプロジェクトが大失敗したのだ。しかし責任は覆おおい被かぶさってくる。

　すぐ翌日から、ガラの悪い借金取りの皆様がわんさかと押しかけることになった。その重役が会社名義で金を借りていたのだ。もはや返せる額ではなくなっていた。

　ひどいいやがらせの日々だった。いつも誰かに見張られて、ポストには訳の分からない脅きよう迫はくめいた手紙が押し込まれ、学校にまで。

　夜も眠ねむれない日が続いた。眠りたくても眠れないのだ。眠れたとしても少しの物音で心臓が跳はね上がる。

　そんな現実に耐え切れなくなり、家族はここにやって来た。来月には売却されることになっているこの別荘に。束つかの間まの休息をとるために。

「すみません。事情も知らずにへんな質問をしちゃって」

　銀ぎん一いち郎ろうは静かに頭を下げた。

「気にしないでください」

　典代は軽く笑ってから思いついたように言った。

「そうだ。明日あしたか明後日あさつて、夕食に来てくれませんか？」

「え？」

「父も母もお礼をしたいって言ってますし、それに退屈してるんです。家族そろって」

　典代はてへへって舌したを出した。こういう表情も出来る娘むすめなんだと銀一郎は思った。

「駄だ目めですか？」

「いや、明日の夜なら半日休みをもらえるから」

「それじゃ決まりですね」

　典代は立ち上がるとお尻しりをはたきながら言った。

「別荘はこの道を上に行ってそこで右に曲がったとこです。他ほかに建物ないんで間違えないとは思います」

「ああ、大丈夫だと思う」

「あと、好きな食べ物はなんですか？」

　その問いに、銀一郎は元気よく答えた。

「肉です！」
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「おい、お前夕方から休みもらったんだってな」

　ペンションの廊下を掃除する銀一郎に、友人が話しかけてきた。

「また絵でも描きに行くのか？」

「いや、別の用事でちょっと外出するんだ」

「別の用事か？　まさかバイト中に知り合った女の子とデートとか……な訳ないか」

　友人は歯並びのいい口を開けて笑った。

「よりによってお前みたいな軟弱メガネ君にそんなはずないよな」

　女の子に誘われてその娘この別荘へ夕食に行くんだよ………ってことは、銀ぎん一いち郎ろうは喉のどの奥にしまっておいた。別に言ったっていいんだけど、そしたらこの友人のことだ。激しく騒ぎ立てるだろう。

　事の経けい緯いを説明するのは困難を極めるだろう。

　そんな面めん倒どう臭くさいことは御ご免めんだ。

　銀一郎は洗い物を終えると、濡ぬれた手をタオルで拭ふいた。

「それじゃ僕、そろそろ着替えて出かけるから」

「ああ、そうしろそうしろ。幸い今日は客が少ないから俺おれ一人でも楽勝そうだからな。何するかしんないがゆっくり遊んでこいよ」

　キンコロカンコロリン

　耳の中を転がるような音が鳴った。ペンションの正面扉についてるベルが鳴ったのだ。これは来客を意味している。

「は～～～い」

　友人が飛んで行くのを見送ってから、銀一郎は与えられてる一室に戻った。従業員服を脱ぎ着替えをしてる時だった。血けつ相そう変えた友人が飛び込んで来た。

「駒こま犬いぬ。お前って奴やつは………」

「ん？　どうした？」

「どうしたじゃない！　眼鏡めがねのひょろひょろだと思ってたが、お前ネコかぶってやがったな？」

「？？？？？？」

　最大に首を傾かしげてる銀一郎の手を、友人はぐいっと摑つかんだ。

「いいから来い！」

　意志とは全く無関係に、銀一郎は玄げん関かんまで引っ張っていかれた。

　そこには、見慣れた娘が立っていた。

「あ、典のり代よさん」

　銀一郎は眼鏡を押し上げ声を出した。

「こんばんは。駒犬さん。大丈夫だとは思ったんですけど少し心配だったので迎えに来ました。ご迷惑でしたか？」

「いいや、別に」

　銀ぎん一いち郎ろうは首を左右にぷるぷる振った。何度も何度も。

「ははは、ちょっと失礼しますね。お嬢さん」

　友人が銀一郎の首を摑つかむとそのままぐいぐい物陰まで引っ張っていく。

「おい、やっぱり知り合いじゃね～～か。ど～～ゆ～～ことだよ」

「だから、君が思ってるようなことじゃなくて」

　弁解はさせてもらえなかった。首を思い切り摑まれぶるんぶるん上下左右に振りたくられる。

「え～～～い！　もういい！　さっさと行って来いったら行って来い！　帰って来たらたっぷり説明してもらうかんな。帰って来たら」

　友人に蹴けり出されるようにして、銀一郎は玄関にやって来た。

「御ご免めん。お待たせしちゃって。それじゃ行きましょうか」

　靴を履はこうとした銀一郎は、そこで、何かに気がつき怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめる。

「すみません。今日って……何日？」

「学校行かない長い休みって日にちの感覚なくなりますよね。今日は…」

　典のり代よから告げられた日付に、銀一郎は舌打ちした。

「しまったな。今日はあの日じゃないか」

「どうかしたんですか？」

「その……申し訳ないんですけど、今晩は……」

　遠慮しますって言葉を喉のど元もとまで込み上げさせたけど、吐はき出すのは止めた。

「すみません。ちょっと待っててください」

　銀一郎はペンションの中に戻ると、一人で廊下の隅っこをつっついてる友人に声をかける。

「あのさ、あれ貸してくれないかな？　あれ」
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　ペンションから別荘へは、それなりの距離があった。ペンションを出た時には遠くの山にくっつきかけていた太陽が、またたく間に見えなくなった。

　ほんの気持ち程度の街灯が時折姿を見せる。ただそんな明かりよりも空の月のほうがしっかりとした光を放っている。

「やっぱり、町とは違いますね」

　空を見上げ、典代が口を開いた。

「こんなに月がキレイだもの」

　こっくり頷うなずき、銀一郎は夜空を見上げた。確かに、しっかりとした月が空に浮かんでいる。見事な満月だった。

「正解だったな。これ借りてきて。そうじゃなけりゃとてもじゃないけど耐えられなかったよ」

　真っ黒いサングラスをかけ、銀一郎が呟つぶやいた。

　どうしてサングラスなんか？　って典のり代よにも尋ねられたけど、目が弱いとか言って誤ご魔ま化かしておいた。

　ただ困ったのは視界の暗さだ。ただでさえ目が悪いのに、こんなサングラスして夜道を歩くんだからたまったもんじゃない。

　何度かつまづきそうになりながらも、なんとか銀ぎん一いち郎ろうはゴールまで到着した。

「ここです」

　なかなか大きな家か屋おくが、丘になったところにずでんって建ってた。

「ただいま」

　玄げん関かんに入る。大きな玄関だ。吹き抜けでシャンデリアが見える。

「もう大丈夫だろ」

　銀一郎はサングラスを外すと、ポケットに入れておいた自分の眼鏡めがねを取り出し装着した。夜のプールに飛び込んだみたいな視界が、やっとクリアになる。

「おかしいな。まぁいいか。さぁ、どうぞ」

　返事がこないことにちょっと小首を傾かしげたけど、典代はすぐににっこり微笑ほほえみ銀一郎を家の中に招き入れた。

「こっちがリビングです」

　分ぶ厚あつそうな扉を押し開く。

「パパ、ママ。ただい…」

　その言葉は、飲み込まれた。目の前の信じられない光景にだ。

　むせ返るような血の匂におい。真赤まつかに染まった壁。じゅうたんの上に広がる血溜まり。そして…………中央の辺りに二人は横たわっていた。もう命がないのは一目見て分かる。

　典代がかけより、冷たい感触に悲鳴を上げた。

「いやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ」

　銀一郎は黙ってそんな光景を見おろしていた。

　ぞわぞわという悪お寒かんが背中を走り回っているのを、銀一郎はハッキリと感じ取っていた。たまに働く動物的直感。それがびんびんに危険信号を響かせている。

「典代さん」

　銀一郎は典代の手を引っ張った。

「今すぐここを出た方がいい」

「どうして…」

「分からないけど、ここは危険だって騒いでる。僕の中で騒ぎ立ててるんだ」

　次の瞬間だった。目の前にそいつが降って来たのは。

「お前は……」

　銀一郎の目が見開かれたと同時に、そいつの足が腹に食らいついてた。

　窓ガラスを突き破り、銀ぎん一いち郎ろうの体は外へと吹っ飛んで行った。

「お前の両親か。悪いな。壊こわしちまってよ」

　そいつは、典のり代よを見下ろしながら壮そう絶ぜつな笑みを浮かべた。

　人間じゃなかった。とんがった耳も、突き出した牙きばも爪つめも、体を覆おおう獣けものの毛も。それは二本足で歩く獣だった。オオカミだった。

「こんな満月の日には体がうずいてうずいて仕方ないんだ。勘かん弁べんしてくれよ。ま、安心しろ。すぐにお前も同じ所へ送り付けてやるからよ」

　オオカミはつけ加えるように言った。

「さっきの男のことも心配するな。もう今ごろ一足早くあっちの世界に行ってることだろうよ。なんてったって俺おれ様が力一杯殴なぐりつけたんだからな。体ん中はぐしゃぐしゃだろうよ」

　オオカミはひゃひゃひゃと笑うとゆっくりと右手を振り上げた。

「不運だと思って諦あきらめるんだな」

　恐怖のあまり動くことが出来ない。声すらも出ない。

　ただ、爪つめを見つめることしか出来ない。

「あばよ」

　オオカミがその腕を振り下ろそうとした時だった。何かがオオカミの側面に強烈な一撃を食らわせた。オオカミは壁をつきやぶって吹っ飛んで行く。

「大丈夫ですか？」

　典代に優しくかけられる声があった。少しだけ首を動かし、典代は声の主を見た。

　毛むくじゃらの体。鋭い爪と牙。こっちも人間じゃない。オオカミだ。だけど、目つきが全然違う。温かさのある目だ。

　この目には、見覚えがあった。

「駒こま犬いぬ……さん」

「正解です」

　銀一郎は目を細めると、足下に転がっている眼鏡めがねを拾いあげオオカミ顔に装着した。

「外に蹴けり出されて助かりました。満月が見れたのでね。そうじゃなかったらさっきの一撃であの世行きでした」

「くっくっくっくっくっくっく」

　笑い声が聞こえた。あのオオカミがゆっくりと壁の穴から戻って来た。

「こいつは驚いた。まさかあのひょろひょろが同類だったとはな」

「こっちも驚いたさ。まさか、こんなことをする奴やつがいたとはな」

　倒れる二人を悲し気に見下ろし、銀一郎は言った。

「満月のせいか？　満月でおかしくなったのか？」

「ガキ扱いは止めてくれよ。満月なんかとっくの昔に克服してるさ。こいつは単なる俺おれの趣味さ。趣味」

「趣味だって？」

「ああ、そうさ。人を壊こわすのが俺おれの趣味なんだよ。そうでもしなきゃこの爪つめと牙きばの使い道がなくてやきもきしちまう」

　オオカミはひひひと笑ってから、銀ぎん一いち郎ろうに指をつきつけた。

「一度でいいから、なかなか壊れない奴やつと遊んでみたいと思ってたんだ。お前、俺の遊び相手になってくれよ」

「いやだって言っても、聞いちゃくれないようだな」

「その通りだ。逃げるのは勝手だが、その場合はそこのお嬢さんの命がなくなるぜ。それだけじゃない。ここらにいる人間はみんな壊してやる。朝が来るまで壊して壊して壊しまくってやる」

「………ここではやりたくない。外に出ろ」

「分かったぜ」

　オオカミは外に飛び出して行く。

「典のり代よさん」

　呆ぼう然ぜんと座る典代の側にしゃがみ込むと、銀一郎ははっきりとした口調で言った。

「落ち着いて警察に電話をしてください。いいですね」

　ゆっくりと頷うなずく典代に、銀一郎は小さな声で囁ささやいた。

「僕のこの姿を見た時、悲鳴をあげないでいてくれたこと……感謝します」

　それだけ言い残し、銀一郎は満月の夜に飛び出して行った。




　激しくて、そして長い戦いだった。

　決着がついたのは、明け方だった。

　海が見下ろせる。銀一郎が絵を描いていたあの場所に、朝日に照らされる二匹のオオカミがいた。

　ぐったりと倒れるオオカミを、銀一郎は見下ろした。しかし銀一郎も無事とは言えない。体中はボロボロだ。いつ倒れたっておかしくない。

「どうしてだ？」

　オオカミが、かすれた声を上げた。

「これほどの力があるのに、どうして人間なんかに紛まぎれて生きている。どうしてこそこそ隠れている。どうして」

「それが一番、幸せに生きられる方法だからだ」

　銀一郎の言葉に、オオカミは吐はき捨てるように言った。

「馬ば鹿かな。それじゃこの爪と牙は何のためにあるっていうんだ」

「人を守るため……とは言わない。僕は正義の味方でも何でもないから。だけど、少なくとも人を襲うためのものじゃない。それだけは絶対だ」

「ぶひゃひゃひゃひゃひゃひゃ」

　オオカミは下品な声で笑った。

「何て言おうが、所しよ詮せん俺おれ達は化ばけ物ものさ。その気になれば簡単に人なんか壊こわせる爪つめと牙きばと力を持った化物さ。お前がたまたまそうでなくても、お前の息むす子こ、お前の孫まごが俺みたいになる可能性だってあるんだぜ」

　銀ぎん一いち郎ろうは悲し気にオオカミを見詰めてから尋ねた。

「オオカミの体だ。もうしばらくすれば動けるようになるだろう。これからもお前は人を襲うのか？」

「当たり前さ。それが俺の生き方なんだからな」

「…………やっぱり、君をこのままにはしておけないよ」

「止とどめをさそうってのか？」

　銀一郎は何も言わず、オオカミの脇わきに立った。そっと爪を振り上げる。

　しかし、それを振り下ろすことは出来なかった。

「所詮お前は飼かい犬いぬだよ」

　オオカミはせせら笑った。

「手て負おいの獣けもの一匹倒せないんだからな」

　オオカミが反動をつけて飛び上がり、その牙が銀一郎の喉のど元もとを狙ねらった。

　だけど銀一郎も負けてなかった。紙かみ一重ひとえでそれを避けると、最後の力を振り絞ってオオカミの腹に強烈な蹴けりを食らわした。

　オオカミはぶっとんで行き、崖がけの縁を飛び越えた。が、片手一本でなんとか崖にしがみつく。

「最後にお前の名前を教えてくれよ」

　オオカミが言った。

「俺おれと同じくらい強い飼かい犬いぬの名前を聞いておきたいんだ」

　銀一郎は静かに呟つぶやいた。

「駒こま犬いぬ、銀一郎」

　オオカミの摑つかんでいた岩面がぼろりと崩れ落ちた。

　目を見開いたオオカミが、落下を始める。反射的に銀一郎が手を伸ばすが間に合わなかった。

　オオカミの姿は海に消えた。水しぶきがたち海がざわめく。だけど一瞬のことだ。

　そしてまた静かな朝の時間が戻ってきた。
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　空を見上げた。明るいお月様が見えた。満月じゃないから別にどおってことない。

　屋根の上は涼しかった。こうやって座ってると、冷えた瓦かわらの冷たさがズボン越しに伝わってくる。

「あ、いたいた。こんなとこにいたんだ」

　唐とう子こがひょっこりと顔を出した。

「待ってて。今登るからさ」

　よいこらしょって窓から屋根の上へと上がる。まあ運動ウンチ君の銀ぎん之の介すけでも登れたのだ。陸上クラスマッチで女子のリレー選手に選ばれたほどの唐子に登れないはずないだろう。

「何してるの？　銀之介君」

「いや、考え事しててさ」

　銀之介はははって軽く息を吐はいた。

「恐こわいオオカミのこと……」

「あ、おじさんの話のことか」

　唐子も静かになった。

「そこ、座ってもいい？」

「ああ、でもお尻しり冷たくなるぞ」

「いいよ。アタシ女の子だから男の子の銀之介君よりはお尻の皮が厚いんだよ。それにアタシ面つらの皮厚くないからお尻の皮が厚いと思うんだ。だから大丈夫」

　よく分からない反比例法則持ち出して、唐とう子こは銀ぎん之の介すけのお隣によいしょっと腰を下ろした。

「初めて聞いたの？　銀之介君」

「ああ、初めて聞いた。父さんと母さんが海の見える場所で出会ったって話はずっと前に聞いてたけど、まさかあんなことがあったなんて」

　銀之介は重く息を吐はき出した。

「父さんの話を聞いてて思った。やっぱり僕達は危険な存在なのかなって。僕の爪つめと牙きばはやっぱり危あぶないのかなって。そんなこと考えたら悲しくなってきた」

「そんなことないよ！」

　唐子は大声で言った。

「銀之介君は、アタシが包ほう丁ちよう持ってたら恐こわいと思う？　それで銀之介君のこと傷つけるって思う？」

「いや、そうは思わないけど」

「それと同じだよ。アタシは、銀之介君が爪とか牙とか持ってたって恐くない。銀之介君が悪いことにそれを使わないって知ってるから。だから恐くない。たとえ銀之介君に角つのが生はえたって、背中からトゲが生えたって、口から火を噴ふいたって目からビーム出したって」

「おいおい、そりゃ怪獣だよ」

　銀之介は思わず苦笑した。どんよりしてた心もなんかいつのまにか晴れてた。

「なんかいろいろあって疲れたな。さ、さっさと風呂入って寝るか。今晩は泊まってくんだろ？　唐子」

「うん、おじさんもおばさんもその方がいいだろうって。もう家にはちゃんと電話かけといた」

「親おや父じさん。怒ってた？」

「ううん。全然。むしろ喜んでたよ。何でか分かんないけど」

「そっか、それならいいや」

　よいこらしょと立ち上がる銀之介に、唐子が言った。

「アタシは銀之介君を恐がったりしない。だから大丈夫だから」

「ありがとよ。唐子」

　照れくさそうに、銀之介は鼻の頭をぽりぽりと搔かいた。













　　　第五章　ピンチピンチピンチ










　　　　　１




　飯いい波なみ市にある一つの雑居ビル。その一室にその会社はあった。

『イーナケーブル』

　いわゆる地方ケーブルテレビ局なのだ。

　ローカルながらそれなりの視聴率を誇っている。

　お世せ辞じにも整理整せい頓とんが行き届いたとはいえない会社内の、同じく物が散乱してる席に、男はいた。

　机の上に足をどかんと載のせ煙草たばこを吸ってる姿は、ちょっとした暴君って感じだ。事実、顔もちょっと暴君っぽい。

　あんまり人の迷めい惑わくのことは考えない人種だろう。

「全く冗じよう談だんじゃねえぜ。昨日きのうはよ」

　映像企画部部長、郷ごう田だは煙草の煙と一緒に吐はき出した。

「面白くねえ」

　机の上にあった生なまぬるくなったビールを口にし、郷田が顔をしかめた時だった。

　机の上の電話がぷるぷると身を震ふるわせた。

「おい！　誰か……」

　室内には誰もいなかった。そういや昼の生放送に行ったんだと郷田は思い出した。

　仕方なしに、郷田は受話器を取り上げた。

「もしも～～し、こちらイーナケーブルですけど」

『おはよう。ご機き嫌げんはいかがかな？』

　受話器の向こうからくぐもった男の声が聞こえてきた。その声には聞き覚えがある。

「てめえは！」

　郷田は声を荒げた。

「この前ガセネタのたれこみをして来やがった奴やつだな」

『この間はすまなかったね。ちょっとした手違いが起こって。だが次こそ大丈夫だ』

「お前の言うことなんか信用出来ないね。あばよ」

　受話器を切ろうとする郷田の耳に、こんな言葉が飛び込んできた。

『贈り物をまだ見てくれていないようだね』

「贈り物？」

『ああ、確かに届けたはずだが。茶色の封筒だ』

　郷ごう田だは入り口付近の段ボール箱に目を向けた。郵便物はそこに入っている。

　ちょっとした好こう奇き心しんも覚えて、郷田は立ち上がると段ボールを覗のぞき込んだ。茶色の封筒はすぐに見つかった。他ほかに似たようなものはない。

　差し出し人の名前も住所も書いてない。ただの茶封筒。

　郷田はびりびりと破ると中身を外に出した。数枚の写真が零こぼれ落ちてくる。

「こいつは！！！」

　口をぱくぱくさせる郷田の後ろから、その声は響いた。

「どうだい？　よく撮とれてるだろ。毛むくじゃらの怪物が」

　郷田は振り向いた。さっきまで誰もいなかった窓際に、一人の男が立っていた。顔は見えない。フードを深くかぶってうつむいているから。

「誰だお前は」

「私が誰かなんて、そんなことはどうだっていいじゃないか。問題はその写真に写っている毛むくじゃらの怪物だ」

「教えろ！　こいつがどこにいるのか？　金なら払う」

「今夜十時、町外れのスクラップ車置場。そこに毛むくじゃらの怪物は現れる。十時ちょうどに来るのがいいだろう。それより早すぎても遅すぎてもチャンスは逃す」

「十時………だな」

「もし、そこにいたのが毛むくじゃらの怪物じゃなかったとしてもだ」

　男はこう切りだし、続けた。

「君らの手でたった一つのことをすればいい。それだけで毛むくじゃらの怪物を拝おがむことが出来る」

「それは何だ？」

　フードの男は、たった一つのことを小声で囁ささやいた。

「そんなことで……」

「いい映像が撮れることを祈っているよ」

　郷田は写真を見下ろした。紛まぎれもない毛むくじゃらの怪物だ。この写真だけでも特集が出来るほどの写りだ。

「お前は一体」

　郷田が顔を上げた時には、もう男の姿はいなくなっていた。ただ開いた窓だけが見えた。

「ただいま～～。ふ～～疲れた疲れた。あれ？　郷田さん。なに深しん刻こくな顔してるんすか」

　昼の生放送からどやどやと帰ってくるクルー達。

　郷田は睨にらみ付けるような瞳ひとみを向けると言った。

「おい、確か今夜生中継が入ってたよな」

「ええ、公民館の催しを少しだけ生中継するんですけど……それが何か」

「中継場所を変えるぞ」

「え～～～～どうして」

「つべこべ言うな！」

　郷ごう田だは怒ど鳴なりつけた。

「うまくいけば、とんでもないものが撮とれるんだからな」

「？？？？？」

　クエスチョンマークの海で溺おぼれるクルー達をそのままに、郷田はぐふぐふと笑った。

「とんでもないものがな」
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「銀ぎん之の介すけ君。いつまで眠ねむってるんだってば。もうお昼だよ。早く起きなってば」

　そんな声で、銀之介は眠りの畑から引っこ抜かれた。

「う～～～ん、もう少しだけ」

「もう少しだけじゃないよ」

　カーテンがビーって開かれる。眩まぶしいくらいの光が差し込んでくる。さらに、蒲ふ団とんがべって剝はぎ取られた。

「ほら、さっさと起きて顔洗って来る。お昼ご飯できてるんだから」

　起きたばっかでしょぼしょぼする目をこすって見る。見慣れた外ハネソバカスの少女がいた。

　寝ね惚ぼけ三〇〇パーセントで銀之介はのたまった。

「今日は会社休みなんだから。もう少し寝かせてくれたって」

「はぁ？　何寝惚けてんの銀之介君」

　完全無欠に呆あきれ返った声が飛んでくる。

「早くご飯食べに下りといでよ。片づけられないんだから」

　それだけ言って、外ハネソバカスの少女は出て行った。

　銀之介はしばしベッドの上でぼんやりしてた。どえりゃあまったり回ってる朝の脳味み噌そが、徐じよ々じよにだけど加速をつけていく。

「なんちゅう寝惚けしてたんだろ」

　銀之介は自分のお寝惚けの内容に思わず苦笑した。

「そっか、昨日きのうの昼間の想像がいけないんだな。あのせいで」

　でも、なんだかちょっと笑えた。寝惚けた自分の滑こつ稽けいさにも笑えるし、ちょっと幸せを感じてた自分にも笑える。

「いかんいかん。また唐子が叩たたき起こしに来る前にさっさと起きよう」

　一人ごちて、銀之介はベッドから立ち上がった。

　階段を下りると、テーブルに昼食が並んでた。いつになくすごい昼食だ。なんかぐちゃぐちゃしてるし。アトランティスの古代料理っぽい。

「これ、もしかして唐とう子こが作った？」

「あったり～～～。よく分かったね」

　感心する唐子に、銀ぎん之の介すけは思わず苦笑した。

「さ、食べて食べて」

「ありがたく頂いただくよ」

　銀之介は椅い子すに座ると、箸はしを握にぎり締めた。

「ところでみんなは？　見当たらないようだけど」

「おじさんは眠ねむってる。昨日きのうずっと起きてたみたいだから。おばさんは買い物に行ったの」

「母さんらしいな。どんな時でもペースを崩さないとこが」

　銀之介は小さく苦笑した。そんな銀之介に、唐子が言う。

「ねえ、箸握ったままなんだけどさ。そのまま化石になるつもり？」

「う………」

「早く食べてよ」

　唐子がせかすから、銀之介はぐちょっとした料理に手を伸ばした。

　相変わらずの、アトランティス料理の味がした。だけど一生懸けん命めいに笑顔を向ける。

「うん、なかなかうまいよ」

「ホント？　見てくれちょっと悪いから心配してたけど、やっぱり味は悪くないよね」

　唐子はからから笑ってから、さてとっとエプロンを外した。

「それじゃアタシ、一回帰るね。着替えとか持って来なくちゃいけないから」

「一緒に行くよ」

「いいってば子供じゃないんだから」

「駄だ目めだって。何かあったら大変だろ」

「分かった。それじゃお願いするよ。だけど」

　残ったアトランティスの古代料理をしっかり指差し、唐子は言った。

「ちゃんとご飯食べてからでいいよ」

　やっぱり逃げられないのねって、銀之介はちょっぴり落ち込んだ。




　銀ぎん一いち郎ろうは海の見える丘にいた。懐なつかしい場所。そう、あの場所だ。

「どうして私はこんなとこに……」

　小首を傾かしげていると、突とつ如じよ海がざわめき出した。

「よくも俺おれを海にたたき込んでくれたな」

　そんな声が轟とどろいた。

「ぶち殺してやるぜ！」

　水しぶきをあげて、オオカミが飛び出して来る。応戦するまもなく、オオカミの爪つめが銀ぎん一いち郎ろうに降り注いだ。

「うわああああ」

　そこで銀一郎は目を覚ました。

　いつもと同じ仕事部屋。そこのソファーに自分はいた。

「なんだ、すっかり眠ねむってしまったのか」

　銀一郎は額ひたいにたまった汗あせをぐいっと拭ぬぐった。

　ドアの近くに人影が見えた。眼鏡めがねをかけてないためぼんやりとした輪りん郭かくしか見えない。だけど見覚えのある輪郭だ。

「典のり代よか」

　銀一郎は手で眼鏡を探した。眼鏡がいつもの場所にない。ここでうたた寝する時にはここに置いてあるはずなのに。

　変わりに手に触ったのはマグカップの感触だ。

「モーニングコーヒーか。気がきくな」

　銀一郎はコーヒーをすすってから、再度眼鏡を探した。今度は見つかった。さっきまでなかったいつもの場所に、はっきりとした眼鏡の感触があった。

　さほど気にもせず、銀一郎は眼鏡を手に取ると装着した。

　クリアになった視界を見渡す。そこで、ぐったりと倒れる典代を見つけた。

「おい！」

　銀一郎は慌あわてて駆かけ寄った。息はあった。ただ気絶しているだけのようだ。

「一体何があったって」

　そう呟つぶやく銀一郎の首に、冷たい感触が押し当てられた。

「さわやかなお目覚めかい？　駒こま犬いぬ銀一郎」

「お前は……」

　ぐいっと首を締めつける力が強くなり、銀一郎は窒ちつ息そくした。

「おっと、変身しようなんて思うな。変身するなと判断したらその前に首をぶった切るからな」

　息の出来ない銀一郎に、オオカミはからかうように言った。

「あの時の娘むすめと結婚して幸せな生活を送ってるって訳か。うらやましいね。まったく」

　少しだけ、手の力が緩ゆるめられた。銀一郎は足りなくなってた空気を吸い込み、そして絞りだすような声で言った。

「あの時の復ふく讐しゆうに、私を殺そうって言うのか？」

「あの時の復讐だって？」

　オオカミはフンと鼻を鳴らした。

「違うな。確かに俺おれはお前に殺されかけたが、あの時のケンカは俺がふっかけたんだ。自分で売ったケンカに負けたからって逆さか恨うらみするほど俺は情けない奴やつじゃねえよ」

「それじゃ」

「あの時の復ふく讐しゆうじゃない。全すべての復讐だ。駒こま犬いぬの姓を持つお前らにな」

「どういう意味だ？」

　銀ぎん一いち郎ろうの問いには答えず、オオカミはにんまりと微笑ほほえみ言った。

「お前に一つだけ、証明して見せてやろう」

「何をだ？」

　尋ねる銀一郎に、オオカミは目を細め言った。

「俺があの時言った言葉。覚えてるか？　所しよ詮せん俺達は化ばけ物もの。お前がたまたまそうでなくても、お前の息むす子こ、お前の孫まごが俺みたいになる可能性だってある………そいつを証明してやるよ」

「何だと？」

「お前の息子、銀ぎん之の介すけか。あいつを俺みたいにしてやるよ。人を襲うオオカミに」

「ふん」

　銀一郎は鼻で笑った。

「馬ば鹿かな話だ。銀之介はどうしようもないくらい優しい奴やつだ。人を襲うなんて」

「確かに普通はそうなのだろう。だが今夜は特別な夜だろ？」

　銀一郎の目が見開かれた。唇くちびるがわなわなと震ふるえる。

「貴様ぁぁぁぁぁぁ」

　銀一郎が爆発するような勢いで変身した。そしてオオカミに強烈な足蹴げりをくらわす。

　さらに飛びかかろうとした銀一郎だけど、その体ががっくりと脱力する。

「どうしたと言うんだ」

「やっと利いてきたようだな。さっきのコーヒーに入れた薬がよ」

　オオカミの嘲ちよう弄ろうするような声が届いた。

「お前に邪じや魔まされるとせっかくの計画が台無しなんだよ。お前達夫婦には、事がすむまで大人おとなしくしていてもらうぜ。全すべてが終わるまでな」

「そんなことは……させない………絶対に……」

　銀一郎の意識はゆっくりと深いすりばちに吸い込まれていった。
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　雲一つない快晴って訳じゃないけど、天気はすこぶるよかった。三月の半なかば、吹いてる風はまだまだ冷たいけど、日差しは十二分に暖かい。春がすぐそこまでやってきてるってのがビンビンに分かる。

　そんな中を、銀ぎん之の介すけと唐とう子こは歩いていた。

　一度唐子の家に向かいそこで着替えやらをゲット。そしての帰り道だった。

「病院にでも寄るか」

　銀之介の言葉に、唐子はこっくり頷うなずいた。

「そうだね。漆うるし野の刑けい事じさん絶対にお見舞いとかなさそうだもんね」

　賛成した唐子だけど、こう付け加える。

「だけど長居しちゃ駄だ目めだよ。だって今夜は」

「そっか、そう言えば今夜か」

　銀之介はそう呟つぶやき、苦笑いした。

「大丈夫だよ。暗くなる前には帰るから」

　それから歩くことしばらく。漆野のいる病院に到着した。この辺りではかなり大きな総合病院だ。緊急も受け付けてる。

　昨日きのうのオオカミ強きよう襲しゆうの時、負傷した漆野はここに運ばれたのだ。

「あの、漆野さんの病室は？」

　受付で病室を教えてもらい、二人はエレベーターに乗った。

　五階にて、エレベーターが止まる。

「えっと、５０５だからそこだね」

　唐子が病室を指さした。

「行こ。銀之介君」

「あ、ちょっと僕、トイレ行ってくる」

　そわそわして銀之介が言った。

「ちゃっぷんちゃっぷん言っててさ」

「早く行っといで。アタシ先に病室にいるから」

「ああ、あとこれ頼む」

　お見舞いってことで歩いてる途中のスーパーで買った果くだ物もの缶かん詰づめ。それらががちゃがちゃ音たててるビニール袋を銀之介は唐子に手渡した。

「じゃ、行ってくる」

　といれといれといれと口ずさみながら、銀之介は廊下を走ってた。んでもって途中で看護婦さんに叱しかられてた。すんませんすんませんってペコペコ頭を下げてた。

「銀之介君らしいな」

　唐子はクスリって笑うと、５０５の病室に足を向けた。

「失礼しま～～す」

　こぢんまりとした個室、窓際にベッドがあった。蒲ふ団とんを頭からかぶった漆野がいた。

「漆野刑事さん。お見舞いに来たんですけど……」

「……ありがとう」

　くぐもった声が聞こえて来た。ちょっといつもと声が違うなって思ったけど、唐とう子こはさほど気にしなかった。

「これ、お見舞いの缶かん詰づめです。食べますか？　食べるんだったら今開けますけど。え～～と、パインにピーチにフルーツ三つ豆」

「今はいい」

「そうですか。それじゃここに置いておきますね」

　唐子はよいこらしょとビニール袋を脇わきに置いた。けっこう重いもんなのだ。缶詰ってば。

「一人かい？」

「銀ぎん之の介すけ君はトイレ行ってます。もうすぐ来ます」

「そうか」

「それより漆うるし野の刑けい事じさん。怪け我がは大丈夫なんですか？」

「怪我？　ああ、昨日きのうのか。別に大したことはないよ。心配はいらないさ」

「そうですか。よかった」

　ほっと息を吐はき出す唐子だけど、やっぱり気になる漆野の声だ。

「漆野さん。声おかしいですけど、どうかしたんですか？」

「痛み止めの薬のせいかな。どうも喉のどに力が入らないんだ」

「どうしてそんな風に蒲ふ団とんかぶってるんですか？」

「少し寒くてね」

「看護婦さん呼びます？」

「いや、いい。それより話してくれないか？　あの後何が起こったのか」

「そ～～だった！」

　疑問なんか華か麗れいにすっ飛ばして、唐子は早口に説明した。

「それで、その後で銀之介君のおじさんが話してくれたんです。昔あのオオカミと会ったことがあるって。あのオオカミが銀之介君のおばさんの家族を襲って。それでおじさんが戦って、あいつは崖がけから海に落っこちたって」

「あの辺りの海は見かけによらず海流が激しくてね。オオカミはそのままかなり遠くまで流されたんだよ。しかし天の助けって奴やつかな。たまたま近くを通りかかった船があってね。オオカミはその船にしがみついた。それで助かったんだ」

「……どうして……どうして漆野刑事さんがそんなこと知ってるんですか？」

「理由は簡単さ」

　蒲団を真っ二つに引き裂き、姿を現わしたのは紛まぎれもない、あいつだ。

「俺おれがそのオオカミだからだよ！」

　逃げ出す唐子の襟えり首くびをむんずと摑つかみ、オオカミは引き寄せた。

「単純な奴やつらだよ。俺おれが思った通りの所へのこのこ姿を現わすんだからな」

「漆うるし野の刑けい事じさんは」

「食っちまったさ！　って言いたいところだが、俺が来た時にはもうここはもぬけの空からだったぜ」

　ガッチャリと音がし、扉が開いた。

「お待たせ。どうも、漆野刑事さん。大丈夫で……」

　銀ぎん之の介すけは、病室内のものすんごい光景に一瞬言葉を失った。

「お前は!!」

「おっと、動くなよ。動いたらこの娘むすめの首をかっ切るからな」

「くっ」

　オオカミは、窓を開けると桟さんに片足をかけた。

「こいつは連れて行くぜ。返してほしければ今夜十時。町外れのスクラップ車置場に来い。お前がちゃんと来れば助けてやる。もし来なかったらこいつを壊こわす。めちゃくちゃにな。いいな！」

「今夜………」

「そうだ。今夜だよ。果たして来れるのかな？　満月の夜に」

　オオカミの腕の中で唐とう子こがもがいた。

「大人おとなしくしやがれ！」

　オオカミはそう叫ぶと、ハンカチのようなものを唐子の口元に押しつけた。

「！！！！！」

　もがいていた唐子がすぐに静かになる。瞼まぶたがゆっくりと下りた。

「病院ってのはいいな。こんなのが手に入るんだから」

　オオカミがぐったりする唐子を抱かかえ直し、銀之介に瞳ひとみを向ける。

「今夜十時。楽しみにしてるからな。きしししししし」

　オオカミは奥歯で笑うと、勢いよく窓から飛び出した。

「待ってるぜ！　銀之介！」

「待て！」

　銀之介が窓から顔を突き出した時には、もうオオカミの姿はなかった。

　銀之介は窓のへりを力一杯握にぎり締めた。血が出るくらい力一杯。

「行くさ」

　銀之介は力強く言った。

「唐子を助けなくちゃ」













　　　第六章　オオカミは月夜に笑う
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　頭が重い。ものすご……重い。重くて………痛い。

　唐とう子こは、重い頭をゆっくりと持ち上げた。

　視界がぼやけている。ここがどこなのかすら分からない。目を擦こすろうとするけど、手が動いてくれない。体が締め付けられるように痛い。

　徐じよ々じよに、頭の中が覚めていく。霧が晴れていくようにゆっくりと。

　そこは、車の墓場だった。どこなのかは検討がついた。町外れのスクラップ車置場。少し前まで自動車解体所があったけれど、不況の波に押し流されて倒産。半なかば夜逃げするようにいなくなった。その時からずっと取り残されてる車達が、うず高く積まれている。まるで自動車の墓場のようだ。

　その墓場の、くちはてた一台のワゴン車の上。そこに突き立てられた数本の鉄パイプ、そこに縛しばり付けられていた。

「そ～～だ、アタシは確か病院であのオオカミに捕まって、それで口にへんな布を押しつけられて意識が遠くなって」

　一応暴れてみたけど、やっぱり無む駄だだった。唐子の力ごときじゃ紐ひもは切れる気配も見せてくれない。

　もがいてた唐子は、ふとその動きを止めた。さっきから自分に降り注ぐ光に気がついたのだ。

　空にぽっかりと浮かぶまん丸い月。こんなにも明るい月夜は珍しいだろう。一年中待ち続けたってそうあるもんじゃない。

　自分の境遇を忘れ満月に見とれている時だ。声がかけられる。

「いい満月だろ。こんな月夜はそうないもんだぜ」

　キッと首を動かす。少し離れたとこに積まれた廃車の塔とう。そこの天てつ辺ぺんに、フードをかぶった男がいた。顔は見えないけど、それが誰かなんて分かる。

「目が覚めたかい。お嬢さん」

　フードの口がこちらを向いた。そこから顔を覗のぞかせてるのは紛まぎれもない。あのオオカミだ。

「どうだ？　銀ぎん之の介すけは来ると思うか？　この満月の夜に。自分がおかしくなるってこの満月の日に、お前を助けるために来ると思うか？　どっちだと思う」

　唐子は固く唇くちびるを嚙かみ締めた。唐子には分かってた。銀之介が来るってことを。

　どんなに自分が追い込まれてる状況でも必ず来るってことを、知っていた。

「あんたは、あんたは一体何がしたいの！　何のためにこんなことすんの！　何のために銀ぎん之の介すけ君を！」

「復ふく讐しゆうさ。駒こま犬いぬという名前に対するな。俺おれをこんなにした駒犬に」

「こんなにしたって、別に銀之介君のおじさんと戦う前からあんたって悪いオオカミじゃん！　人のせいにするなんて男らしくないよ！」

　ぎゃーすか喚わめき立てる唐とう子こに、オオカミは楽し気に鼻を鳴らした。

　そして、穏おだやかな声でこう言った。

「駒犬銀ぎん一いち郎ろうは変身してオオカミになる。駒犬銀之介も変身してオオカミになる。普段は人間だ。そうだろ？」

「……そうよ。そうに決まってるじゃない。あんただって」

「違う。俺は違うんだ。俺は最初からオオカミなんだよ。生まれた時からな」

「………え？」

「お前もオオカミ人間と仲良くしてるなら聞いたことがあるだろう。わんわん病って名前を」

「わんわん病……もとに戻れない病気」

「そう。そして、俺は生まれた時からわんわん病なんだよ。治療法はないんだ。死ぬまでこの姿。人間の姿になるのは死後のみ。そんな俺を、家族はどうしたと思う？　人目を避け、こっそりと生きることを選択していた家族は俺をどうしたと思う？」

「……………」

「俺を人目のつかない所に預けた。山奥にある本家だった。そこの連中も、こそこそ生きることを生き甲が斐いとしてるような連中でよ。俺を閉じ込めやがった。光すら見えない土ど牢ろうだぜ。そんなとこで十五年も生きれば、ここだっておかしくなるさ」

　爪つめで自分の頭をつんつんとこずく。

「十五の時、俺はそこから逃げ出した。オオカミとして生きることにした。まさか偶然に出会ったオオカミが、駒犬だったとはな。聞いた時は驚いて手に力が入っちまったぜ。そのせいで岩がくずれ俺は海に真まっ逆さか様さま。笑っちまう話さ。もっとも、あいつは気がついてなかったみたいだがな。俺たちの体には同じ血が流れてるってことに」

「それじゃ、それじゃもしかしてあなたは」

　唐子がかすれた声を上げた。オオカミがにんまりと微笑ほほえむ。

「感づいたかい。俺の苗みよう字じも駒犬ってんだ。毛の色が同じなのはそのせいさ」

　衝しよう撃げきの真実に、口をパクパクさせる唐子。

　オオカミは静かに言った。

「俺のささやかな復讐。あいつを、銀一郎の息むす子こ、銀之介を俺と同じにしてやる。この満月の力を借りてな」

　オオカミの片かた眉まゆが釣つり上がった。口元が歪ゆがむ。

「ヒーローのお出ましのようだぜ。時刻は少しだけ早いな」

　オオカミが鼻先を動かした方向に、唐とう子こは目を向けた。

　ゆっくりと歩いてくる銀ぎん之の介すけが、瞳ひとみに映った。オオカミにはなっていない。ごく普通の人間の姿。

　その瞳には、夏のプールで使われるゴーグルが装着されていた。

　マジックで色を塗ぬったゴーグルだった。
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「なるほど、そう来たか」

　オオカミは感心したように鼻息を漏もらした。

「てっきりサングラスあたりで来るとは思ってたが、なるほど、それなら多少動いても外れないってことか」

「唐子を離せ！」

「心配すんなよ。約束通り、この娘むすめは壊こわさずにいてやる。ただ、お前にはオオカミになってもらいたいんだよ。強くて凶きよう暴ぼうで性しよう悪わるなオオカミにな」

　がちがちとオオカミは爪つめを鳴らした。

「そんなゴーグルなんぞ、俺おれが引き千ち切ぎってやる」

　その時だった。オオカミが大きくふっ飛ばされたのは。

「ぐわあ！」

　すたっと銀之介の隣に降り立ったのは、眼鏡めがねのオオカミ。銀ぎん一いち郎ろうだ。

「父さん！　どこ行ってたんだよ！」

「すまんな。まんまとあいつにしてやられて、母さんと一緒に閉じ込められていた。あの破は天てん荒こうな警察の人。なんて言ったっけ、ほら、かぶれると大変そうな」

「漆うるし野の刑けい事じ！」

「そーそー、その漆野さんに助けてもらったんだ。ここの場所はお前の置き手紙で……」

　銀一郎はそこで一瞬間まを置き、瞳ひとみをするどくした。ぶっ飛ばしたオオカミが這はい上がって来るをの瞳に映したからだ。

「銀之介。お前は早く唐子ちゃんをつれて安全なところへ。そして朝になるまで潜ひそんでいろ！」

「でも……」

「ここは私がやる！　この状況でお前までおかしくなったらもともこもないんだ！　いいな！」

　銀一郎は早口にそう言うと、オオカミに突っ込んで行く。

「私が相手だ！」

　二匹のオオカミは、激しくぶつかりあいながら遠くへと姿を消して行った。

「そうだ、唐とう子こだ。唐子！」

　銀ぎん之の介すけは車によじのぼると、唐子んとこへやって来た。

「唐子。大丈夫か？」

「銀之介君………来てくれるって思ってたよ」

「当たり前じゃないか」

　へへって笑ってから、銀之介はロープに手をかけた。

「待ってろ！　今解いてやるからな」




「息むす子こを助けるために飛び込んでくる父親か。美しい。美しい家族愛だ。泣かせるねえ」

　銀ぎん一いち郎ろうの猛もう攻こうを避けつつ、オオカミが言った。

　拳こぶしと蹴けりの空中コンボが途切れる隙すきを見て、オオカミの蹴りが銀一郎を襲う。だが確実に両腕でガードする。

　両者は距離を開け一時着地した。

「親おや父じが、死ぬ前に私だけを呼んで言ったことがある」

　銀一郎が、拳こぶしは固めたまま口を開いた。

「ほぉ、何をだ？」

「私には、双ふた子ごの弟がいたって」

　オオカミは何も言わなかった。ただ黙って目を細めた。

「生まれた時からオオカミの姿だったその子を育てる訳にはいかない。親父はおふくろにその存在すら秘密にしその子を山奥の本家に預けた。たまに親父だけが会いに行ってたらしい。だけど、ある日、本家から死んだって報告があった。逃げ出し沼に落ちて死んだと」

「……………………」

「でも、その時から思ってた。オオカミ人間が、たかが沼に落ちたくらいで死ぬのかって。実は生き延びてるんじゃないかって」

「……………………」

「もしかしてお前は………お前は………銀ぎん次じ郎ろうなのか？」

「そんな名前は知らねえな」

　オオカミは真赤まつかな舌したをぴろぴろさせ言った。

「そんなことより、自分の息子の心配でもするんだな」

「何だと？」

「もう時間になった。そろそろ来ている頃だぜ。馬ば鹿かな人間共がな」

　オオカミは牙きばを剝むき出し壮そう絶ぜつな笑みを浮かべた。

「奴やつらは、自分達の手でオオカミを目覚めさせるだろうよ」

「どういうことだ？」

「くっくっくっく、はーっはーっはーっは」

　オオカミは笑った。満月に向かって笑いを響かせた。

「どっちだっていいだろ。明日あしたの朝になれば分かることなんだからな。邪じや魔まされないようここでお前を叩たたく。確かめたければ俺おれを倒すことだな」

「うおおおおおお」

　銀ぎん一いち郎ろうが突っ込んでくる。

　二匹の戦いが再開した。




「よかった。やっと解けたぞ」

　悪戦苦闘のすえ、なんとかロープを解いた銀ぎん之の介すけは額ひたいの汗あせをぐいっと拭ぬぐった。

「さ、行こう。唐とう子こ」

「うん、銀之介君」

　朽くちた車の屋根から飛び降り、出口に向かって走り出そうとした時だ。一台の車がこちらに向かって走って来る。イーナケーブルって書かれた大きなワゴンだ。

　車は銀之介らの近くまで来るとその足を止めた。

　車からぞろぞろと男達が下りてくる。記憶の糸に引っかかってる。そうだ、股もも引ひき組の事務所で待ち構えてたあの撮影隊の皆様だ。

「郷ごう田ださ～ん。やっぱり毛むくじゃらのオオカミなんていないじゃないすか。早く公民館行きましょ～よ。まだ間に合うかもしれないから」

　そう声を張り上げる下したっ端ぱっぽい男を、顔の恐こわい男が怒ど鳴なりつけた。

「馬ば鹿か野や郎ろう。まだ終わりじゃねえんだ」

「と言うと？」

「あのたれこみをしてきたフードの男がこう言ったんだ。もし毛むくじゃらの怪物がいなくても、そこにはおそらくサングラスか何かをした若い男がいるってな。そのサングラスを取ってみろって」

　男は銀之介に目を向けた。

「おい、坊ぼう主ず。その顔につけてるもんを取ってくれねえか？」

「ちょっとちょっと何なんですか！　あなた達は！」

　唐子が銀之介をかばうように一歩前に歩き出た。

「何つけてたって人の勝手じゃないですか。そんなこと命令する権利なんて神様だってありません！」

「黙ってろ。おい」

　郷田と呼ばれてる男は顎あごで指さし図ずした。何人かの男が銀之介に飛びかかった。

「あ！！！！」

　必死に暴れる銀ぎん之の介すけだけどたちまち押さえつけられる。

「銀之介君！」

　助けようと飛び込む唐とう子こだけど多た勢ぜいに無ぶ勢ぜい。同じく押さえつけられる。

「あんたらこんなことして無ぶ事じにすむと思ってるの！　警察に訴えてやるから！　水中眼鏡めがねを無理矢理外すなんて行為はね、水着を無理矢理剝はぎ取るのと同じ行為なのよ！　破は廉れん恥ちよ破廉恥！　破廉恥罪よ！　牢ろう屋やに入りたくなかったらすぐに銀之介君を離して……」

「おい、そのうるさい小こ娘むすめ黙らせとけ」

　唐子の口に丸めたタオルか何かかが突っ込まれた。声は出せない。しかもむせる。息苦しくて地獄の苦しみだ。涙だって滲にじんでくる。

「おい、ゴーグルを外せ」

　容よう赦しやなくゴーグルが外された。何も変化は起きない。

「郷ごう田ださん。やっぱこれもガセネタだったんすよ。第一こんなゴーグル外して一体何が」

「ちょっと待て。そいつ、目つむってるだろ」

「あ、本当だ」

「そいつが満月を見たらどうなるんだろうな」

「そんな、オオカミ男じゃあるまいし」

「黙ってろ！」

　一発怒ど鳴なりつけると、郷田は押さえつけられる銀之介の前にしゃがみ込んだ。

「昔はでっかいテレビ局のプロデューサーをやってたんだぜ、俺おれはよ。ただちょっとした失敗で首切られて、こんなちんけな地方ケーブルテレビにおさまった。だけどよ、一発すっげえスクープ映像をものにしたら、いつだって返り咲けるんだ」

「………」

「悪いな。坊ぼう主ず。別にお前に悪気があるって訳じゃないんだ。ただな、スクープの可能性は一応試しておかないとな。安心しろ、ジュースの一本くらいおごってやるからよ」

　郷田の手が銀之介の目許に伸ばされる。

「止やめた方がいい」

　しっかりと目をつむりながら、銀之介は言った。

「あんた達のために言ってるんだ。止めた方がいい」

「残念だな。そう言われると余計に見てみたくなるんだよ。俺らみたいな人種はな」

　郷田の指が銀之介の瞼まぶたを引っ張った。

「観念しろ！　おいこら！」

　必死に瞼に力を込めたけど、力ではかなわなかった。

「止めろコラ！　僕に満月を見せるな！」

　抵抗むなしく、銀ぎん之の介すけの瞳ひとみは開かれた。

　その瞳に満月がしっかりと映る！

「あ！！！」

　銀之介の瞳が見開かれた。ぽっかりと口が開き、体がわなわなと痙けい攣れんを始める。

「ちょっと郷ごう田ださん。やばいんじゃ」

「馬ば鹿か！　よく見ろ！　こいつの体を！！！」

　郷田が興奮した声で叫んだ。

「すぐにカメラを回せ！　生放送だ！　この映像をテレビに流せ！　大騒ぎになるぜこれはよ！」




　風呂上がりの倉くら地ちはゴージャスな部屋で爪つめのお手入れをしていた。音がないと寂しいから何気なくテレビをつけていた。

　チャンネルはケーブルチャンネル。適当につけたらここが出たのだ。何やら地域ニュースを放送してる。この安っぽさがなんか安心する。

「それでは、ただいま公民館で行なわれているステンドグラス教室の模様を生中継でお送りする………予定でしたが……」

　アンカーやってるお姉さんにメモが脇わきから手渡される。

「何かよく分からないんですけど、衝しよう撃げきの映像だそうです。私も何だかよく分かんないんですけど、とりあえずご覧らんください」

「何だかよく分からない衝撃映像？」

　倉地は何気なく首を動かした。

「あれ、駒こま犬いぬ君じゃない」




　三みつ石いし小こ夏なつは居間で寝っ転がって本を読んでた。もちろん不思議って文字が題名に入ってる本だ。部屋にあるだけでも恐こわい表紙してるし。

『衝撃の映像』

　その言葉に小夏の眼鏡めがねがキラリンと光る。

「やれやれ」

　またかって感じに、小夏の両親は嘆息した。

「一体誰に似たんだか」

　そんなぼやきなんて気にもせず、小夏はぐるぐる眼鏡でテレビを見つめた。

「あ、駒犬先せん輩ぱいじゃないですか」




「この新発売のみそ味チョコレートって何か微妙よね。甘あまいのか辛からいのか分かんない味してるし」

「ホントホント。こんなのおいしいって思う人って絶対脳味み噌そ麻ま痺ひしてるよね」

　なんて会話してるユミとマユの二人の脳天に、鋭いチョップは決まった。

「悪かったわね。脳味噌麻痺してて」

「キミ先せん輩ぱい！　いらっしゃったんすか？」

「って言うか、この味好きなんすか？」

　ユミとマユは無言で見つめ合い瞳ひとみで会話した。

「実は、微妙な中にも味わい深いもんがあると思ってたっす。さすがキミ先輩。この味が分かるなんて」

「ほんとほんと。日本人の味がするっす」

　二人がごりごりゴマするのを聞いて、季き美み恵えはフンって鼻を鳴らした。

「あんたらももう卒業でしょ。奇き跡せき的に留年しなかったから。どうしてるかと思って様子見に来たんだけど。相変わらずのよ～ね」

「こりゃどうも。てへへへ」

　ユミとマユはてへへって笑った。

「とりあえずど～ぞど～ぞ。狭せまい家ですけどゆっくりしてってくださいよ。テレビでも見ますか？」

　ユミがテレビのスイッチをポチリと押した。

「こいつ、鮫さめエサ男じゃない」

「本当だ」

「本当っすね」




「早く……逃げろ……」

　うずくまり、必死に込み上げてくる何かと戦いながら、銀ぎん之の介すけは叫んだ。

「逃げろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ!!」

　張りつめていたものが、プチンと途切れた。次の瞬間、押さえつけてたもんが体の中で爆発した。

　一気に飛び出る爪つめと牙きば。獣けものの毛並み。とんがった耳。

「ぐおぉぉぉぉぉぉぉぉぉん！」

　下腹にずしんと響く声で、満月に向かって吠ほえる。

　銀色の毛並みのオオカミだった。




「………………………マジマジ？」

　倉くら地ちの手からマニキュアの小こ瓶びんが落っこちた。

「吸きゆう血けつ鬼きがいるからオオカミ男もいるかななんて思ってたけど、やっぱいたのね」







「ワイルドウルフ様は、駒こま犬いぬ先せん輩ぱいだったんですね！」

　小こ夏なつの眼鏡めがねがきらきら光った。

「ちょっとイメージ崩れますけど。でもいいです！」




「カッチョマン30号様……」

　季き美み恵えがうっとりとした瞳ひとみで言った。その隣でユミとマユはしっかり埴はに輪わになってた。

「ユミ、あんた信じられる？」

「マユ、あんたは？」

　お互いでお互いのほっぺたを思いきりつねった。

「いたあい」




「あ！　銀ぎん花かちゃんのお兄ちゃんだ！」

　国くに渡わたり桃もも花かもたまたまこの映像を見てた。

「すっごいな。テレビに映ってる!!」

　テレビに向かって手を振る桃もも花かの両脇わきで、両親が仲良く埴はに輪わになってた。
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「すごいぞ！　こんな映像を収めた奴やつは世界で俺おれが初めてだ」

　一人でうかれはしゃぐ郷ごう田だを、銀ぎん之の介すけ、いやワイルドウルフはぎろりと睨にらみ付けた。

「やかましいぞボケ」

「え？」

「やかましいって言ってんだ！」

　オオカミの拳こぶしが、郷田の顔面にヒットした。そのまま郷田はぶっ飛ばされて大地に叩たたき付けられる。

「てめえらいい度ど胸きようしてるな。俺様にちょっかい出すなんてよ」

　ワイルドウルフは残った男達を見つめペロリと舌した舐なめずりをした。

「死刑決定だな」

　この時になって、撮影隊は自分達がとんでもないもんを目覚めさせてしまったってことに気がついた。

「ひぃぃぃぃぃ」

　男達は逃げ出した。だけどカメラを持った男だけが一人出遅れた。

「おい、待ってくれよ」

　慌あわてて足を動かすけど、何かにつまづいて転ぶ。

　立ち上がろうとする男の目の前で、カメラが獣けものの足に踏ふみ潰つぶされ砕くだけ散った。

「お前から血祭りにあげてやるぜ」

「ひぃぃひぃぃ」

　抜けた腰で必死に後ずさりする男に、ワイルドウルフは楽し気に呟つぶやいた。

「地獄で後悔すんだな」

　ワイルドウルフが飛びかかろうとしたその時だ。誰かが立ちはだかった。

　ワイルドウルフはフンと鼻を鳴らし、面白くなさそうに言った。

「なんだよ。うどん娘むすめか」




　銀ぎん之の介すけ君を止めなくちゃ。銀之介君を止めなくちゃ。銀之介君を止めなくちゃ。

　変身してゆく銀之介を見つめながら、唐とう子こは何度も何度も頭の中でそう繰り返した。

　唐子が一発ぶちゅって出来れば全すべては終わる。そして目隠ししてしまえば。

　だけど、いつになく明るい満月を見たせいだろうか？　今日のワイルドウルフはいつにも増して凶きよう悪あくっぽい。果たしてそんなスキを見せてくれるだろうか？

　作戦を練っている時間はなかった。気がついた時にはもう一人が窮きゆう地ちに追い込まれてた。

　何も考えず、唐とう子こは無意識のうちに飛び出していた。




「どけよ。うどん娘むすめ。邪じや魔まなんだよ」

「どかない！　絶対にどかない！」

　唐子はきっぱりと言い切った。ワイルドウルフの目をしっかと見み据すえて。

「どいたらあの人を襲うでしょ。そんなことさせない」

「いい加減にしろようどん娘。なんだか今日の俺おれはすっげええむしゃくしゃしてんだ。とくにここにいた男達にはな。八つ裂きにしてやりたい気分なんだよ」

　ワイルドウルフは牙きばを剝むき出した。

「お前は黙ってどけばいい。心配すんな。お前だけは助けてやるからよ」

「やだ！　どかないって言ったらどかない」

「お前、俺おれ様が恐こわくないのか？」

　ワイルドウルフが凄すご味みのある声で言った。

「この爪つめと牙を使えば、お前なんざ一瞬でハンバーグ用のミンチにすることだって出来るんだぜ」

「恐くなんかないよ。だって銀ぎん之の介すけ君だもん」

「違う！　俺様はワイルドウルフだ！」

「違う！　銀之介君だよ！」

　唐子は力一杯に叫んだ。

「アタシ、考えたことがあるの。ワイルドウルフって何なんだろって。最初は銀之介君じゃない何か別のもんだと思ってた。でも銀之介君なんだよ」

　唐子は唇くちびるを嘗なめ、続けた。

「今だってほら、さっきの男の人達に対してすっごくむしゃくしゃしてるって言ったでしょ。それは銀之介君が酷ひどいことされたからだよ。銀之介君の心なんだよ。デパートの壁に大きな絵を描いた時だってそうだった。銀之介君がやりたかったことなんだよ。いつだってそうなんだよ。ただ、優しすぎる銀之介君がいっつも我慢してる心が、満月を見た時だけ暴走しちゃうんだよ。中身は同じ銀之介君なんだよ」

「黙れ黙れ黙れ黙れ！」

　ワイルドウルフは唐子の服のえりんとこを摑つかむと、ぐいっと引き寄せた。

「今後、一度でも俺様のことを銀之介なんて名前で呼んでみろ！　その首ぶったぎってやるからな！」

「何度でも呼んであげるよ。銀之介君銀之介君銀之介君！」

「てめえ！」

　ワイルドウルフの爪が唐子の首に当てられる。だけど唐子はひるまなかった。ぐいっとワイルドウルフ見つめたまま言った。

「やれるもんならやってみなよ」

「やってやるさ。やってやるよ。俺おれ様は最強の野や獣じゆうなんだ。こんなことくらい」

　だけど、ワイルドウルフの爪つめは一ミリも動かなかった。

「ほら、やっぱ出来ないんだよ。だって銀ぎん之の介すけ君なんだから」

「違う！　俺はワイルドウルフだ。人間どもを震ふるえ上がらせる最強のオオカミだ！」




「く、くそったれが」

　郷ごう田だは鼻を押さえて立ち上がった。鋭い痛みは断続的に襲ってきている。鼻の骨がおしゃかになったのは間違いないだろう。

「こんなスクープを前に、いつまでも眠ねむってられるかってんだ」

　幸いにして、毛むくじゃらの怪物の注意はこちらには向いていない。何やら娘むすめと言い争いをしているようだ。

「車に戻ればハンディカメラがある。あれで全部を収めてやる。全すべてをだ」

　体を引き摺ずるようにして、郷田は車に戻った。運転席に乗り込む。すぐ隣の助手席に置いてあったカメラを手早く操作し手に握にぎり締める。

「いたいけな少女を襲う怪物。こいつはいい。そんな映像だったらテレビ局はいくらでも金を出す」

　だが、郷田の予想とは反し毛むくじゃらの怪物はいつまでたっても娘を襲いはしなかった。

「何やってんだよ」

　いらついた郷田が腹立ち紛まぎれに拳こぶしで膝ひぎを叩たたいた。それがマズかった。たまたま手はカーステレオに触れる。けたたましいラジオの音が車内に流れる。

「やば！」

　気づかれた！　と郷田は判断した。スクープ映像はモノにはしたいが、さすがに命と天てん秤びん計りにかければ命の方が重い。

　郷田は逃亡を試みた。エンジンをかけギアをバックに入れて思い切りアクセルを踏ふみつける。

　しかし、あせる筋肉は正常な動きをしてくれなかった。ギアはバックには入っておらず、車は一気に前進する。毛むくじゃらの化ばけ物ものと娘めがけて突っ込んでいく。

「ああああああああああああぁぁぁぁ」

　どんがらしゃんしゃんしゃん。

　激しい衝しよう撃げきに、郷田は意識をぶっ飛ばした。




　車がすごい速度で突っ込んでくる。思わず目を閉じた。だけど、衝撃はなかった。

　唐子はゆっくりと目を開けた。開ける前から分かっていた。頰ほおに当たるさわさわとした毛並みの感触で分かっていた。そして、それは正解だった。

　ワイルドウルフに、唐とう子こは抱だきかかえられていた。

「やっぱり銀ぎん之の介すけ君だよ」

　唐子はにっこり微笑ほほえんだ。

「違う！」

「それじゃどうしてアタシを助けてくれたの？」

「それは……」

　言葉を詰まらせるワイルドウルフに、唐子は優しく言った。

「中身は銀之介君なんだよ。普段我慢してるとこが出ちゃってるだけ。それだけなんだよ」

「俺おれは………俺は………」

　ワイルドウルフは頭を抱かかえるとしゃがみ込んだ。

「俺は……………………僕は………」

　ゆっくりと頭を上げる。ぎらぎらとした瞳ひとみの色はもう消えていた。

　ぞろりとそろう牙きばが、その名前を口にした。

「唐子………」

「銀之介君！」

「なんでだよ。なんでこんな危あぶないこと」

「言ったでしょ。銀之介君のこと絶対に恐こわがらないって」

　そう言うと、唐子は銀之介の頭をぎゅっと抱だきしめた。

「お帰りなさい。いつもの銀之介君」

　時がゆっくりと流れるような、そんな一時だった。

　しかしそんな時も、長くは続かなかった。

「まさか、こんなことになろうとはな」
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「こんなことなら、さっさと嚙かみ砕くだいておくべきだったぜ。小こ娘むすめ」

　オオカミがうず高く積まれたスクラップ車の上に立っていた。

「くっ！」

　銀之介は唐子をかばように身構えた。

「父さんは？」

　銀之介の言葉に、オオカミはフンと鼻を鳴らした。

「殺しちゃいねえよ。しばらく動けないようにぶちのめしてきただけさ」

　車の塔とうから飛び降りたオオカミは、二、三度回転して銀之介の少し手前に着地した。

　そして、鋭い瞳ひとみで銀之介を見つめながら言った。

「銀ぎん之の介すけ。俺おれと一緒に来ないか？」

「何だと？」

「俺と一緒に来れば、何にも縛しばられはしない。食いたい時に食い、暴れたい時に暴れられる。誇りと尊厳に満ちたオオカミの生き方が出来るぞ。飼かい犬いぬとは違う存在になれるんだ」

　毛むくじゃらの腕が伸ばされる。

「満月を克服したなら覚えているだろ。あの興奮を。胸の高鳴りを。爪つめを振るう度に走った快感を。それをこれからも毎日味わい続けることが出来るんだ。どうだ？」

　伸ばされた手に、銀之介は手を伸ばそうとはしなかった。

「確かに……気持ちいいさ。だけど、あんなもんが誇りと尊厳だって言うなら、僕はドブに捨ててやる」

　銀之介は、しっかりとした口調でまくしたてた。

「オオカミ人間だけど、みんなと仲良く生きてくことが僕の誇りだ。人に迷めい惑わくをかけずに生きてくことが僕の誇りだ。この爪と牙きばを使って、好きな子を守ること、それが僕の、誇りなんだ」

「そうか。一緒には来ないか」

　伸ばした手を、オオカミはゆっくりと下ろした。

「残念だぜ。いい素質を持ってると思ったんだがな。本当に残念だ」

　オオカミの瞳が燃えた。牙を剝むき出しぎちぎちと鳴らす。

「獣けものの誇りを忘れたオオカミに生きる価値はない。俺の手であの世へ送ってやる。銀之介！」

「来い！」

　戦いの火ひ蓋ぶたが一気に切って落とされた。




「銀之介君！」

　激しくぶつかり合いながら姿を小さくしていく二人。追いかけようと走る唐とう子この肩ががっちりと押さえられる。

「漆うるし野の刑けい事じさん！」

「行かない方がいい。君が行ったら、駒こま犬いぬ君が不利になるだけだ」

「でも、あのオオカミは銀之介君のことあの世に送るって」

「そうしなければいられないんだろうな」

　漆野は、悲しげな色を瞳ひとみに浮かべた。いつもの破は天てん荒こうで悪賢がしこい彼からは想像出来ない光。

「とにかく、駒犬君は大丈夫だ。もう彼らが向かったからだ。君はここで私と一緒に待つ。それが一番なんだ」

「彼らって……」

　漆野は今度も何も答えなかった。ただポケットから取り出した煙草たばこに火をつけた。

「我が慢まん出来なかったんだろうな。一緒にこの世に誕生したのに、自分は閉じ込められ獣として生きることを余よ儀ぎなくされた。方かたや、結婚し幸せな家庭を作っている。だから奪いとりたいんだろう。銀ぎん之の介すけ君を……」




「がるるるるるるるるるる！」

　オオカミの爪つめが銀之介の喉のど元もとをかすった。紙かみ一重ひとえでそれを避けると、銀之介は強烈な足蹴げりを繰り出す。

　浅いヒット。しかし次に飛んできたのは強烈な拳こぶしの一撃だった。

　銀之介の体が、軽く二、三〇メートル吹っ飛ばされた。

「まだまだだな銀之介。そんなものじゃ俺おれは倒せんぞ」

　オオカミが笑いながらやって来る。

「くそっ！」

　銀之介が飛び上がった。そのままオオカミの頭上から襲いかかる。

「甘あまい！」

　オオカミの強烈なサマーソルトが、銀之介の頭を直撃した。

　積み上げられた廃車に突っ込む。強烈な衝しよう撃げきに、そのまま意識を失いかける。視界がぼやける。

　きっと頭ず蓋がい骨こつの中で目の玉が弾はずんでるんだなってこんな状況ながら銀之介は思った。

　不明瞭な視界の中、毛むくじゃらが近寄ってくるのが見える。

　おそらく、動けない銀之介に止とどめをさすつもりだろう。

　体を動かそうとするが、体に残ってるダメージは大きかった。これでは俊しゆん敏びんな動きなんてどだい無理な話だ。

「こいつで最後だ！」

　オオカミが襲いかかってくる。大口を開け銀之介の首筋めがけて突っ込んでくる。

　最後のカケだ！

「おりゃああああああ」

　銀之介は渾こん身しんの力を込めて、背中の廃車を摑つかみ身をかがめた。まるで柔じゆう道どうの一本背負いのように廃車を投げつけたのだ。

「くっ！」

　空から迫るスクラップ車に、オオカミが驚きの声を上げる。なんとか両腕でガードする。

「ふざけんな！」

　オオカミはスクラップ車をそのまま両腕の力で跳はね飛ばした。次の瞬間だった。銀之介が態勢を低くし飛び込んでくるのに気がついたのは。

「何だと！」

　慌あわてて両腕をガードに回すが、ほんの一瞬だけ遅れた。オオカミの足下まで来た銀之介は、きりもみ回転しながら力一杯飛び上がった。

「どりゃぁぁぁぁぁぁ！」

　どげどげどげどげどげどげどげ！

　オオカミの体に無数の蹴けりが食らい込んだ。

　はるか上に跳はね上げられ、そしてオオカミの体は大地に落ちた。

　仰あお向むけのまま、オオカミは動かなかった。

　体を引き摺ずるようにして、銀ぎん之の介すけはオオカミに歩み寄った。

「強いな。飼かい犬いぬのくせに強いな。銀之介」

　オオカミが目を細めた。それまでとは少しだけ違った、不思議な色をたたえていた。

「お前は、これからも人を襲い続けるんだろ。だからこのままにはしとけないよ。このままには」

　銀之介は爪つめを立てた腕をかまえる。だけど、動かすことは出来なかった。

「同じだな。銀ぎん一いち郎ろうと同じ甘あまちゃんだ」

　オオカミはほくそ笑んだ。

「それが飼犬が超えられない境界線なんだよ！」

　オオカミの足払いが、銀之介にがっちと決まった。倒れる銀之介をオオカミは思いきり蹴飛ばした。

　スクラップした車の集合体。いわゆる四角い鉄の塊かたまりに、銀之介は減めり込んだ。がっちりと鉄が食らいつき、動くことすら出来ない。

「どうやら、これで終わりのようだな。銀之介」

　顔を上げると、オオカミがすぐ目の前まで来ていた。

「今のお前じゃ、そこから抜け出すことも無理だろう」

　それが事実だってことはよく分かってた。反論する気にもなれない。

「ゲームオーバーだぜ。銀之介」

　オオカミが爪つめをかちかちと鳴らした。

「死ぬ前に教えてやるよ。俺おれはお前の……」

　オオカミが囁ささやいた言葉に、銀之介の目が見開かれた。

「そんな……それじゃ父さんの」

「詳くわしい話は、地獄でお前のじいさんにでも聞くんだな」

　振り上げられた爪つめが、振り下ろされようとしたまさにその瞬間。

　一発の銃声が木精こだました。

　オオカミの右肩から血液が噴ふき出す。

「こいつは………銀の弾丸！　誰だ！」

　暗くら闇やみの中からゆっくりと歩み出てくる姿に、銀之介は驚きの声を上げた。

「ゴールドさん！」
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「そこまでだ。駒こま犬いぬ銀ぎん次じ郎ろう。大人おとなしく両手を上げ、銀ぎん之の介すけ君から離れたまえ」

　拳けん銃じゆうをかまえたまま、ゴールドは言った。その周りには男達が立っていた。年ねん齢れいも人種もさまざまだが、共通して言えることは濃こいサングラスをかけていることだ。

「くくくくく、いくら銀の弾丸が入った拳銃を持っていようが、人間ごときが俺おれを捕えられる訳がないさ。今は油断したが」

「ことわっておくが、こんな拳銃がなくても今のお前を取り押さえることはたやすい。私の後ろにいるこの者達の力ならばな」

「何だと…………」

「サングラスを外すように命令してみせようか？　この満月の夜に」

「まさか、噓うそだろ。こいつらみんな…」

「今ならまだ、お前にも生きる可能性を与えよう。しかるべき施設でのしかるべき治療だ。だがこれ以上罪を重ねるようならば、この場で射殺する。これが最後のチャンスだ」

「くくくくくくく」

　オオカミ………いや、駒犬銀次郎は静かに笑った。絶望的な状況なのに、彼の口から漏もれたのは紛まぎれもない笑い声だった。

「大人おとなしく首輪をつければ命だけは助けてやる。そういうことか」

「さぁ、両手を上げろ！」

「ふざるな！！！」

　銀次郎は怒ど鳴なった。空気が震ふるえるほどの強烈な怒鳴り声。

「俺は獣けものとして生まれてきた。だから死ぬ時だって獣として死んでやる。それが俺の誇りだ！」

　ぎろりと、銀之介を睨にらみ付ける。

「お前も道づれだ！　銀之介！」

　銀次郎が爪をかまえた。銀之介の胸に突き立てるために。

　銀之介の視界の中、世界がゆっくりと動いた。死を直前にした時、時間の流れはゆっくりになる。どこかの本で読んだ内容を思い出すほどに。

　ゴールドが拳銃のトリガーを引いた。飛び出す銀の死神。しかし弾丸は銀次郎の肩をかすっただけだった。

　爪が銀之介に迫る。銀之介の極限まで研ぎ澄まされた神経が、その爪の動きを、まるでスローモーションのようにとらえる。ただし、逃れる体力は残されていない。

　もう、ここまでか。

　銀之介は、命の終わりを半なかば覚かく悟ごし口の中で呟つぶやいた。

「バイバイ。唐とう子こ」

　ズダン！

　鈍にぶい音が、時の流れを元に戻した。

　銀ぎん次じ郎ろうの胸に開いた穴。そこから血液が噴ふき出す。

「………狙そ撃げき手しゆがいたのかよ」

　銀次郎はがっくりと膝ひざをついた。

「なあ、銀ぎん之の介すけ。俺おれの素顔は、どんなんだろうな」

　血ち塗まみれの言葉を、銀次郎は口にした。

「お前しっかり見とけよ。そして、いつか地獄で俺に教えてくれよ。絵にして…」

　それが、銀次郎の最後の台詞せりふだった。

　世界中で殺さつ戮りくを続けてきたオオカミは、ここでその存在にピリオドを打ち付けた。
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「終わりました。全すべて」

　一人の男が、ゆっくりとした足取りでやって来た。

「これで、楓かえでと僕の復ふく讐しゆうも」

「狩かり谷や先生！」

　銀之介はまた驚きの声を上げた。ライフルを手にした男は、紛まぎれもない。狩谷森もり彦ひこだった。

「どうして狩谷先生がここに？　それにゴールドさんは一体」

　短期間にいろんなことがありすぎて混乱する銀ぎん之の介すけに、ゴールドが静かに歩み寄った。

「改めて自己紹しよう介かいしよう」

　クシャミ一つしてから、ゴールドはこう言った。

「私の名前はゴードン・シルバーブリッツ。秘密組織、銀の弾丸の会長だよ」

「え～～～～！」

「そんなに恐こわがる必要はないよ。駒こま犬いぬ君」

　森もり彦ひこが穏おだやかな声で言った。

「君をどうこうしようって訳じゃないから」

「え、でも銀の弾丸って言ったら、オオカミ人間を退治するところじゃ」

「発足当時はそうだった。だが時代が違うんだ。我々の目的はワーウルフの撲ぼく滅めつなどではない。むしろその逆なんだよ」

　ゴールド……いや、ゴードンが例の人好きのする笑顔を向ける。

「我々、シルバーブリッツの目的はワーウルフの管理と、そして保護。彼らが人間に紛まぎれて暮らしていく手助けさえしている。現に、この後ろにいるメンバーはみな君と同じワーウルフだ」

　男達が一いつ斉せいにサングラスを外した。満月を瞳ひとみに映し、そろいもそろって毛むくじゃらになる。

　銀之介ににっかり微笑ほほえみかけるその姿は、安心出来るんだけどなんかちょっと恐かった。

「ワーウルフを憎しみの対象でしか見れなかったカエデとモリヒコにはこのことは秘密にしてきたが、君と出会ったことで二人は変わった。だから今では仕事を手伝ってもらっている。二人を変えた駒犬銀之介という存在に興味を覚えて、それでこっそりと私は日本に来た。まさかここであのオオカミと出くわすとは思わなかったがな」

「……僕の………おじさん」

「君のお父さん。駒犬銀ぎん一いち郎ろう氏からこのオオカミの正体については聞いたよ。おっと、失礼。いつまでもそんな格好をさせていて」

　ゴードンの合図で、牙きば持ってる人達が銀之介を鉄の拘こう束そくから外す。さすがは毛むくじゃらなことはある。鉄がめきょめきょ言ってひしゃげる。

「さ、君を待ってる人達がいる。戻りなさい。さっきの場所に」

　ゴードンは、丸眼鏡めがねを軽く押し上げた。

「駒犬銀ぎん次じ郎ろう氏は、こちらで葬ほうむるよ。いろいろ検査することもあるし」

　銀之介は、無言で頷うなずくとゆっくりと歩き出す。だがふと思いとどまり、引き返した。

　そして、横たわる銀次郎の顔を覗のぞき込んだ。もうオオカミではなかった。普通の人間の顔だ。父親の顔に、よく似ていた。

　鏡…………。オオカミの言っていた言葉が、初めて理解出来た。

　しっかりと瞳に映してから、銀之介は歩き出した。




「彼は優しい男だ。最後の言葉を守るつもりなんだろうな」

　ゴードンが静かに呟つぶやいた。

「そういう彼だからこそ、僕と楓かえではこうなれたのかもしれません」

　いい感じにしんみりした空気が漂ただよった。だけど、ゴードンがクシャミを連発し始めるからいい感じのしんみりは台無しになった。

「こりゃたまらん」

　毛むくじゃらの人達に、毛むくじゃらを止やめるよう指示を飛ばした。

「これで、彼の平へい穏おんな生活も戻るだろう。またもとのようにこの町で」

「そういう訳にも、いかないみたいですね」

　携けい帯たい電話を手に、森もり彦ひこが静かに言った。

「ホテルに待たい機きしているメンバーからの連絡です。残念ながら、彼はもうこの街にいられないでしょう」




　　　　　６




　壊こわれた車に囲まれた一本の道を歩くと、やがて両手を広げたくなる広場が見える。そこに、待っている人達がいる。

　父と母。散さん々ざんこき使ってくれた破は天てん荒こう刑けい事じ。そして……外ハネしてソバカスの女の子。

「ただいま。唐とう子こ」

「銀ぎん之の介すけ君」

「終わったよ。みんな終わったんだ」

「うぅぅぅぅぅ」

　唐子の瞳ひとみに特大の涙が盛り上がった。

　次の瞬間、唐子は銀之介の首にかじりついていた。

「うわ～～～ん、銀之介く～～ん」

「こら、傷が痛いんだってばって」

　銀之介の悲鳴なんてものともせず、唐子はさらに銀之介の毛皮に涙とか鼻水とかをすり込んだ。

「怪け我がはない？　銀之介」

「大丈夫だよ。母さん」

「ご苦労だったな。銀之介」

「父さん。あのオオカミは……僕のおじさんは」

「言わなくてもいい。全部分かってるから」

　銀一郎は静かに首を振った。

「これでよかったんだよ。これでな」

「さ、全すべてが片づいたってとこで。腹が減らないかい？」

　暗い空気を吹き飛ばすようにして、漆うるし野のが声を張り上げた。

「駒こま犬いぬ君。いつも世話になっているお礼だ。焼肉でもおごろう」

「こんな夜に開いてる店なんか」

「な～～に、警察特権で開けさせてみせる」

「そんな横暴な」

「それじゃさ、うちにおいでよ。みんなで」

　たっぷりと銀ぎん之の介すけの毛皮に涙と鼻水をすり込んだ唐とう子こが、泣き跡ついちゃってる顔で言った。

「鉄板あるし。みんなで焼肉パーティーしよ。商店街のお肉屋さんなら夜中でも頼めば売ってくれるし」

「そりゃいい」

　銀之介がにっかり笑いヨダレをすすった。だけど………笑顔はすぐに消えることになった。

「駒こま犬いぬ君。君ら一家はこの町を出た方がいい。大至急」

　ゴードンだった。

「どうして？　どうして銀之介君が街を出なくちゃいけないの？　そんなの納得出来ないよ。出来ないって言ったら出来ない！」

「君の秘密が、街中にばれたんだ」

「え？」

「変身シーンが生中継で流れたというんだ。もうどうしようもない。余計なトラブルを避けるためには、一刻も早くこの街を出ることだ」

　ゴードンの淡々とした説明に、唐子も銀之介も言葉を失った。

　言葉のない時計がゆっくりと針を進めた。

「そうか、また引っ越ししなくちゃいけないのか」

　一番最初に声を出したのは銀之介だった。

「高校は卒業して行きたかったのに。それも無理か。まいったまいった」

　場違いに明るい声をはじき出す。

「帰って引っ越しの準備だよな。まったく、疲れてるってのに」

　銀之介は大きく息を吐はき出してから、ゆっくりと唐子に顔を向けた。

「唐子、という訳だから、僕は行かなくちゃいけない」

　唐子は何も答えなかった。いや、答えられなかった。言葉につまって、口に出来ないのだ。

「これまで、いろいろありがとな」

　濡ぬれた鼻の頭を、銀之介はぽりぽりと搔かいた。

「ほとぼりが冷さめたらちゃんと住所を連絡するから。そしたら」

「ソバカス」

　やっとこさ、唐とう子この口からかすれた声が漏もれた。

「ソバカス！　アタシのソバカス」

　顔をあげると、唐子は涙で濡ぬれた頰ほおのあたりを指さした。

「なくなる前には、戻って来てね」

「え？」

「ソバカスがなくなる前には、戻って来てね。約束だからね」

「ああ」

　銀ぎん之の介すけはこっくり頷うなずいた。

「約束するよ。絶対に」

「おい、銀之介」

　銀ぎん一いち郎ろうの声が届いた。

「そんな顔じゃ帰るに帰れないからな。さっさと人間に戻ってしまえ。唐子ちゃんに協力してもらって」

　気を使ってか、銀一郎はギャラリーに後ろを向くように指示した。状況が飲み込めないながらも、みな後ろを向く。

「だってさ。はは」

　まいったな～もうって銀之介は苦笑した。

「別にいいんだよ。父さんがあんなこと言ったからって。時間さえかければもとに戻れ…」

　それ以上は、銀之介の口からは言葉は出なかった。唐子が自分の唇くちびるで、銀之介の口を塞ふさいだからだ。

　真赤まつかに染まる銀之介。

　そんな中、唐子は初めてカウントした。

　記念すべき第一回を、初めて心に刻み込んだ。
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　　　最終章　これが最後のバッキャロー







「あああああ、待って待って待ってぇぇぇ」

　電車の発射ベルが鳴り響いた。時間ぎりぎりで唐とう子こは飛び込んだ。

「ふ～、これ乗りそこねると大変なんだよな。遅刻しちゃうから」

　早い時間の電車だから、乗客の姿はあまりない。唐子はいつものボックス席に腰を下ろすと窓から外を見た。

　町並が流れていく。短大のある町まで電車で一時間半。間には何もないような田舎いなかも通過する。

　徐じよ々じよに田舎になってゆく風景を瞳ひとみの中に流しながら、唐子は物思いにふけった。




　早いもんだよね。もうあれから四カ月なんだもんね。アタシも高校卒業して専門学校に通ってるし。学校と家の手伝いの両立ってちょっと大変だけど、なんとかやってる。

　あの次の日はもう学校が大騒ぎ。倉くら地ち先生ファンクラブの人達がバット持って教室に乗り込んでくるわ不思議研の小こ夏なつちゃんがキャーキャー騒いで飛び込んで来るわでもう大変。帰り道にはあのスケバンの人まで来たんだよ。

　だけどね、だからって銀ぎん之の介すけ君のこと嫌いになるなんて人はいなかったよ。倉くら地ち先生ファンクラブの人達は頭おかしいから無視するけど、それ以外の人達は寂しがってたよ。

　銀之介君と仲良くしてた河かわ村むら君が言ってた。

　すっごい格好いい奴やつがオオカミ男だったら、俺おれはすっげえムカツクだろう。

　すっごいやな奴がオオカミ男だったら、俺はすっげえ恐こわがると思う。

　だけど、あいつがオオカミ男でも、俺はなんか平気だ。仲良くやってけるような気がする……だって。

　たまに、散歩してて銀之介君の家の前を通ることがあるよ。先週までは誰もいなかったけど、昨日きのうは新しい家族が入ってた。すごく大きな犬飼かってて、なんか銀之介君とだぶっちゃったな。失礼かもしんないかな？　これって。

　銀之介君との思い出は一杯ある。二年間の思い出。だけど一番はやっぱりあれかな？　すごい雨と雷の日に銀之介君がうちに来てくれて……




「あ！」

　唐子は声を上げた。

「そう言えば、まだ聞いてなかった。僕には……の続き！」

　だけど、すぐにはぁってため息を吐はき出す。

「ま、いいか。また今度で」

　それに、言葉では聞かなかったけど、なんか感じたような気がした。気のせいかもしれないけど、そう思い込むことにした。

「でも、何が一番びっくりしたかって言ったら、やっぱ銀之介君の引っ越し先だよね。なんであんなとこに刺ささるのかな？」

　唐子はその時の光景を思い浮かべ、くすくすと笑った。

　銀之介が壁の日本地図めがけてダーツの矢を放つ。しかしダーツはカツンと弾はじかれそのまま少し離れた床にドスン。何な故ぜかそこには雑誌が広げられてて、しかもそこには少々スケールの大きな地図があって。

「でもまあ、あそこだったら、銀之介君も人前で正体がばれてひーひー言うこともないんだろうな。月見うどんもなかなかないだろうし」

　唐子は窓から青い空を見上げ呟つぶやいた。

「元気してるかな？　銀之介君」




「ひっくしょん」

　駒こま犬いぬ銀ぎん之の介すけは、特大のクシャミをかました。

「誰か僕のこと噂うわさしてやがんな。まあそんなこといっか」

　そう片づけると、銀之介は目の前のメニューに再び目を落とした。

「にしても読めん。写真か何かくっつけてくれりゃいいのに」

　そうこうしてるうちに金髪のウエイトレスのお姉ちゃんが近寄ってくる。英語で何か言った。まぁきっと注文とってるのだろう。

「ですわんですわんぷりーずぷりーず」

　適当にセットメニューの欄らんに指をさし、銀之介はわめいた。

　金髪のお姉ちゃんはにっかり笑うと戻って行った。ちょっとかわいいお姉ちゃんで、銀之介はちょっぴりドキドキした。

「にしても、まさかこんなとこに引っ越して来るとは思いもよらなかったな」

　辺りを見渡す。外国映画に出て来るようなレストランだ。でっぷり太った白人警官。新聞読んでる上品な老人。化粧の濃こい銀髪のおばちゃん。座ってる人もいかにもだ。

　そりゃ～そうだ。ここは日本じゃない。アメリカのニューヨークって町なのだから。

「まさかダーツの矢があんな風に刺ささるのも驚きだけど、ゴードンさんがさっさと手配しちまうんだもんな。おったまげたよ本当」

　銀之介は鞄かばんから分ぶ厚あつい辞書を引っ張り出した。

「少しは勉強しとかないとな。とりあえず自分の頼んだメニューくらい調べとこう。え～～～と、ハンバーガーにフライドポテトに、こいつがよく分かんないな。サニーサイドアップ？　こいつをひいてみっか」

　ツバつけた指でぱらぱらと辞書をめくる。

「お、みっけみっけ」

　銀之介はその項に目を落とした。




　ＳＵＮＮＹ　ＳＩＤＥ　ＵＰ

（目玉焼き）




　魂たましいが抜けた。一瞬にして抜けた。

「チェンジ！　チェンジ！　プリーズ！　プリーズ！」

　魂が戻ってから大声でわめき散らしたけど、もう目の前に大皿が突き出されてた。さすがファーストフードって呼ばれることはある。早いったらありゃしない。

　そこに載のっかってるのは紛まぎれもない目玉焼き。

「あぉぉぉぉぉぉぉん！」

　アメリカ大陸において、銀之介は記念すべき第一回目の町中変身を遂げた。

「ＫＹＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！！！」

　金髪ウエイトレスさんがものすごくイングリッシュな発音で悲鳴を上げてくれちゃった。

　悲鳴は外の客へと連れん鎖さする。

「ガッデム！」

　太ったお巡りさんが拳けん銃じゆうを引き抜いた。

　躊ちゆう躇ちよなく引き金が引かれる。

　ＺＵＧＡＧＡＧＡＧＡＧＡＧＡＧＡＧＡＮＮ！！！

「ひゃああああああああああ」

　銀ぎん之の介すけは窓を突き破って逃げた。

　人々の悲鳴が聞こえた。パトカーのサイレイが聞こえた。子供の泣き声が聞こえた。そんな中、銀之介は足を動かした。

　アメリカの空気を胸一杯に吸い込みながら走った。

　そして魂たましいを込めて叫んだ。

「サニーサイドアップのバッキャロー！」





僕にお月様を見せないで　完












　　　ながいながいあとがきの話




　は～～、終わった終わった。終わったザマスって感じだ。いや、終わったでガンスって感じだな。ま、どっちだっていいか、そんなの。

　思い起こせば三年前。担当の湯ゆ澤ざわさんとの密談からこの物語は始まった。

　前は吸きゆう血けつ鬼きだったから次はオオカミ男にしちめえ。ヤギが七匹でしちめぇ（意味不明）。

　ただそれだけの思いつきだけで始まったこの企画。

　よくもまあここまで続いたもんだと自分が一番感心してる。僕の中の新記録だもんな。十冊って。今後も越さね～～んじゃないか？

　なぜに、当初は⑤か⑥で終わらせようとしてたこのシリーズが⑩なんて大台まで到達したのか？　その理由は単純。キャラが多くて連作短編だからだ（前作キャラ出しすぎって苦情も多かったけど。ちょっと反省）。

　このシリーズでは連作短編って形を使ってみた。原稿用紙一〇〇枚程度の短編を一冊に三話ないし四話収録。このスタイルが僕の中で大ヒット。

　原稿用紙三〇〇枚の話を書こうと思ったら、それなりの『話』が必要になってくる。下へ手たな『話』じゃ三〇〇枚はもたない。でも、一〇〇枚だったらそ～と～下くだらない『話』でもなんとかなる。

　ぶっちゃけ、主人公がケチャップを買いに行くだけの『話』でも、主人公が台所でゴキブリを倒すだけの『話』でも、主人公がお風呂でおしっこしたくなるだけの『話』でも、一〇〇枚ならなんとかなるのだ。

　そして何を隠そう、そ～～ゆ～～下くだらない『話』が僕は大好きなのだ。

　見る映画はハードなアクションやオカルトが好きなのに、自分で書くのはお風呂のおしっこ話。

　なんなんだ僕は？




　さて、悩んでたって何も出てこないのはすごく分かってるので、ここで一企画。




　あなたにズバリ！のコ～ナ～（ドンドンドンパフパフドンドンドンパフパフ）




　このコ～ナ～では、視聴者って言うか僕の周りの方から寄せられたご質問にお答えしたいと思います。




　ズバリ！　全二十五話の中で一番好きな話は？




　第十三話　アヒル探して三千里

　第十七話　29番目のカッチョマン

　第十八話　犬かきの冬に万ばん歳ざい




　個人的に気に入ってるのはこの三作品かな。この中で一番をあげるとしたら、やっぱり第十三話の『アヒル探して三千里』だろうか？

　僕は、小学生とか小学校書くの大好きなんだよね。

　高校生主人公に飽あきたら小学生主人公で行こうと思ってるくらい好きなんだ。

　そういう意味でもあの話は気に入ってる。

　って言うか小林先生好き。

　あと、ラジオドラマの脚本で書いた奴やつ。『オオカミ男は歯が命』って馬ば鹿か話。ラジオドラマってことで候補に入れなかったけど、あれも馬鹿で好き。

　ラジオドラマを聞いてない人のために軽くストーリーを説明しよう。




　小こ夏なつの作った魔法の歯磨みがき粉で歯を磨いた銀ぎん之の介すけ。魔法の力によって、銀之介の笑みから零こぼれる歯のキラリンを見た女性は、みな恋に落ちていく。倉くら地ちも唐とう子こも小こ夏なつも、そして銀ぎん花かまでも。銀ぎん之の介すけは自らの清い体を守るため、なんとか彼女らから逃げようとするが………。




　っていう話。ラジオドラマの脚本ってことで、せっかくだから声優さんにちょっといやんな声を出してもらおうという僕の下心から生まれた作品。でも内容はいやんじゃなくてただの馬鹿でした。




　ズバリ！　一番好きな男性キャラクターは？




　それはもちろん、主人公であらせられる駒こま犬いぬ銀之介です。変身すると強いとこが好き。二番を上げるとしたら、悪ぶってるけどすっげえいい人、角刈りサングラスの健けんさん。いぶし銀なとこが最高です。地球に優しいしね。




　ズバリ！　一番好きな女性キャラクターは？




　唐とう子こ！　って叫びたいところだけど……すまん！　一番は唐子ちゃんじゃないのだ。僕が一番好きな女性キャラ。それは…………自称飯いい波なみ女子高のスケバン。キミ先せん輩ぱいこと倉くら畑はた季き美み恵え様！

　どこが好きかって言えば、エコロジーなとこが大好き。地球に優しい人って僕好きだから。知っての通り、作家って仕事は紙を消費する商売です。森林伐ばつ採さいのニュースを見る度に僕は申し訳ない心で一杯になります。だから、地球に優しいキャラクターが好きなキャラを出して後ろめたい気持ちを癒いやしてるのかもしれない。心理分析するとね。

　ちなみに季美恵様とお供ともの大おお寺でらユミと小こ森もりマユ。この三人は書いてた時通ってた専門学校の同級生の名前を無断で使ってます。微妙に文字は変えてあるけれども本人が見たら一発でばれるでしょう。

　怒られるかな？　何かおごらされるだろうな。




　ズバリ！　一番ショッキングだったことは？




　今だから打ち明けます。執筆中にやってたラジオ番組に、こんなメールが送られてきたのでございまする。

『阿あ智ちさんの作品って、ちっちゃい女の子が出てきますよね。銀ぎん花かとか桃もも花かとか。阿智さんはロリコンなんですか？』

　すっげえショックでした。

　ハッキリ言いますが、僕はロリコンじゃありません。サクラ大戦じゃマリア狙ねらっちゃうくらい大人おとなの女性が好きです（ということをラジオでも訴えた記憶がある）。

　しかし、けっこうショックだったな。正直。

　よし、次からはちっちゃい女の子なんか出さないようにしよう。出さないぞ！　出さないって言ったら出さな………（電波受信不可）




　最後に




　まぁ、これで『僕月』は終わります。そして、『僕血』、『僕月』と続いた『僕～～～で』ってタイトルの小説もこれが最後になります。飯いい波なみ市ともこれでお別れです。

　こんなバカバカノリでよろしければ、次のシリーズもおつきあいください（次はもっとバカになるんだろうな）。

　お別れ前に、まだまだ未熟な僕の作品を読み続けてくれた方々に腹の底からありがとうを言いたいと思います。

　ありがとね！

　それでは失礼いたします。

　ドロン！（煙が出て消える音）




　はぁ、終わった終わった。

　これで忍にん者じやものにいけるでござる。





阿あ智ち太た郎ろう
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阿あ智ち太た郎ろう

１９７８年生まれ。『僕の血を吸わないで』で第４回電撃ゲーム小説大賞〈銀賞〉を受賞。独特な笑いとハートウォーミングな世界を描きファンの支持を集める人気作家。最近はスキンヘッドできめている。
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イラスト／宮みや須す弥み

ゲーマーでイラストレーターで漫画描き。主な作品に『僕の血を吸わないで ザ・コミック』（電撃文庫）、『女神学園』（電撃コミックスＥＸ）などがある。









[image: ]電撃文庫





僕ぼくにお月つき様さまを見みせないで⑩




オオカミは月つき夜よに笑わらう








阿あ智ち太た郎ろう
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